















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　灼しやく熱ねつが巻き上がる。

　数千度に達する熱線が戦場を支配し、地表すら焼き付かせていく火か炎えんの中を数十機もの機き甲こう戦車が駆かけ抜ぬけ、雨のように弾だん丸がんが降り注いでいく。

　立ち止まる機体は一つとしてない。

　状じよう況きようは拮きつ抗こうしていた。

　東国と西国。

　互たがいに十機のエクセリアが陣じん形けいを形成し、障害の多い岩場で戦せん闘とうを続けているが、一機として撃げき墜ついされることなく交戦開始から数分が経過しようとしていた。

　実力に差はない。

　両軍ともに一機として頭数を減らすことなく交戦が続いている。アクロ山地は開けた平地部分が多く、弾丸を視し認にんしやすいことから互いに決め手を欠いていた。魔ま導どう士しが有する共覚質クオリアは音速の弾丸の回かい避ひすら可能とする。偶ぐう然ぜんで被ひ弾だんすることは起こりえない。

　勝利条件は一つ──。

　明確な差異が生じること。

　その時に限り決着がつく。

　しかし、長時間続いた東西の拮抗は、

「──なんだ」

　突とつ如じよとして現れた、

「あの、機体は──」

　とある一機の参戦によって崩くずれた。

　それは「黒色の機体」。

　通常とあまりに異なる外がい殻かくの機体だった。

　──黒。

　異様な容よう貌ぼうに戦場の誰だれもが凍こおり付く。

　量産型のエクセリアが有する特とく殊しゆ合金による配色ではない。

　その機体は墨すみに漬つけたかの如ごとく、一いつ切さいの光を反射しないそれは漆しつ黒こくの色しき彩さいであり、何よりもその機体は通常のエクセリアと比ひ較かくして優に二倍の全長を誇ほこっていた。

　誰もが──息をのんだ。

　黒色の巨きよ大だいエクセリア。

　その全長は高速運動できる構造ではないことは一目で明らかだった。

　不利は明らかだ。

　高出力エンジンで以もつて軽い機体を動かすからこそ、エクセリアは高い運動性を誇る。

　重くて動けるはずがない。

　しかし、その巨体は、

「──っ！」

　次の瞬しゆん間かん、その場から飛び出すと、数秒とせず最高速に達するに至った。そしてその勢いのまま、東国のエクセリア機甲師団に突進を仕し掛かける。高速度といえど、弾丸よりも速く動いているわけではない。ただの直進──それも機体の体当たりなど軌き道どうは単純だ。

　だからこそ──

　回避は容易な筈はずだった。

　しかし、東国の機体がその攻こう撃げきを躱かわした──、

「──馬ば鹿かな！」

　その直後。

　巨体は折り返した。

　直角に。

　そしてそのまま、回避の間に合わなかった東国の機体数機に激突した。

　轟ごう音おんが鳴った。

　凄すさまじい衝しよう撃げきが戦場を走り抜ける。

　石を割ったように突撃された機体は四散して部品ごとに砕くだけ、それと同時に搭とう乗じようしていた魔導士の肉体も赤く飛び散ると、原形すら残らない肉につ塊かいとなって地に転がった。

　──一撃。

　わずか一撃の突進。

　それだけで、機甲戦車を解体したその異様な『黒色の機体』は、

「……っ！」

　次の標的を見定めるため──進行方向を変え始めていた。


















　CONTENTS









１　第二世代エクセリア「尖刃型」

２　アスリーの戦い

３　エアとアスリーは浴場で

４　知りたくなかった「ほんとうのこと」

５　劫火

６　首都決戦



　あとがき










１、第二世代エクセリア「尖せん刃じん型」






「これが、先日撮さつ影えいされた戦闘の記録です」

　第二世代エクセリア。

　通常のエンジンを遥はるかに上回る出力を誇るフローエンジンを搭とう載さいし、従来のエクセリアと一線を画す性能を備えた新しい機体。

　しかしその特殊性から量産は不可能であり、独どく占せん的に生産されたわずか数機のみが試験的に実じつ践せん投入されている。

　そしてその内の一機が『尖刃型』とされる機体だった。

　映像だけで理解させられる。

　破格の性能を備える機体だと。

「この映像に映っている黒い機体は、第二世代エクセリアの一つである『尖刃型』という機体です。いくつかある第二世代エクセリアですが、その中で最も早くに試作された全すべての第二世代エクセリアの原型ともいえます。フローエンジンはこの『尖刃型』と共に完成を迎むかえました」

　フローエンジン。

　従来それは東国オルトメニアのみが有する技術だった。数学者クレイス・ファルマンが構造を開発し、莫ばく大だいな資金を投入して完成させた国家単位の先進技術。

　しかし、そのエンジンを搭載した機体は現在、

「西国に渡わたった二機のうち、一機はこうして戦場に現れることがあります。おそらく、データを取っているのでしょう。向こうにとっては未知の機体ですからね」

　冷静な分ぶん析せき。

　彼女自身が開発者だからだろう。

　クレイスは記録に残った映像を単なるデータとして捉とらえ、自身が生み出した機体の性能を客観的に分析し、淡たん々たんと言葉にして整理した情報を伝えてくれた。

　そして、その言葉を聞きながら、

「……」

　一人の少年。

　学長室に招集されたのち、クレイスから『尖刃型』が戦場を跋ばつ扈こする映像を見ながら、その手を血が滲にじむほどに固く握にぎりしめていた学生兵──レインは、

（第二世代エクセリア、──）

　思考に沈しずんでいた。




　二日前──。

　レイン・ランツは一つの死し闘とうを潜くぐり抜けた。

　それは青色の弾だん丸がんを有し、他ほかと隔かく絶ぜつした弾丸魔ま法ほうによって『砲ほう門もん型』エクセリアを奪だつ取しゆしに来た亡霊ゴーストデッドリムとの闘たたかいであり、その決着は、彼女の相棒であったイスナという人物の『消失』によって終わりを迎えた。

　──消失。

　人間が消えること。

　それはただ死ぬのではない。

　レインが有する『悪魔の弾丸』で撃うたれた人間は、それまで生きてきた痕こん跡せきや功績、残してきた全てが消え去り、世界はその痕跡の消失によって新たに生まれ変わる。

　──『再編成リプログラム』。

　撃たれた人間が最初からいなかった世界へ切り替かわる現象を、その弾丸を生み出した少女はそう呼んだ。レインへ弾丸の力を託たくし、その趨すう勢せいを見守ることを告げて。

　そしてレインは──その弾丸を使い続けた。

　幾いく度ども。

　何度でも。

　目的はただ一つ。

　この百年続く東西の戦乱を終わらせること。

　果てのない破は壊かいと蹂じゆう躙りんの交差を断たち切るため、戦場を変え続けることを目的としながら、レインは悪魔の弾丸を使って、敵の存在を消し続けてきた。

　無論、理解している。

　この弾丸が齎もたらすのは文字通り、

（悪魔の力──）

　本来使うことすら許されない悪魔の力だ。

　死んだという事実すら残らないその「消失」という結果は、ただ死ぬことよりも遥かに残ざん酷こくで、生命そのものを唾だ棄きすること──逃のがれられない十じゆう字じ架かとなる。

　しかし、少年は決意した。

　どれだけ罪を重ねようと。

　どれだけ手を赤く染めることになろうとも。

　この戦いを終わらせる。

　永久に消し去る。

　そのために──戦い続けると。

　そして数日前の戦場──。

　レインは一人の男を消した。

　それはイスナ・コールという西国の将校。

　亡霊デッドリムを生み出した遠因であり、彼が最初から存在しなかった世界になれば、デッドリムは過去に戦死したまま、二度と蘇よみがえることはない。そしてデッドリムが存在しなければ、西国は第二世代エクセリアを奪うばうことはできない。

　東国は技術を独占できる。

　第二世代エクセリアを切り札として押さえることができる。

　──そう考えた。

　しかし、イスナという人間が消え去った世界は、

（西国に、どうして第二世代が──）

　予測していたものから。

　大きく乖かい離りするものになっていた。




「ふーん」

　再生機に映っている映像を見ながら、

「すごい機体があるのね」

「それだけですか？」

「情報がないから、これくらしか言えないわよ」

　部屋には三人いる。

　レインを除けば二人だけ。

　一人はアレストラ教導院の学長であると同時に第二世代エクセリアの生みの親でもあるクレイス・ファルマンであり、そしてもう一人は、長い銀ぎん髪ぱつを揺ゆらしながら、

「なんなの、尖刃型って」

「簡単に言えば、ひたすらに『頑がん丈じようで重い機体』です」

「はあ」

「最も原始的なコンセプトを追求したものですね」

　クレイスと話を進める少女。

　通常の人間のようでありながら、しかしその内実は違ちがう。

　彼女は遥か百年前、すでに死して新たな肉体を得て蘇った存在である。

　悪魔の弾丸を生みだした魔導士──亡霊『エア』。

　その少女を横目で見ながら、レインは、

（一応、いつも通り、か──）

　ここ数日のことを思い返していた。




　亡霊デッドリムの消失。

　それは二つの事象を生み出すことになった。

　一つは、強力な性能を有する第二世代エクセリアの技術が西国に渡ってしまい、これまで東国が独占していた技術が漏ろう洩えいしたこと。そしてもう一つは、切り替わる前の世界では表おもて舞ぶ台たいに出ていなかった第二世代エクセリアが、この切り替わった先の世界では、既すでに広く知れ渡る技術になっていたことだ。

　これは大きな相そう違いだった。

　第二世代機は確かに強力だ。

　しかし、多くの機密を抱かかえる以上、実践投入はあらゆるリスクを伴ともなう。

　もし戦場で鹵ろ獲かくされれば、そのまま技術を盗ぬすまれることになる。新機体を戦場に出すには量産できる体制を整え、他国が容易に真ま似ねできない段階まで技術を進める必要があった。

　けれど、その状じよう況きようは消えた。

　切り替わった新しい世界──。




　そこでは、西国は機体の奪取に成功していた。そして東国より早く第二世代を実践に投入したことで、西国は戦場における多くのデータを収集しつつある段階にあるのだ。




　二日前──。

　レインはその事実を知った。

　世界の切り替えを認にん識しきできる人間は、新しく切り替わった世界の情報を自分で集めなければならない。そして一変した第二世代を取り巻く詳しよう細さいな情報を得る必要があると判断し、エアと相談の上、レインは誰だれよりも情報を集めているだろうクレイスを頼たよった。

　第二世代エクセリア。

　それを取り巻く環かん境きようは今、どうなっているのか。

　そしてその説明で見せられたのが『尖刃型』の戦闘記録だった。

「尖刃型……」

　映像は合計で二十分程度。

　戦闘の記録として東国が撮とっていたものだ。

　白黒で画面のブレも大きい。見ているだけで酔ようような動画だが、それでも最も重要な情報──尖せん刃じん型がいかにして戦うかを把は握あくするには、十分価値のある映像だった。

「尖刃型について少しお話を」

　クレイスが説明する。

　彼女はレインやエアと違う。

　悪魔の弾丸の所有者ではない。

　世界の切り替わりを認識できない。

　彼女にとってこの世界の状況は、何も変へん哲てつのないことだ。

　しかし、四十年前から旧知の仲であるエアが「この世界のことを教えて」と一言頼たのむと、クレイスは抱えている情報を詳細に開示してくれることになった。

　そして、会話の最初の焦しよう点てん。

　それは決まっていた。

　第二世代エクセリアだ。

「尖刃型の特とく徴ちようは、とにかく『硬かたくて重い』ことです」

　クレイスは指を差す。

　その先では、映像が流れ続けていた。

　黒く巨きよ大だいな機体が──体当たりのみで敵機を粉ふん砕さいし続ける光景である。

「見た目からわかるでしょう。通常のエクセリアは四メートルほどの全長ですが、尖刃型はそれの倍近い八メートルにも達します。全高も同じく二倍以上は高いので、単純に比にした場合の重量でも通常の八倍になることがわかりますが」

　クレイスは紙を一枚広げる。

　それは、クレイス自身が過去に書いた尖刃型の図面だった。

　詳細な構造が描えがかれている。

　クレイスはその中の一つの数値を指差した。

「この機体は、通常のエクセリアの『五十倍』の重量があります」

「五十って……」

「およそ二万キログラム。二十トンです」

　破格といえる数字。

　その数値を聞くと、レインだけでなく、エアも顔を引きつらせていた。

　それほどまでに──でたらめに重いのだ。

（五十倍……）

　巨大さからある程度の重さは予測していた。

　しかし、実際の重量は、予想を遥はるかに凌しのぐでたらめな重量であるという。

「これは貨物運うん搬ぱん用に使われる大型車両の重さに相当します。もちろん、ただの駆く動どう機と考えれば、そこまで重いわけではありません。しかし、これは車ではなく歴れつきとしたエクセリア──核かく銀ぎんを用いた軽い装そう甲こう、そして高出力エンジンによって素す早ばやく綿密な運動をすることを主眼に置いた戦術兵器です。そんな重量、普通はまずありえません」

　より軽く。

　より速く。

　多た彩さいな運動によって戦場の華はなとなったエクセリア。

　目指したのは、ただの四輪車両や戦車のような、直線的な動きではない。

　主眼はただ一つ。

　それは戦車で不可能なほどに多彩な運動──。

　文字通り『生物の動き』を機械で再現することだ。

　人間や動物は、多関節で構成される四し肢しの屈くつ曲きよくや伸しん展てんを用いることによって自重をコントロールする。跳ちよう躍やくや急激な方向転てん換かんは、ただの戦車では決して行えない、柔やわらかで強きよう靭じんな四肢という構造のみが可能とする運動である。

　しかし、エクセリアはそれを可能にする。

　生物を模した四つの脚あし。

　そして、その先せん端たんに搭とう載さいされた車輪の回転。

　けれどその繊せん細さいな動きを行うためには、どうしても車体の軽量化が必要だった。重量の大きさに比例して運動時の慣性は大きくなり、制動はより困難になる。直線的な運動でなく、あくまで生物的な動きを目指すなら、車体は軽いほどコントロールできる。

　そのために、戦車の砲ほう門もんを取り除き、代わりに魔導士を乗せたのだ。

　数百キロの砲門や銃じゆう器きを載せるなら、六十キロ程度の人間一人で代わりになる。

　弾だん丸がん魔ま法ほうの発達も、エクセリアの登場によって進められてきたものだ。

　けれど尖刃型は──その前提を崩くずした。

　エクセリアが捨てた『重さ』を主眼に置いて。

「でも、そんなに重くて、なんであんなに速く動けるの？」

　当然の疑問に、

「フローエンジンによる莫ばく大だいなエネルギーがそれを可能にしているんです。今までのエンジンと比ひ較かくにならない出力がありますから、五十倍の重さであろうと、従来のエクセリアと同じ……いえ、むしろそれ以上の運動を行うことができます」

「ふーん」

　頷うなずきながら。

　エアは映像を見返していく。

　場面はちょうど、尖刃型が旧型機を体当たりで破は壊かいする場面だった。

「体を重くして、体当たりで敵機を壊す」

　尖刃型の戦術は至極単純だ。

　──ぶつかるだけでいい。

「旧型のエクセリアも装甲は非常に頑丈ですから、そんな簡単に壊れません。ただの弾丸ならば対物ライフルでも貫かん通つうしませんしね。しかし、尖刃型のような巨大な質量がぶつかるような衝しよう撃げきには、その構造上、脆ぜい弱じやくさがあります」

　エクセリアの装甲は厚い。

　ただの弾丸では傷一つ付かない。

　しかし、自身の五十倍以上の質量が高速度でぶつかるような衝撃には、四肢の連結部などが耐たえることができず、いとも簡単に破壊される。

　弾丸魔法がエクセリアを破壊できる理由もそれだ。

　局所的に強力な爆ばく風ふうが当たれば、構造が耐えることができない。

「開発に入った当初は、フローエンジンがどれだけの負ふ荷かを抱えたままパフォーマンスを維い持じできるか試ためすための機体だったんです。体当たりで壊すなんてこと、普ふ通つうは考えませんから。しかし、加えられる重量をすべて関節部や装甲の強化に費ついやした結果、エクセリアすら容易に破壊できる、対エクセリア用の装甲戦闘車となりました」

　クレイスの説明が終わると同時に、映像も終しゆう了りようした。

　東国の六機目が破壊され、撤てつ退たいするところで記録は途と絶だえていた。







　クレイスから情報を得たレインは学長室を出た。

　講義中の時間は生徒一人としていない。

　静せい謐ひつな廊ろう下か。

　そこを一人歩きながら、レインはこれまで収集した情報を処理していた。

（二日前──）

　悪魔の弾丸を使った。

　世界は切り替かわった。

　一人の人間が──消えることによって。

　そしてその事象によって、レインは第二世代エクセリアを守ることが出来るはずだったが、待っていたのは予想の真逆とも言える結果だった。

（尖刃型、……）

　西国に渡わたった技術。

　奪うばわれたのは、今から三か月ほど前のことだという。

　西部の衛星基地で秘密裏りに行っていたテスト稼か働どう中に奇き襲しゆうを仕し掛かけてきた西国のエクセリア部隊によって、保管していた二機が奪われる事変が起こった。

　無論、そのような事象は、切り替わる前の世界ではなかったことだ。

　そんなことはなかった。

　以前の世界では。

　この世界でしか発生していない。

（なにが……）

　本来、西国の襲撃は数日前が最初になるはずなのだ。

　亡霊『デッドリム』が仕掛けたあの奇襲──。

　雪山での攻こう防ぼう。

　レインがエアと共に第二世代『砲門型』を守り抜ぬいた一連の事件が、西国が初めて実行した強ごう奪だつ作戦であるということは間ま違ちがいない。あれが第二世代に関かかわる最初の事件だ。

　しかし──それは変わったという。

　ほかでもない。

　──亡霊デッドリムと将校イスナが消えることによって。

（なにが、起こった……）

　無いはずのものが起こった。

　人間が一人消えることで、新たなものが生まれた。

　逆のことなら、これまで幾いく度どもあった。

　誰だれかが消えることで、その人物が残したものが消える──発生した戦場や事件が消えるというのは理り屈くつに適かなっているし、レインもその作用を利用してこれまで戦ってきた。

　けれど、今回は逆だ。

　消えることで──新たなことが生まれた。

　つまり、どういうことか。

　考えられる理由は一つしかない。

　それは、デッドリムという存在が消えることで、

「別の誰かが、デッドリムの代わりに、第二世代の強奪を行ったんでしょうね」

　はっとして振ふり向く。

　そこには少女がいた。

　銀色の髪かみ──。

　兵士と思えぬ小さな体。

「足音を消して近づくなよ……」

「ぼけっとしてるから気づかないのよ」

　隙すきがありすぎ、と言って。

　銀ぎん髪ぱつの少女──

「話を戻もどすけど」

　エアは横に並ぶ。

　レインと並ぶと頭二つ以上小さい。

　それでも、レインがこれからあと数年の研けん鑽さんを積んでも届かないほどに、魔導士として遥か高みにいる「亡霊」と呼ばれる存在である。

「この世界で起こったことは簡単よ」

　そしてこの少女は非常に聡さとい。

　レインがようやく処理しようとしていた情報を既すでに整理し終えていた。

「第二世代エクセリアの強奪──デッドリムが行うはずだったその作戦を、別の誰かが早めにやった。だから、第二世代は奪われた。単純でしょ？」

「単純だが……」

　理屈は本当に単純だ。

　デッドリムが消えたから──別の人間が行った、と。

　しかし、

「誰が実行したんだ？」

　そうなると疑問が浮うかぶ。

　まず、エクセリアの強奪が実行された時期が、世界の切り替わりの前後で、三か月ほどずれがあるということだ。前の世界では数日前に行われたエクセリア強奪作戦だが、この世界では、それよりもっと前──今から三か月前に発生しているという。

　それに、機体の強奪は決して簡単に行える行こう為いではない。

　敵国の領地に侵しん入にゆうし、支し援えんも増援もない環かん境きようで戦せん闘とうを行い、勝利した上で奪った機体の運搬まで行う必要がある。それこそ、人知を超こえた『亡霊』という存在でもなければ完かん遂すいすることは難しい作戦のはずだった。

　しかし、それは遂行されたという。

　一見すれば、入り組んだ事象の逆転だ。

　通常ならば、疑問のままに放置しておくしかなかった。

　けれど、二人はデッドリムとの戦闘で、一つの『情報』を得ている。

　それは、決定的な手て掛がかり──。

「誰が、デッドリムの代わりに、ね」

　エアが呟つぶやき、

「それなら考えるべきは一人しかいないわね」

　唯ゆい一いつの手掛かり。

　それはレインたちがデッドリムとの闘たたかいから知った「一人の人物」だった。

　だからこそ──考えることが出来る。

　──一つの可能性。

　それは、

「重要なのは、実行した人物よりも、その作戦を取り仕切っていた人間──デッドリムに命令していた人物の方じゃないかしら」

　エアは口にする。

　これまでの推察から。

　至った可能性を。

「デッドリムを使し役えきしていた『カイセイ』という人物自身が、三か月前に第二世代エクセリアを奪い取った。そう考えれば、辻つじ褄つまが合うわ」




（カイセイ──）

　歩きながらレインは、引き続き、一人の男の名を反はん芻すうしていた。

　顔すら知らない。

　声を聴きいたこともない。

　けれど、どうやっても離はなれない──男の名前を。

（……、）

　レインがその名前を聞いたのは、亡霊デッドリムが死の際きわに至った時だ。

　潰つぶれて露ろ出しゆつした亡霊デッドリムの肉体。

　そこから出てきた『隷れい属ぞくの弾丸』。

　他人を使役するその弾丸に彫ほられていたのが『カイセイ』という名だった。

　そして、それは意味する。

　デッドリムは──操あやつられていたと。

　その弾丸の持ち主である、カイセイによって。

（すべては──）

　仮説に過ぎない。

　運よく集まった情報を、過度に考えてしまっているだけかもしれない。

　けれど『亡霊を操る人間』という存在が明らかになった以上、どうしても捨て去ることができない推測が新たに生まれることになる。

　それは、亡霊を操るだけではない。

　──亡霊を生み出している者こそが、その男ではないのかと。

（だとしたら、そいつは──）

　レインは考える。

　歩きながら、思し索さくに深く沈しずんだ険しい表情で。

　独り言を発することもなく。

　しかし、

「ともかく」

　そこに声がかかる。

　それは、レインと共に横を歩いていた、

「今はちょっと情報が少なすぎるから」

　エアのものだった。

「下手に結論だけ考えないようにね。いろいろ可能性を考えておくのはもちろん大事だけど、悪あく魔まの弾だん丸がんが生み出す現象はとても複雑だから、変なことを考えすぎたらきりがなくなる。私たちがやるべきことは一つよ。確かな情報を得ること」

「どうやって」

「カイセイに会う」

「……」

「会うってか、敵国の将官だから、捕つかまえてボコボコにして口を割らせるの」

「……そうだな」

　エアの口調には殺気が籠こもっていた。

　感情が抑おさえられないのか、エアの頭からもうもうと湯気が上がっている気すらする。

　しかし──それも当然だろう。

　エア自身が亡霊という存在であり、死してなお蘇よみがえった魂たましいであるが、同類である少女デッドリムが操られていたという可能性と、それを行ったかもしれない男を知ったのだ。

　別に同じ亡霊同士だからといって親近感があるわけではない。

　むしろ戦場で会う以上、殺し合うことが多い。

　──それでも。

　それでも、雪山で出会ったあの黒髪の亡霊は、この少女にとって特別だった様だ。

（……まあ、エアも怒おこるか）

　そして、その様子を見てレインは気け圧おされるわけでもなく、むしろ少し安あん堵どする部分が多かった。怒っているエアというのは、そう多く見られないからだ。

　レインが出会った当初──。

　それこそ数か月前は、エアという少女は、ただ摑つかみどころがない存在だった。

　優れた能力と知力。

　そして何より、世界の理ことわりすら凌りよう駕がする「悪魔の弾丸」を生み出した魔導士として、あまりに違ちがう世界に住む彼女からレインは見下ろされ、翻ほん弄ろうされ続けていた。

　少女エアの常に小こ馬ば鹿かにするような冷れい笑しようと、煙けむに巻まくような態度で、困こん惑わくするレインを楽しんでいる節さえあったが、今に至っては、対等に議論を進めている。

　そのことが、

（俺の自うぬ惚ぼれかもしれないが……）

　素す直なおにうれしく思う。

　無論、まだ互たがいに踏ふみ込めていない領域も多い。

　──それでも。

　少しずつ。

　本当に少しずつだが、レインはこの少女について知ることが多くなった。

　そう思っていると、

「なにあれ」

　エアが怪け訝げんな声を上げた。

　学長室から講義棟とうへ向かう外廊ろう下かを歩いていた二人だったが、講義棟へ足を踏み入れると同時に、中央掲けい示じ板ばんに群がっている生徒の人ひと混ごみがあったのだ。

　人数は百人ほど。

　学年は上から下まで入り乱れ、全学年がごちゃ混ぜになっていた。

　目的としては、中央掲示板に掲示された「何か」を見ているようだ。

　が、

「うーむ」

「どうしたのよ」

「やな予感しかしない」

「レインはそうでしょうね」

　講義棟の中央掲示板。

　個人的な軍命や辞令を除いて、院内の情報のほとんどがあの場所に掲示されるが、レインはあれに貼はられる掲示物を見て、これまで幸せになった記き憶おくが一度もない。

「お前、意外と問題児だもんね」

「うっさい」

「今度は何したの？」

　言ってエアはくすくす笑う。

　これまでレインが何度か呼び出しなど食くらっている場面を見ているからだ。

　……思い直す。

　やっぱり、エアは底意地が悪い。

　しかし、

（内容は気になるな……）

　無論、全学年が見ているということは、なにか全員に共通する通知であろうが、これまでのことがあるので多少は気になる。掲示は早いうちに見ておくのが一番だった。

　けれど、掲示板を取り囲む人混みの数は結構多い上に距きよ離りもある。

　遠目からでは何が書かれているか分からなかった。

　なので、

「また誰だれかに怒られるなら、付いていってあげましょうか？」

　レインをいじる内容が出来て楽しそうにしているエア──気を抜ぬいて割と隙すきだらけにしているその小こ柄がらな少女の足元に、レインはかがみこむと、

「今度はクレイスにひゃあ！」

「よいしょ」

　エアの股また下したに頭を入れて、そのまま持ち上げるようにして立ち上がった。

「な、な、……！」

　エアの体がレインに高く持ち上げられる。

　それは一いつ般ぱん的な姿勢であるところの「肩かた車ぐるま」だったが、

「見えるか？」

「なにがよ!?」

「なにがって……」

　掲示に決まってるだろ、とレインは人混みの奥を指さす。

　いくらエアが小柄であっても、こうして座高とレインの身長分が加われば、視力のいいエアならどんな種類の掲示かくらいはわかるはずだ。

　しかし、

「、あ…」

「？」

「あ、足……」

　エアは口籠もってなにが見えるかを口にはしなかった。

　別に掲示が見えないわけではないようだ。

　なんだろうと思って、レインがふと顔をあげると、

「……っ、」

　リンゴのような真っ赤な顔のエアがそこにはいた。

　目線も遠いまま固まっている。

　赤面して置物のようだった。

「おい、エア、どうし──」

　そしてレインが首を動かして、エアの股また座ぐらとレインの後こう頸けい部ぶが擦こすれた時、

「──っ！」

　ぎゅっとエアの脚あしが締しまった。
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「ぐお！」

「あ、あ、……」

　一呼吸。

「あほかあああああ！」

　ごいん！　とエアの拳こぶしが脳天に叩たたき込こまれた。

「は、はあ!?」

「もう、こんな、いきなり！　信じられない……！」

　暴れるエア。

　ぶんぶんと上半身を振ふり、レインの頭を両手でぼこぼこにし続けるが、手を離はなしたら落下するのでレインは落とさないようにさらに足を強く摑む。

「なんだ急に!?」

「急にじゃないでしょ！」

「なにが書いてあったんだ！」

「そうじゃない！」

　問題はこの姿勢！　と言った後、

「せい！」

　と、最後に気合を入れて、親の仇かたきのように生足をつかみ、ぐりぐりと首元を股座に押し付け続けるレインから抜け出したエアは、ひらりと着地すると、そのまま脱だつ兔とのごとく講義棟の方向へ走り去っていった。

　それは猫ねこが犬から逃にげるような明らかに逃とう走そう姿勢であったが、

「……掲示を見に行ってくれたのか？」

　そう思ってレインは、五分くらいその場で待ち続けた。

　当然、エアは帰ってこなかった。




　掲示されていたのは全体辞令だった。

　レインを含ふくめた三年生数十人と上級生多数が、これから五日後、繰くり返す戦火によって都市機能を失った『ラクター廃はい地区』に派兵されることを通知する内容だった。

















２、アスリーの戦い






　──いつも夢に見るのは同じ光景だ。

　灼しやく熱ねつの炎ほのお。

　閃せん光こうのように横切る無数の弾だん丸がん。

　降り注ぐ炎の弾丸が、見慣れた街並みを次々に焼き払はらっていく。最初に友達が出来た公園も、幼いころから何年も通った学校も、いつも買い物をしていた街並みも──。

　すべて赤に染まる。

　炎に飲まれていく。

　逃げていく人々は、巨きよ大だいな機き甲こう戦車──破は壊かいのままに跋ばつ扈こするエクセリアによって逃げ道を塞ふさがれ、死の運命に絶望しながら、欠片かけらの慈じ悲ひもなく次々と焼き払われていった。

　それは虐ぎやく殺さつだった。

　一いつ切さいの武力も抵てい抗こうする力もない市民が、一方的に殺されていく。それを仕し掛かけている西国の人間はまるで流れ作業のように逃げ惑まどう市民を焼き続ける。どれほど経たったか、次々に道みち端ばたに積まれていく焼死体は優に千体を超こえようとしていた。

　そして──、

（っ、──）

　最後に見たのは、

（やめて──）

　街に残してきた自分の両親だった。夫婦そろって魔ま導どう士しだった二人は、殺さつ戮りくを繰り返す敵国に対して、わずかながらでも反はん撃げきできる力と武器があった。家に使わぬまま置いていた鑑かん賞しよう用のライフルを引っ摑つかむと、合金製の戦車や敵兵へ向かっていった。

　けれど、

（──やめて！）

　何の前兆もなかった。

　流れ弾だまのように飛来してきた一発の弾丸魔法が、二人の眼前へ着弾すると、強きよう烈れつな爆ばく風ふうと真しん紅くの炎が燃え広がった。

　藁わらに火を付けたように二人の体は燃え上がった。

　悲鳴を上げる間もなく絶命した二人はわずか数十秒で黒い消し炭へと成り果てた。

　そして、その奥には、その弾丸を撃うち放った存在が立っていた。

　それは真っ赤な髪かみ色いろに、異様な「赤黒い眼め」をした、

（──っ！）

　赤色の少女だった。




　はっとして意識が戻もどった。

　汗あせが落ちる。

　いつの間にか座ったままうたた寝ねをして、夢を見ていたようだった。周りを見み渡わたしても、炎などあるはずがなく、平へい穏おんな光景があるだけだ。

　けれど心臓だけは──どくどくと早はや鐘がねのように打ち続けていた。

（本当に──）

　嫌いやな夢だ。どれだけ忘れようとしても、記憶から抜けきってくれない。こうしてふと眠ねむりに落ちた時、何の前まえ触ぶれもなく見たくない光景がリフレインする。

　赤色の夢。

　すべてを失った、あの日の光景。

　両親が燃え上がり、そして、鮮せん烈れつに記憶にこびりつく──赤色の少女。

「アスリー」

「！」

　びくっとする。

　ただ声をかけられただけだが、夢の余よ韻いんか、無む駄だに体をびくつかせることになった。

「な、なに！」

「なにって」

　びっくりしすぎだろ、と言って、

「もう少しで目的地につくから、そろそろ準備したほうがいいんじゃないか」

　そう声をかけてきたのは、見慣れた一人の少年──薄うすい色の黒髪に、士官学生としては平均的な体格で取り立てて特とく徴ちようはないが、その背にはライフルが構えられている。

　ここは運送車の中。

　派兵先へと向かう学生がまとめて乗せられている。

　数十人がすし詰づめになっているが、一応はパートナーで目の前に座るこの少年は、自分が居い眠ねむりをして、勝手にびくついて起きるまで、何も言わずに見ていたらしい。

「……」

　起こせよ、と思いながらも、

「レイン」

　少年の名を呼び、自分もライフルを構えなおす。

「とりあえず今日も怪け我がなく行こうね」




　ラクター廃地区。

　かつては鉄の産出と加工で栄えた産業都市であったが、鉱山を巡めぐった東西の戦線が激化した余波によって被ひ害がいを受ける機会が多くなり、多くの住民は安全を求めてこの街を捨てていった。すでに住民の九割以上が家や私財を捨て置き、都市として機能不全に陥おちいったこの場所は『廃地区』に指定され、軍の管かん轄かつ下に置かれている。

　そうなって五年の月日が流れた。

　手入れされない街並みは、風化の一いつ途とを辿たどっている。

　民家の多くは吹ふき曝さらしで外がい壁へきはひび割れ、地表や道路は隆りゆう起きしても補修されることなく放置されているため、通常車両で通過することも難しいゴーストタウンになっている。

　しかし、

「あ、また人がいた」

　出ていったのは住民の九割であり、すでに多くの影かげが消え去った。

　しかし、ほぼ全員が立ち去った棄き民みんの街──逆に言えば、

「ほんとにまだ住んでるんだ」

「まあ戦争の危険さえなければ、全然住める場所だからな」

「電気とかどうしてんだろ」

「残った配線でなんとかしてるって聞いたけど」

　この街に足を踏ふみ入れてから数キロ移動しているが、それなりに住民を見かけた。それも浮ふ浪ろう者しやのように身なりが悪いわけではなく、ある程度の生活レベルはある様だった。

　耳にした情報によれば、普ふ通つうに生活する分には水道さえ生きていればなんとかなるらしい。人並みの生活が出来れば、家を捨てる決断をしないのも理解出来た。

　けれど、ここは戦地のすぐ横だ。

　闘とう争そうの原因となった鉄鉱山。

　そこは現在、西国のハーバラントが三年前に制圧して以来、継けい続ぞくして鉄の採さい掘くつが行われている。存在自体が特とく殊しゆな「核かく銀ぎん」と違ちがって各地にある鉄鉱山だが、このラクター廃地区に隣りん接せつする鉱山は採掘量が他ほかと比ひ較かくして数倍はあるため、資源価値が非常に高いという。

　だからこそ、

「制圧戦、ね」

「ああ。奇き襲しゆうを兼かねた電撃戦だ。劣れつ勢せいに立っている東国が仕掛ける戦いになる」

　今回は受け身でない。

　攻せめる側だ。

　東国が仕掛ける戦い。

　奪うばわれた鉄鉱山を奪い返し、重要な資源拠きよ点てんを得るための戦い。

　レインたち学生兵も後衛であるが、その作戦の一部を担うことになる。

　そして、その主戦場となると予測されるのが、平場であるこのラクター廃地区だった。







　アスリー・マグメットにとって人生の岐き路ろにあるのは常に戦乱であり、それがもたらす凄せい惨さんな結末だった。両親ともに軍属であったことが影えい響きようし、戦火に巻き込まれる機会が多く、また、親族の多くも軍属であることにならって、殉じゆん職しよくも人死にも身近に在り続けた。

　その度たびに言いようのない苦しさに苛さいなまれてきた。

　何度心を抉えぐられるような思いをしてきただろう。

　知ち己きの人間が死ぬことは幾いく度どあれども、いまだ慣れることは決してない。絶望を抱いだいて死んでいった彼らがもう帰ってこないのだと思うと、その度に心と体に激しい痛みを伴ともなう。

　それでも──。

　それでも、戦いから逃げることはしなかった。

　むしろ逆だ。

　アスリー・マグメットの中に燃え続ける火──。

（そう──）

　自分の周りで幾人も死んだ。

　その度に痛感した。

　理り不ふ尽じんに晒さらされた時、運命を左右するのは善悪などではない。

　──弱ければ死ぬ。

　ただそれだけのことだと。

　そう気付いた時、力を持たぬままでいられぬ激しい焦しよう燥そうにかられた。

　そして、まだ十歳にも満たぬ、幼心に覚えたその感性はいまだ変わらない。

　変わらない──自分自身が戦力になり、大切な人間を守る一助になるという思いが弱まることはなかった。思いは続き、アレストラ教導院で軍属となる進路に迷いはなかった。

　けれど、その思いも、

（私は──）

　揺ゆれつつある。

　理由となる出来事があった。

　それは『数か月前に起こった一連の顚てん末まつ』。

　今でも繰くり返し夢に見る、灼熱が舞まい上がる光景のことだ。

　西国による市街地への侵しん略りやく──自身の生まれ故郷である鉄の街「レミノス」での戦いが齎もたらしたのは、自身が最も守るべきであった両親が犠ぎ牲せいとなるという結果だった。

　そして、アスリーはその時、目にすることになった。

　両親を殺し、街を焼き払はらった存在──。

（キルリリス……）

　異形な少女。

　赤色の存在。

　彼女は魔導士としてだけではない、もっと根本的な存在から異なるというのが明らかにわかる、あまりにかけ離はなれた存在だった。

　そして彼女によって全すべて奪われた。

　街も。

　平穏も。

　両親も。

　──恨うらんだ。

　その赤色の少女だけでない。

　アスリーが向ける憎にくしみの対象は──世界のすべてだった。

　けれど、その戦いから数日後、憎ぞう悪おと混乱の中で正気を失い、心が欠けていく中で参戦した戦いの中ちゆう途と、アスリーは数すう奇きな運命に巻き込まれることになる。

　それは、とある鉱山での戦い。

　西国と東国が衝しよう突とつした一つの局地戦で──偶ぐう然ぜん手にすることになった。

（これも、結局──）

　アスリーは周囲を見渡し、誰だれもいないことを確かく認にんすると、胸ポケットの奥底に隠かくしている一つの薬やつ莢きようを取り出した。弾だん頭とう部は存在せず、使用されてあとは捨てられるだけの薬莢であるが、その薬莢は通常と異なる要素を抱かかえていた。

　一つは「銀色」であること。

　銀ぎん箔ぱくを張ったように光るその薬莢は、他のそれとは明らかに異なるものだった。

　けれど、その薬莢の真の特殊性は、単なる色でなく、その側面に彫ほられている──

（私、──）

　一つの名前にあった。

　薬莢に刻まれた名前──それは、

（どうすれば──）




『kirlilith Lambert』──キルリリス・ランバート。

　両親と街を焼いた少女の本名がその銀色の弾丸には書かれていた。

　そしてこれは、自分がこの少女を撃うった時の──。




（──っ、考えるな、これ以上）

　しかし、アスリーは頭を振ふると、それ以上その弾丸について考えることを止やめた。

　自分がこの少女を殺した瞬しゆん間かんが──フラッシュバックする。

　赤色の光景。

　巻き上がる火か焰えん。

　自分の前に現れたすでに瀕ひん死しだった少女キルリリス。

　親の仇かたきを目にして、衝しよう動どうを抑おさえられず、殺意のまま弾丸を放った。

　人を撃ったのは──初めてだった。

（──忘れろ、今は）

　意識から強ごう引いんにその時の光景を振り払う。

　いや──振り払わねばならない。

　何な故ぜなら、すでに東国と西国の戦いは始まっている。

　今から三十分前、東国は鉱山周囲にある衛星基地を襲しゆう撃げきした。それから雪崩なだれ式に戦線は拡大し、すでに機き甲こう兵器はラクター廃はい地区に流れ込んできている。

　学生兵たちも、臨戦態勢でエクセリアに機上している。アスリーもエクセリアの操縦席に着いた状態で「銀の薬莢」について思案していたが、戦局次し第だいによっては後衛であっても出撃は十分にありうる。無論、それは不利な状じよう況きように傾かたむいた時だ。決して起こるべきではない事態だがここは戦場だ。なにが起こるか決して分からない。

　無関係のことに思考を割さくより、今は眼前のことだけに集中せねばならない。

　──そう思った時だった。

（あれ──？）

　アスリーは冷静にふと周囲を見み渡わたして気付いた。それは、今日の戦場こそ自分とパートナーではないが、大たい抵ていは自分とペアを組んでいる同級生の少年──

（レイン？）

　一応のパートナー。

　レイン・ランツの機体と姿が見つからなかった。学生隊の機体は整列しているわけでなく、周囲を観察できるよう円えん陣じんになっているが、どこにもレインの機体がないのだ。

　今日は自分がパートナーではない。

　転入生のエアと組んでいたはずだ。

　さっきまで二人が、同じ機体に乗っていたのは確認している。

　そして学生隊に今のところ「待機」以外の命令はないのだから、軍務中の今、この場から動いているはずがない。けれど、どこにもいない。

（……どこに）

　いったのだろうか。

　アスリーはもう一度、学生隊をしっかりと見て確認しようとした──。

　その時だった。

（──っ、）




　視界が大きく歪ゆがんだ。




（、この感覚──！）

　ぐらりと風景が曲がる。

　それは自分の意識や脳が異常を出したのではない──そのことは理解した。

　そして、

（まさか、また──）

　状況を把は握あくする時間などアスリーには与あたえられなかった。

　曲がっていく景色がばあっと視界を支配し、そして──




　世界が切り替かわった。







（、う──）

　妙みような感覚が、アスリーの中に数秒だけ流れた。

　そして視界の揺れが消え去り、ふと気付くと、

「え……？」

　さっきまでいた場所と変わっていた。




　アスリーの目の前にあるのは焼けた森林だった。




「な、……」

　一体何が起こったのか分からなかった。

　奇き妙みような感覚の後、アスリーの視界は一瞬で大きく変へん貌ぼうしていたからだ。

「ここは……」

　弾だん丸がん魔ま法ほうでえぐり取られた樹木が連綿と続いている。気温はかなり低い季節のはずなのに、火か炎えんが渦うず巻まくこの場所は蒸むすような熱気が充じゆう満まんしていた。

　ここは戦場──それも紛まぎれもない前線だった。

　さっきまでの後衛と全く違ちがう。

　機上しているエクセリアも先ほどまでと型が違った。そして場所や乗っている機体が変化したことも混乱を招く要因であったが、もっと大きく変わる事こと柄がらがあった。

　それは、

「アスリー」

　後ろからの声。

　アスリーは今回、いつもと違う相手とペアを組んでいた。ベアリスという理知的で大人しい同級生がさっきまで自分の後ろの席に座っていたはずだった。

　けれど、今、自分の後ろにいるのは、普ふ段だんから聞き慣れている──

「レイン……」

「えっと、上手うまく把握できてなくて悪い。確認で聞くんだが」

　黒くろ髪かみの少年。

　戦場で決して気を抜ぬくことなどしないはずの生き真ま面じ目めな彼は、

「ここはどこなんだ」

　自分がいる場所が何ど処こなのかを聞くという、普段では有り得ない質問をした。




　──その一時間前。

　ラクター廃地区での戦いが始まるというころ、東国は最後の準備に入っていた。

　用意された東国の戦力は小隊が五つ。

　四つはエクセリア五機を有する機甲部隊であり、残り一つは諜ちよう報ほうや狙そ撃げきなどを専門にする支し援えん部隊である。合計で二十機のエクセリアと、総勢二百名を超こえる戦せん闘とう員で以もつて西国の防衛線に侵しん入にゆうし、圧あつ倒とう的火力で制圧するというシンプルな作戦となる。

　無論、その人員に予備である学生兵は含ふくまれていない。招集がかかるのはあと一押しで勝てるという増援時か、作戦が失敗して撤てつ退たいが決まった時くらいだ。

　しかし、それらの事を理解した上で、

「今回のポイントは一つだけよ」

　大人しく待機するつもりなどない二人組がいた。学生用といえども機甲兵器であるエクセリアに搭とう乗じようし、前線を眺ながめているペア──レインとエアの二人だった。

「なんだそのポイントって」

「今回は相手にとって防衛戦ってこと」

　エアは鉱山の方を眺めて言う。

　鉱山は、ラクター廃地区から真北に位置するのでレインたちは北を見る形になる。

「いつもはこっちが守る側だけど、今回は真逆。そして攻こう撃げき側になると私たちの『悪魔の弾丸』は途と端たんに使いにくくなる。それを考えた側で動かないといけない」

　人の存在を消し、その功績を抹まつ消しようする「悪魔の弾丸」。

　戦いを仕し掛かけた人間を撃ち抜けば、その戦い自体がなくなり、功績を上げた将官を討うち取ればその人物が齎もたらした被ひ害がいも消え去る。これまで東国はほぼ攻せめ入られる側であり、レインはその弾丸を利用して、いくつもの不利な結果を消してきた。

　けれど、今回は違う。

　今までとは状況が違うのだ。

　今回は東国が攻撃側だ。

　つまり守る側である相手は──まだ何もしていない。

「戦いが始まれば、戦果を上げてくるのもいるだろうけど」

　エアは続ける。

「そもそも防衛戦である以上、西国はこれまで私たちが経験してきた戦場とはまるで違う戦い方をすることになる相手は積極的に攻撃することより、防衛線の維い持じに集中するし、戦略も系統的になるから、向こうは決まった戦いしかしてこないのよ」

　防衛戦は通常戦と違う。

　攻める必要がない。

　目的は勝つことでなく「負けないこと」だからだ。

　だからこそ、防衛時の戦略は、基本的にやることが決まっている。

　指揮官で差が出ない単調な動きになる。

　だから、様々な戦略が存在し、指揮官の能力が結果に大きく関かかわる攻撃時と違い、誰だれが行っても同じような戦い方になる防衛時では、仮に活かつ躍やくする敵将を消し去ったとしても、代わりとなって現れる人物も同様の戦い方になることが殆ほとんどなのだ。

　悪魔の弾だん丸がんは人間を消せる。

　しかし、それによる世界の修正は働く。

　優ゆう秀しゆうな指揮官を消せば、二番目に優秀な指揮官が現れることになる。だからこそ、あまりに不利な戦場は、悪魔の弾丸の力で以ても覆くつがえすことはできない。

　それらを踏ふまえた上で、

「戦い方を選びなさいよ、レイン」

　亡霊ゴースト──エアは言う。

　これから間もなく始まるラクター廃地区での戦い。

　負ければ東国の現状がさらに窮きゆう地ちに追い込まれる一戦を前にして、

「この状況で、どう戦うべきか、それはお前次第よ」

　レインへと選せん択たくと判断を預けた。

「……」

　エアはあくまで判断の主体はレインにあるという立場を変えない。共通した目的を持ち、求められれば手助けも助言も惜おしまないが、エア自身は一歩引いた立ち位置に終始する。

　その心情は想像で測るしかない。

　しかし、およそ間違っている予測でないだろう。

　エアはこれまで幾いく度どとなく亡霊として戦いに挑いどんできた──けれど、その度たびに彼女が求めた結末は一度として訪おとずれることはなかった。

　最善を尽つくせども。

　最良と思えることを選べども。

　エアのもとに最後に残るのは──常に悲劇だった。

　だから、たとえどれだけ正しい判断を下しても、彼女自ら動くことはない。

　それはレインが悪魔の弾丸を預けられた時から一度として変わっていない。

　エアの立ち位置は──あくまで観察者。

　故ゆえに、

「……今回は後衛に徹てつする」

「へえ？」

「確かに絶対に勝てるとは言えないが、客観的に見れば東国は相当有利な状じよう況きようにある」

　人を消せる強力な力。

　上手く使うことさえできれば、今回の戦闘は完勝できるかもしれない。

　けれど、そう安易に使える力でないことは、経験から痛感している。功績すら消し去る悪魔の弾丸が与える影えい響きようはあまりに複雑で、完かん璧ぺきに予測することは不可能だ。

　それこそ、マイナスに作用することもある。

　敵を消したことで、結果として不利になることすら十分にあり得る。

　それは先日、エクセリア強ごう奪だつを試みた亡霊デッドリムが消失した結果、東と西の第二世代エクセリア分布が大きく入れ替わったことからも証明されている。

　決して安易には使えない。

　それらを考こう慮りよした上で、

「しばらくは様子見だ」

　レインは言う。

「この戦いに当たって、悪魔の弾丸で消すべき西国の人間はいない。防衛戦の指揮官なんて幾いくらでも替えが利きくから、消したとしても大差ないからな」

「まあ最も避さけたいのは、下手なことして、今の有利な状じよう況きようが崩くずれることだものね」

「ああ。だから」

　──動かない。

　──少なくとも、今、この時は。

　レインがそう告げたところで、遠方から号ごう砲ほうが鳴り響ひびいた。

　東国の機き甲こう部隊が、敵と接せつ触しよくして戦闘が開始されたのだ。

　両国の主力部隊が正面から激げき突とつし、ラクター廃はい地区の辺へん縁えんで火炎が一気に渦巻く。

　そしてその光景をレインは後衛から眺めていた。

　宣言通り、学生兵として、大人しく趨すう勢せいを見守る。

　悪魔の弾丸があるといえど、その秘密はエアと二人だけのものであり、他ほかから見ればレインは一兵卒以下の学生でしかない。任されているのは後衛の待機だけだ。

　情報も定時的に流れてくる通信でしか与あたえられない。

　自ら動けないもどかしさが続く。

　けれど、動くときは戦況が不利に傾かたむいてからと決めた。

　レインは待機する。

　恐おそらくこの戦いは順当に東が勝つだろう──けれど、

（なにか──）

　なにか──良くない予感がする。

　それでも待ち続けることしか出来なかった。




　そして──五十分後。

「ふうん」

　五回目の定時連れん絡らく。

　無線から伝えられる伝令は、

『防衛戦における当方の被害は現在、零ゼロ機だ。学生隊は引き続き待機を』

　現在の戦況を伝えてくるその伝令を聞いて、操縦席に座りながら、

「この国もたまにはやるじゃない」

　エアは涼すずしい表情で反応を示す。

「エクセリア以外の兵器をうまく使った結果？　まあ、あまり興味ないけど」

「興味は持て」

「出番はなさそうね」

　戦闘開始から五十分後──〝東国の部隊が防衛一次戦線の内部へ侵入成功〟という伝令が伝えられた。防衛戦において、外がい郭かくの一次戦線が最も突破が難しい。

　しかし、その固い戦線を突破したということは、

「普ふ通つうに勝ったみたいね」

　奇き襲しゆうが成功したことを示していた。元より七割以上成功すると予測されていたので当然の結果かもしれないが、レインは胸を撫なでおろす。

　遠方から響く轟ごう雷らいも、時間を追うごとに減少している。

　敵の主力が減って、エクセリアの交戦自体が減っているためだろう。

　けれど、いまだ戦っている機体もいる。肉眼で捉とらえられない距きよ離りであり、障害物で遮さえぎられる部分も多いが、レインはライフルスコープを望遠鏡代わりに取り出した。

　射程圏けん外がいだ。

　狙そ撃げきはできない。

　しかし、限界まで絞しぼれば、戦っているエクセリアの観察くらいは可能だった。

　──気まぐれの行こう為いだった。

　戦せん闘とうの勝利が見えたから、何となく覗のぞいただけ。

　特に意味はなかった。

　けれど、レインはスコープで前線を俯ふ瞰かんした時、

「……あれは──」

「どうしたの？」

　エアから言葉がかけられる。

　けれど、

（まさか──いや、ありえない、なんで──！）

　意図せずその目で見ることになった。

　それは目の端はしに映った一つの影かげ──どの部隊にも属さず、単機でありながら、高速度で廃地区西方から前線へ加わろうとしている「黒色の機体」。

（──黒、）

　スコープ越ごしでも分かるほどの全長。

　巨きよ大だいさ。

　なにより通常の数十倍重い自重を抱かかえながら、それを全く意に介かいさない高速運動。

　直接見るのは初めてだ。

　加えて距離も数百メートルと離はなれているが、それでも──見み間ま違ちがいなど有り得なかった。

　先日、レインはそれについて幾度となく話を聞き、映像で確かく認にんしている。

　あの機体は──、

『尖せん刃じん型の特とく徴ちようは、とにかく「硬かたくて重い」ことです』

　──第二世代エクセリア。

　それは第一世代と遥はるかな隔かく絶ぜつを有する、

（尖刃型……っ！）

　進化した機甲戦車──第二世代エクセリア『尖刃型』が戦場に出現していた。




「エア！」

「ん？」

　荒あららげる声に緊きん急きゆう性を感じ取ったのだろう。

　気の抜ぬけた表情をエアは一変させ、

「なにかあったの」

「尖刃型が現れた」

「な！」

　レインは目にした光景を詳しよう細さいにエアに伝えた。

「尖刃型って、まさか」

「ああ。先日映像で見た、黒くて巨大なエクセリアだ」

　尖刃型──。

　硬さと強きよう靭じんさを主眼に置いた第二世代エクセリア。

　あの機体はたった一機で甚じん大だいな被ひ害がいを生み出すことを可能とする。

　──もし、あの映像通りの動きをこの戦いでされたら。

（まずい──）

　ぞくりと悪お寒かんが走る。しかし、対応を考察する間もなく、尖刃型は戦場に乱入すると同時、それまで東国が積み上げた優位な戦況を大きく変えることとなった。

　東国のそれまでの被害は零機。

　一機も欠かすことなく敵機を六機破は壊かいし、防衛線を突破した機甲部隊だったが、その精せい鋭えいたちへと尖刃型はためらうことなく接近すると同時、

（っ──、）

　一撃──。

　ただ一度の突進で、東国エクセリア二機を粉ふん砕さいした。接近に気付いた隊員たちは一いつ斉せいに弾だん丸がん魔ま法ほうを放ったが、頑がん強きようさを特徴とする尖刃型には意味をなさなかった。

　確かに弾丸魔法は命中している。

　しかし、当たるだけでは意味がない。

　強靭な装そう甲こうを有する尖刃型は弾丸魔法すら歯し牙がにもかけない。

　そして通常の機体と違い、操縦席も硬い装甲に覆おおわれている尖刃型は操縦者である人間への狙撃も不可能だ。破壊するならば、機体ごと撃うたねばならないのだ。

　そしてレインが動どう揺ようする間に、さらにもう一機が粉砕された。

　激しい爆ばく音おんが反はん響きようする。

　部品が散乱する。

　戦闘開始から一度として崩れなかった東国の有利が、わずか数十秒で奪うばい去られた。

「──エア！」

「ええ」

　すでに構えていたエアに声をかけると同時、レインたちは機体ごと後衛から抜け出した。いざという時、周囲の誰だれにも見られない位置にいたため、離り脱だつはすぐにできた。

　街路を走り抜ける。

　土ど壌じようさえも問題なく走り抜けるエクセリアの馬力は、補修された道ではさらに速度を速めることを可能とする。エアは隼はやぶさのようにラクター廃地区を横断していく。

　その間にレインとエアは二人、情報を整理しながら、

「いきなり出くわすなんてね」

「ああ」

　策を練る。

　勝利が見えた戦い。

　しかし、そこに突とつ如じよとして現れた『尖刃型』。恐らく鉱山の基地に置かれてはいたのだろうが、稼か働どうするまでに時間が掛かかり、この時分に参戦してきたのだろう。

（……、）

　間違いなく不運だ。あまりにイレギュラーな存在である第二世代エクセリアが参戦してくるなど予測しようがない。

『この機体は、通常のエクセリアの「五十倍」の重量があります』

　クレイスの言葉が思い出される。

　尖刃型は強い。

　比ひ肩けんすることなき硬さを備える。

　現状のままでは東国の前線部隊は壊かい滅めつに追いやられる。尖刃型の情報はまだ公おおやけにされていないため、前線にいる兵員たちは何が起こっているか理解できていないからだ。

　尖刃型について知っているのは、クレイスから話を聞いているレインとエアのみだ。

　しかし、あんな機体、どうすればいいのか──。

　考えながら、二人は尖刃型が跋ばつ扈こする戦場へ機体を走らせていくが、

『伝令を行う』

　その時、無線が響ひびく。

　それは司令部からの定期通信だった。

『現在、前線に加わった特とく殊しゆな機体が奇襲を仕掛けてきた。そして、その操縦者がこちらの部隊にコンタクトを取ってきているため伝令を行っておく。東国は相手からの交こう渉しようも要求も受けることはしない。全隊員、敵からの接せつ触しよくに応じることを禁じる』

（これは……）

　警告だ。

　交渉を試みてくる敵兵がいるが、それを受けるなという注意喚かん起き。

　そしてそれは本来、一兵卒にとってただ聞き流すだけの伝令であったが、

『内容だけ簡潔に伝えておく』

　レインたちには──。

『接触者の名はカイセイ──カイセイ・レイスマンと名乗る人物』

　まったく意味が異なる内容を含ふくむものだった。

『この将校からの通信を受けることを禁じる』







　カイセイ──。

　レインはぞくりと寒気立った。

　原因は前方に座るエアだった。

「──へえ」

　たった一つの言葉に、これ以上ないほどの怒ど気きが含まれていた。

　見下ろす彼女の背中には震ふるえ──激しい怒いかりからの震えが見て取れた。

　けれど当然といえることだろう。

　もし、カイセイという男がレインたちの思っている通りの男ならば……彼が亡霊という存在を牛ぎゆう耳じり、そして平和を求めたデッドリムを操あやっていたとしたら──。

　──許せることではないだろう。

「ふうん」

　エアは一呼吸置く。

「数すう奇きじゃない。奪われた第二世代エクセリアに加えて、私が探していた人物がこの戦場にいることも分かった。あの尖刃型を倒たおすことがカイセイに繫つながるなんて幸運を逃のがすわけがない」

「どうする」

「撃ち取るに決まっている」

「よし」

　そこは同意見だった。

　この戦場にはレインとエア以外に尖刃型に対応できる人材はいないだろう。けれど容易に近づくほど無む思し慮りよではなかった。ある程度の勝算がなければ接近できない。

　しかし──見るほどに対策は分からない。

　尖刃型はそれからも一方的な蹂じゆう躙りんを続けている。

　単純な突進のみで次々と撃げき破はし続けている。尖せん刃じん型の強みが「強靭さ」というあまりにシンプルであるがゆえに、攻こう略りやく法もないように思われた。

　けれど、機体操作に長たけたエアはある一つの違い和わ感に気付いた。

「……やっぱりおかしい」

「なにがだ」

「あまりに速すぎる」

「？　それは当然だろ」

「違う」

　──違和感。

　それは尖刃型の機体自体に感じ取ったものではなかった。

「あまりに周りが見えすぎているの。さっきからあの機体の動きをずっと見ているけど、まるで物を透すけてみる様に移動して戦せん闘とうを行っている。あんな森林の中で、絶対に視界はよくない筈はずなのに」

「ありえないことなのか」

「機体の性能がどれだけ良くても、視界だけはどうにもならないの。普ふ通つうなら味方の機体と連れん携けいして視界の穴を埋うめるけど、あの尖刃型はたった一機。あまりに死角が多いのにまるで集団戦みたいに広い視野で戦っている。普通だったら、ありえない」

　つまり、

「どこかに尖刃型と協力している部隊がいる」

　それがエアの得た結論だった。

　操縦者ではないレインだったら絶対に気付かなかったことだ。

　しかし──だとしても、その仲間は何ど処こにいるというのだ。

　戦場には間違いなくあの一機のみ。

　どこかに隠かくれられるほどエクセリアは小さくない。ラクター廃はい地区から鉱山の駆かけ上がりにかけて行われているあの戦場は開けていて遠方からも覗のぞける。

　だからレインには確信できる。

　現場にいる西国の機体は、絶対にあの尖刃型が一機だけだ。

　けれど、エアは間違いなく他者と連携してあの尖刃型は動いているという。

　ならば、尖刃型はどこから、どうやって情報を得ているのか──。

（──まさか）

　考えた時、レインは気付いた。

　はっとして見み渡わたす。

　ここはただの山林ではなく、棄き民みんの街『ラクター廃地区』である。

　住人は点在しているが、奇き襲しゆうは秘密裏りに行われたため、住民への避ひ難なん勧かん告こくは事前に行われてはいない。逃にげ遅おくれたものや、その場で戦闘が終わることを待っている住人たちも多くいる。無論、彼らなど気にせず軍人たちは機き甲こう戦を行っているため、流れ弾だまや爆風を受けて死んだ人間もいる。

　けれど、やはりそれでも逃げ出さない住人もまだ多い──。

（どこだ──）

　レインは見渡す。

　周囲には廃はい屋おくと化している住居や、教会や貯水施し設せつなどがあるが、

（どこなら──）

　予測を付け、思考しながら探さぐっていく。

　そして現在地から「西」へレインが視線を向けた時、

（見つけた──）

　──あった。

（あの場所なら──）

　レインは一つの確信を得ると、機体を操作するエアへ目的地の変へん更こうを告げた。




　高さ四十メートル。

　その「時計塔とう」は廃地区の中央に建築されていた。

　あとから知ったことだが、その時計塔は、この街が廃地区に指定される前、観光資源として街の中心部に建立されたものであると聞いた。

　様々な願いが込められたこの街の象しよう徴ちようであったのだろう。

　平和の祈いのりも籠こめられていたのかもしれない。

　しかし、レインは今、その時計塔の頂上で、

「動くな」

　平和と真逆の行動を取っていた。

「少しでも動けば容よう赦しやなく胸を撃うつ」

　ライフルを構えたレインはその銃じゆう口こうを定めていた。

　その先にいたのは、軍服を着た軍人ではない──生活着を着用した住人二人だった。その手に銃じゆう砲ほうを握にぎってなどいない。刃は物ものがあるわけでもない。

　けれど、その足元にはただの住民ではありえない機械類──無線機が置かれていた。

「高いところから指示する役がやっぱりいたか」

　時計塔の最上部四十メートル。

　地表よりはるかな場所にあるここからならば、

「尖刃型に戦せん況きようを伝えられる。たった一機で戦うあの機体に、ここから情報を与あたえていた」

　違ちがうか、と続けて、

「カイセイ・レイスマン」

「……ふうん」

　反応したのは、深くフードを被かぶった細身の男だった。汚よごれた身なりと荒あれた髪かみをしているが、その体つきはただ細いだけではない。

　無む駄だな肉のない、服の上からでも隠せぬほど洗練された軍人のものだった。

（二人……）

　時計塔にいたのは青年が二人だった。

　しかし、ただ二人の人間が立っていたわけではない。

　異様な状況でいた。

　フードで顔の見えない男の横に座り込んでいるもう一人は、腹部を血に染めて肩かたで息をしている瀕ひん死しの状態だったのだ。死にかけている上、しかもその顔をよく見てみれば、西国でそれなりに名を馳はせた武官であるイアン中ちゆう尉いだと分かった。

（なぜ、この男が──）

　覚えがある。

　死にかけているが、イアンは西の防衛戦を担当する上級将官だったはずだ。

　生活着を着させられ、瀕死で血相も悪いが、敵将の顔を見間違える筈がない。

　けれど、その将校の横では、

「ああ、これ」

　男か女かも分からないような声──。

　それは、フードを被った青年から発せられたもの。

「めんどうだから、一応連れてきておいたんだ。西の国でそれなりに上の人間みたいだし、いざという時の保険になると思って」

「……」

　訳が分からない。

　イアン中尉は、西国において司令官クラスの重じゆう鎮ちんだ。

　そんな人間を瀕死にして連れてくるなど、決して容易にはできる筈ないのに──。

「で、僕になんの用かな。別に観光でこの時計塔に登ってきたわけじゃないだろう」

　ただの声であっても、強きよう烈れつな威い圧あつ感があった。

　レインは怯ひるみそうになる。

　しかしその顔がん貌ぼうはフードの陰かげに隠れて見えず、感情を読むことさえ許さない。

　その青年は、

「って、ああ、もしかして、カイセイと聞いて僕に会いに来たのか──って、まあそうだよね。確かにあの『尖刃型』に命令を送ってたのは僕だけど、それだけだと、さっき僕の名前を呼んだ意味がないものね。君は確かに僕がここにいると確信してやってきたんだ」

　認めた。

　レインが呼んだ名を──自分の名前だと。

（こいつ──）

　こいつがそうなのか。

　カイセイ──亡ぼう霊れいデッドリムが残した一つの手がかり。

　それはカイセイという男の名前であり、エアを含ふくむ、亡霊という歪いびつな存在と、百年続く東西の戦争を生み出した元げん凶きようであるかもしれないということ。

　いきなり訪おとずれた邂かい逅こう。

　そして、レインは、この絶好の機会をみすみす逃すつもりなど毛頭なかった。

　──ここで仕留める。

　決着をつけねばならない。

　レインは構えていたライフルから弾だん丸がんを放つ最終判断を下した。

　けれど、その時だった。

（──っ）

　カイセイはその場でがくんと力を抜ぬいて、倒たおれこむように身をかがめた。

　倒れた──そう思わせる動作だった。

　しかし違った。

　カイセイは倒れる姿勢そのままに、背中に担かついでいたライフルを手早く引き抜いたのだ。

（まずい──っ）

　倒れこんだのは、早撃ちのためのフェイク動作だった。

　そして、同時にカイセイから発せられた「殺意」を感じ取ったレインは、

（──くそ！）

　理想はこの男を生け捕どりにすることだった。

　しかし抵てい抗こうを許してしまった。

　──撃つしかない。

　この男から得るべき情報は山のようにある。もし亡霊に関かかわっているのならば──亡霊を生む目的は一体何であるのか──大戦の度たびに生まれることに何の意味があるのか。

　なぜ──亡霊は生まれるのか。

　その情報を全すべて得ることができただろう。

　しかし、ここでこの男を撃てば、それらの秘密は永久に失われてしまう。いや、それどころか、もし本当にカイセイが亡霊を生み出している存在だとしたら、この男を悪あく魔まの弾丸で消してしまったらどうなるのか。

　この男を『悪魔の弾丸』で撃ち抜いてしまったとしたら、

（生み出された亡霊が──）

　それは当然の帰結。

（──エアが消えるかもしれない）

　その考えに至った時、レインはわずかに引ひき鉄がねを引くのを躊躇ためらっていた。

　ぐっと止めてしまった。

　しかし、

「──撃って」

　その躊躇いを阻はばむように、

「撃ってレイン！」

　エアの言葉が迷いを消す。

　その叫さけびは、エアが全ての結果を受け入れた上での命令だった。

　エアは──既すでに覚かく悟ごしていた。

（──エア、お前）

　カイセイを悪魔の弾丸で撃ち抜けばどうなるか。

　自身の存在が消える可能性も含めて、それでもいざという時どう動くべきなのか。

　カイセイに接せつ触しよくすると決めた時、迷わないように──エアは全て決めてきたのだ。

　レインはその覚悟を受け取る。

　自分が消える可能性などすべて含めて、それでもカイセイを消すことをここに来るずっと前からエアが選んでいたのならば、レインがそれを否定する筈はずなどなかった。

（カイセイ──！）

　そして、レインは銃砲を撃ち放った。

　籠められているのは『銀色の弾丸』。

　その存在と痕こん跡せきを全て奪うばい去る魔法の弾丸がカイセイへと向かっていく。

　距きよ離りは十メートルとない。

　どんな行動を取ろうとも回避は不可能だ。

　顔を見ることも叶かなわなかったカイセイという男──その男の存在はここで消える。

　そうある筈だった。

　しかし、

「じゃあね」

　次の瞬しゆん間かん、血をばら撒まいたのは、

「なっ」

　もう一人の西兵──イアン中尉だった。

　放たれた銀の弾丸は、座していたイアン中尉の頭部正中を撃ち貫つらぬいていた。

「馬ば鹿かな！」

　ありえない。

　撃ち損じるはずがない

　レインが放った弾丸は真っすぐカイセイに向かっていった。

　誤射などあり得ない距離だった。
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　ずれる筈がない。

　自分は今、確実にカイセイという男を撃ったはずだ。

　しかし、銀色の弾丸が命中したのは、横にいたイアン中尉だった。

「──あっは」

　カイセイの嘲ちよう笑しよう。

　それはこの現象がすべて、彼の思おも惑わく通りであることを表していた。

　そして対象が誰だれであろうと『銀の弾丸』の効果は発動する。

　切り替かわる。

　それは、悪魔の弾丸が齎もたらすこと。

（しまった──）

「じゃあね、レイン・ランツ」

　その一言を最後に──世界は切り替わった。




　──切り替わった先、

「う……」

　いつもの感覚。

　思考が混ざるようなその酩めい酊ていは間ま違ちがいない。

『再編成リプログラム』が働いた。

　レインの前にあるのは時計塔とうでの光景でなく、火か炎えん巻き上がる戦場だった。

　そう気付いた瞬間こそ、レインは一気に緊きん張ちようを走らせた。いきなり戦場に降り立ったのならば敵国からの攻こう撃げきを受けるかもしれないという考えが過よぎったからだ。

　しかしよく見ればその必要がないことを知った。

　確かに樹き々ぎは燃えているし、戦場であることには間違いなかった。

　けれど目にする機体はどれも東国のものであり、低速で下山するように動いていたのだ。

　そして備え付けの無線が状じよう況きようを決定的に伝える。




『では第三隊から残りは各自編隊に戻もどれ。伏ふく兵へいがいる可能性は否定できないから、いくら勝ったからといって気は抜くなよ』




　無線が告げた事実。

　それは切り替わった先では『勝利した戦場』になっていることだった。

　切り替わった世界で、東国は大きな問題を起こすことなく勝利を挙げていた。

（なにが──）

　なにが起こったのだろうか。

　切り替わる直前の席では、この戦いは乱入した尖せん刃じん型によって戦況は悪化していた。

　しかしこの世界では問題なく、当初の予定通り勝利を挙げたという。

（……とにかく）

　情報を得なければ考えることもできない。

　ふと目線を前に向けると、この世界で同乗していたのはアスリーの様だった。

　この辺りも細かく変わっているようだ。

「アスリー」

　レインは声を掛かける。

「すまない。ここは戦場の何ど処こだ」

　やや不自然な質問だろうが、正確な情報を早く得るために誤ご魔ま化かさず聞いた。

　しかし、その問いかけに、

（……？）

　アスリーは答えなかった。

　聞こえていないはずがない。けれど、彼女は何も答えない。

　よく見れば、頭を押さえてふらふらとしているようだった。

　どうしたんだ。

　場所を聞いているだけなのに。

「あ、ごめん、ちょっと」

　間をおいて、

「──頭がね、痛くて」

「頭って、どうした。戦せん闘とうで負傷したか」

「いや、えっと、さっき、ちょっとだけ頭を打って、はは……」

　周りを見み渡わたすアスリー。

　どうやら彼女もここが何処か分かっていないようだった。

　しかし、なぜアスリーは自分のいる場所すら把は握あくしていないのか。レイン自身がしている質問なので強くは言えなかったが、レインはあくまで砲ほう撃げき専門の役割だ。

　場所が分からなくなることは平時でもよくある。

　しかし、常に地形を把握せねばならぬ操者ハンドラーのアスリーが分からない筈がないのだ。

（……？）

　それは明確な違い和わ感だったが、レインはそれを流してしまった。

　それ以外に考えるべきことがあったからだ。

（カイセイ──）

　考えるべきこと。

　それは切り替わってしまった世界を仕組んだだろう、一人の男の存在だ。

　あの男が、果たして何を何処まで知っていたのか？

　カイセイは、なんの目的で──あの場に現れたのか。

　それを考えるうちに、アスリーに覚えていた違和感をレインは忘れてしまっていた。








３、エアとアスリーは浴場で






「ふー」

　深夜の二時。

　夜間で哨しよう戒かいしている人間以外は寝ね静しずまる中で、アスリーは風ふ呂ろ場ばにいた。

（さすがに誰もいないか……）

　日中の奇き襲しゆう戦は勝利に終わった。

　予備兵である学生兵は事後処理の業務に参加することはないので、さっさと引き上げることとなり、近くの街にある衛星基地で身を休めることになった。

　夜間に到とう着ちやくしたため、全員すぐにベッドで寝入った。

　けれど、横になっても寝られなかったため、アスリーは一人基地併へい設せつの風呂にやってきた。すでに火は切られているが、ぬるい温度で浸つかる程度ならば問題ない。

　女性隊員用なので、それなりに清せい掃そうも行き届いている綺き麗れいな浴よく槽そうだった。

「……」

　服を脱ぬいで自分の体をふと見下ろすと、泥どろや煤すすが思うより全身に付いていることに気付いた。男たちは気にせずに寝ているが、やはり汚よごれが付いたままでは気味が悪い。湯船から湯を汲くみ上げて洗い落とし、髪かみを後ろに縛しばり上げた。

　汚れた体を丁てい寧ねいに洗っていく。

　その後、ぬるい湯に身を入れた。

「……ふう」

　息が漏もれる。張りつめていた緊張が湯に溶とけていくようだった。

　湯船などいつぶりだろうか。

　基本的にシャワーしかない施し設せつばかりで衛星基地には湯船など滅めつ多たにない。

　身体の力を抜ぬくと、張りつめていた緊張も抜けていく。

　しかし、ぼうっと浸かりながら気を抜いていると、

（……、）

　考えたくないことにまで意識がいく。どうしても考えてしまう。

（今日は──）

　無事に戦いに勝つことができた。

　誰も死ぬことなく、目的を達成して帰ることができた。

　それは誰もが望むことで、勿もち論ろん自分にとっても嬉うれしいことのはずなのに、

（違ちがう──）

　アスリーは知っている。

　それは、今回の勝利は東国が順当に手にしたものではないということだった。

（本当の世界は──）

　今日自分が体験した現象──それが本当の事なのかは分からない。

　もしかしたら夢を見ていたのかもしれないし、戦場という環かん境きように身を置き続けたせいで自分の精神が壊こわれた末に見た幻げん覚かくなのかもしれない。

　そう考えた方がずっと現実的だ。

　それくらいに、アスリーが経験したことは突とつ飛ぴもない事だった。

　けれど──それでも。

　もしも、という言葉を使っていいのならば、

（私がいるこの世界は……）

　本当ではない。

　いや、本当の世界であることは間違いないが──

（違うんだ、私がいた本当の世界から──）

　あまりに現実離ばなれした考えなのは分かっている。けれど、普ふ通つうなら一笑に付すその仮定も、これまで自分の身に起こったことから考えると現実として受け止めるしかない。

　今日起こった『頭痛』。

　それは、何も今に始まったことではない。

　数か月前──。

　数か月前から、同じようなことが幾いく度どとなく繰くり返されている。

　それは視界の切り替かわり──。

　頭が痛くなり、視界が暗転すると同時に「世界が変わる」ということが何度もあった。

「……」

　最初がいつかははっきり覚えている。

『あの日』──。

　あの日だ。

　自分が初めて人を撃うったあの日──キルリリスという少女を撃ち抜いたあの時だ。

　自分が撃ち放った弾だん丸がんがキルリリスの心臓を撃ち抜いた時、さあっと視界は暗くなり、

（、あの時が、最初）

　世界は切り替わった。

　燃え盛さかる森林の中にいたはずなのに、気付いたその時、アスリーは宿舎の食堂でのんびり食事を取っていたのだ。

　そして後になって調べて知った。




　自分が撃ったキルリリスという少女が、西国には存在しないという事を。




（……）

　私が見たのは夢かもしれない。

　そう思えども、手の中にはキルリリスの名が刻まれた薬やつ莢きようがあった。

　親の仇かたきといえど、自分が人を殺したという証しよう拠こ──白昼夢など思える筈はずがなかった。

　現実だ。

　自分の身に起こったあの現象は。

（それに──）

　それに──一回ではない。

　あの日……キルリリスを撃ち抜いた数か月前のあの日から「世界の切り替わり」が何度も起こり始めた。家で休んでいる時にも、学校の補習中にも、街に出かけている時にも、ぐらりと世界が揺ゆれたかと思うと周囲に大きな変化が生まれていた。

　無論、何が変わったのか分からない時もあった。

　というより、その時の方が多かった。

　だから、何も変わってない時が多いのだから、そんな筈はないと考えた時があった。

　けれど──もう誤魔化せない。

　無視できない。

　今日の出来事で確信した。

（レイン──）

　パートナーである少年。

　オルトメニアの一学生兵に過ぎないはずの彼にも、

（一いつ緒しよのことが起きてる……間ま違ちがいない）

　同じ現象が発生している……その推測をようやく受け入れることが出来た。

　今日起こった世界の切り替わりの時、レインは自分に「ここがどこか」という質問をしてきた。これまでいくつか同じような質問をされたことがあるが、今日の出来事でようやく確信に至る。戦場で現在地が何ど処こか、そう何度も普通は忘れようがない。

　レインも、自分と同じように「いきなり」あの場所に身を移していた。

　だからこそ、場所が分からなかったのだ。

　そして、その現象は恐おそらく、

（あの子にも……）

　銀色の少女エアにも起こっている可能性がある。

　それは特に証拠や確証があるわけではない。あくまで直感によるものだが、数か月前に転入してきて以来、あのエアという子はレインと一緒に行動し始めた。

　関係はよく分からない。

　が、自分は察しが悪い方ではない。




　あの二人は、なにか秘密を共有している。

　それも決して他人に知られてはならない大きな秘密を二人で隠かくしている。

　そう考えるのが普通だろう。




（エア、か……）

　いろいろと謎なぞが多い銀色の少女の名前と姿を思い浮うかべながら、アスリーは手のひらで湯を掬すくってばしゃばしゃと顔を洗う。余計な思考をリセットするように。

　しかし、その時だった。

　カチャンと風呂場の扉とびらが開く音がした。

　一つの人ひと影かげが中に入ってきたのだ。

　誰だれも来ないから深夜を選んできたのだが、全く同じことを考えた子がいたようだった。

　というか、

「げっ」

　思わず声を上げてしまった。

　入ってきたのは、たったいま思し索さくを巡めぐらせていた相手のエアだったからだ。

　そしてエアも先客がいたことに入ってから気付いたようで、

「──っと」

　二の足を踏ふむ。

　さすがにこの時間に誰かいるとは思ってなかったようだ。

「お前、なんで」

「いや普通に入ってただけだけど……」

「……」

　迷った顔をするエア。引き返すか悩なやんでいるのだろう。

　しかし、深夜まで待って風呂に入る準備をしてきた上に、日中の戦せん闘とうで付いた体の汚れや汗あせを流したいという欲よつ求きゆうは、エアも女子として抑おさえきれないようで、

「……」

　無言のまま、手て桶おけで湯船の湯を掬ってエアは体を洗い始めた。

　ばしゃばしゃと体の汚れを軽く洗い流していく。

　その後、エアは湯船に入ったが、アスリーから遠い位置に座った。

　そして顔をぐぐっと横に向ける。

　分かりやすくそっぽを向く形だった。

（露ろ骨こつだなあ……）

「話しかけるな」という心の声が聞こえてくるようだった。

　けれどそれだけ距きよ離りを取ろうとしても、ここの湯船はそんなに広くはない。

　対角線上に座っても二メートルも離はなれていない。

　なので、

（……前から思ってたけど）

　その姿はよく見ることができた。

　アスリーは横目で湯船に座る少女をじっと見る。

　そして思った。

（──きれい）

　アスリーは横目で少女を眺ながめながら、改めて思い直していた。

　銀色の少女は──やはり美しい。普ふ段だんから身ぎれいにしているが、湯を浴びて多少艶つややかさが増すとより一層際きわ立だっていた。髪かみをくくり上げ、少し汗ばみながら素す肌はだを晒さらしているという雰ふん囲い気きに、同性の自分も少しドキドキするくらい綺き麗れいだった。

　そう──綺麗だ。

　この銀色の少女は。




　この少女が現れてから──レインは自分から離れていった。




「ねえエア」

　声をかけてみる。

　普通ならば不ふ干かん渉しようでいただろうが、今回は少し話を持ち掛かけてみる気になった。

　しかし、

「……」

「いや聞こえてるでしょ、エアったら」

　エアは視線すら向けない。

　無視すると決めたらしい。

　つんとそっぽを向いたままだ。

「……」

　さすがにイラっとする。

　なにも無視することはないじゃんと思ってアスリーは座ったままエアの元に近づいていった。しかし、アスリーが手の届く位置まで身を寄せても、

「……」

　エアはこちらに視線を向けようとすらしない。

　石像のように動かない。

　なので、

「せい」

　胸を揉もんでみた。

「ひあ！」

　かわいい声が出た。

「ってなにすんだー！」

「ぶお！」

　ばしゃりと湯を顔にかけられ反はん撃げきを受ける。

　結構な勢いだった。

「なに！　なんで私は胸を揉まれたの!?」

「いや、無視するんだもの……。これはおっぱいくらい揉まないと……」

「どんな理論よ！」

「お話くらいしようよ」

「……嫌いや」

　胸むな元もとを押さえながら後退するエア。

　思いっきり警けい戒かいされてしまったが、

「いやさエア。ここで出くわしたのも縁えんだと思うくらいの余よ裕ゆうは見せてほしいな。私たちって互たがいに顔は知ってるけど、直接話したことはあんまりないでしょ」

「話す必要がないから」

「私はあるけど」

「そんなの知ったことじゃない」

　ふん、と鼻であしらって。
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　再び無言になって無視を始めるエア。

　徹てつ底てい的にこちらをいないものにしようとしていたので、

「へえ、そんなこと言うなら」

　アスリーが再度手を上げると、

「っ！」

　びくっとしてエアは体をよじる。

　また揉まれるとでも思ったのか、両手で胸元を堅かたくガードする。その小動物のような様子を見て、本当は二回目をする気はなかったアスリーも、

（……もう一回くらい揉んどくか）

　こういう時は繰くり返した方が面おも白しろいかと思ったので手を伸のばそうとするが、その時ふと手を止めることになった。それは、エアの体を改めて注視したからだ。

　エアはその身体にバスタオルを巻いていた。

　湯船に浸つかる時、普通タオルは外すものだが、エアはそのまま入浴しており、アスリーはバスタオル越ごしに胸を揉むことになったが、それによって、

（……、）

　エアのバスタオルがずれて、彼女の胸元の一部が露あらわになった。

　そして目にすることになった。




　エアの胸元には──古い傷がたくさん刻まれていた。




（っ、）

　銃じゆう創そうや切創、細かなものを入れれば四し肢しにあるかもしれないくらい、その少女の体は傷だらけだった。彼女がなぜ、タオルを巻いたまま湯船にいたのか。

　少し考えればわかりそうなものだったが、思い至らなかった。

（ふうん……）

　それなりに険しい道のりを歩んできたことは理解した。

　しかしここで謝ることも間ま違ちがいだと思い、謝罪は口にしなかった。

　謝るのは違う──エアにとっての最良は、ここで自分が謝ることでなく、見なかったふりをすることだ。それに軍人の中にはこれ以上の傷を負っているものも決して少なくない。

　この程度のことは──悲劇にすらならないことだ。だから、

「えっと」

　話を変えることにした。

　エアに向き直って、アスリーは改めて彼女が興味を抱いだくような話題を思索する。

　しかし──何から言えばいいのか。

「胸、意外と大きいね？」

「ぶっ飛ばす」

　間違えた。

　エアが立ちあがって構えてくる。

「うわ！　待って！　ええと──」

　殺気を放つエアを牽けん制せいして、思考をフル回転させる。

　しかし──冗じよう談だんめかして言ったが、聞きたいことや話したいことが前からあるという事は偽いつわるところのないアスリーの本音だ。特にこれまでに起こった不思議な現象に関かかわることは、これ以上抱かかえ続けることはできない。

　けれど──聞いたところで、この少女が素直に答える保証がどこにある？

　彼女がすべてを話すと。

　自分に真実を話してくれると、何な故ぜ調子よく考えられることができるのか。

　──無理だ。

　たとえ自分の考えが正しかったところで、この少女が素直に答える筈はずがない。

　本当のことなど決して言わないだろう。

　それくらいのことはわかる。

　彼女が抱えているのは深く淀んだ暗くら闇やみであり、他人が自分の中に入ることを決して許さない。信しん頼らいしている人間など本質的には一人としていないからこそ、彼女は小さな体でも凜り々りしく見えるのだろうし、身に収まらぬ強さを周囲に感じさせるのだ。

　彼女は誰だれも近づけない。

　ただ一人──レインという存在を除いて。

（………）

　ここ数か月、幾いく度ども見てきた。

　この銀色の少女は学校生活において上手うまく擬ぎ態たいしている。常に薄うすっぺらい笑え顔がおを張りつけて振ふる舞まうその裏で、作られた仮面に騙だまされる人間を彼女は何とも思っていない。

　クラスメイトだとも思っていない。

　人と接することをただの「義務」と考えている。

　そういう人間だ。

　良好な人間関係を作ることの重要性を理解しているため決して手を抜ぬかないが、しかし本質として他人を信頼してはいない。決して踏ふみ込まず、踏み込ませはしない。

　けれどレインと接する時は違う。

　彼女の態度は大きく変わる。

　それはエア自身、決して自覚してないことだろうし、その辺のことが非常に鈍にぶいレインも絶対に気付いてないだろうが、端はたから見ていれば大きく違うことは明らかだ。

　まず、エアは笑顔を消す。

　いつも見せているわざとらしい仮面をレインの前ではさっさと外す。

　そして不ふ機き嫌げんそうにしていて、退たい屈くつそうにしているのに──決してその傍そばを離はなれることなく、気付けば誰よりもずっと長い時間をレインと一いつ緒しよに過ごしている。

　特にはしゃいだりもしていない。

　淡たん々たんと過ごしているだけだ。

　二人の会話はいつも聞こえないくらい小さいし、笑い声が飛び交かうこともない。時折、エアが小こ馬ば鹿かにするような笑顔で、レインに嫌がらせをしているのを見るくらいだ。

　それでも──楽しそうに。

　この銀色の少女はいつもレインと一緒にいる。

　そんな様子を、アスリーは横で見てきた。

（………、）

　何を聞くべきかという考えを捨てて、何を聞きたいかに変えることにした。

「エアはどこの出身なの？」

「……」

「ちなみに答えるまで何度も聞くから」

「……東国の中でもさらに東の方よ」

　諦あきらめたらしく、渋しぶ々しぶとエアは答えた。

「東のリンベルという小さな町。特に何があるわけじゃない、本当にただの町よ」

　聞いたことのない町だった。

　しかし重要なのは答えた内容でなく、エアが答えたこと自体だ。エアは自分に興味を抱いていない。質問など無視に終始すると思えたが、答えてくれたこと自体に安あん堵どする。

「でも、小さな町と言っても」

　アスリーは話を続けた。

「士官学校に来たってことは、普通とは別に専属で勉強してきたんだよね。田舎いなかの方だったら大変だったでしょ。中央に近い私でも進学は大変だったし」

「そうでもない。実力さえあれば、どこにいても芽は出せる」

　アスリーはエアについて知っていることはあまりない。

　あまりに時期外れの時に現れた上に、世俗離れした雰ふん囲い気きだから予測できなかったが、しかし人間である以上、この少女も湧わいて出てきたわけではないのは確かだ。

　だから少しでも知ろうとした。

　この少女は何者なのか。

（──よし）

　それからアスリーは幾いくつかの質問をエアに投げかけた。

　なにをこれまで勉強してきたのか、故郷はどうしたのか、家族はどうしたのか──その全すべてにエアはすらすらと回答をした。詰つまることもなく、考えることもしてなかった。

　自身に関する事だ。

　聞かれれば淀よどみなく答えるのは当然だろう。

　けれどこの少女だと──すでに準備していた「噓うそ」と思えてしまうのは何故だろうか。

（……）

　遠まわしはだめだ。

　何か出自を辿たどることから彼女を探さぐることはできない。

　エアは聡さとい人間だ。

　たとえ噓であっても全く怪あやしまれない経歴を何パターンも用意しているだろう。

　だから──探りなどせず。




　聞くべきは核かく心しんに迫せまることだ。




（エア、あなたは──）

　言葉にしようとした時、真っ先に脳のう裏りを過よぎったのは『銀色の弾だん丸がん』のことだった。

　自分が撃うち抜いたキルリリスの名が刻まれた薬やつ莢きよう──そこから連なる不可思議な事象について彼女に聞かなければならない。無論、エアが関わっている証しよう拠こもなければ確信もない。確率で考えれば三割もない当てずっぽうに近い上に、たとえ当たっていてもエアはのらりくらりと追つい及きゆうを躱かわすだろう。しかし、これ以上聞かずに放置はできない。

　アスリーは熟じゆく慮りよの末にその銀色の弾丸について聞こうとした。

　しかしその時だった。

「ふう」

　エアは自分の視線を断たつように立ち上がると、

「じゃあね」

　ささっと湯船から身を引いた。

　しかし、その立ち去ろうとする彼女にアスリーは追いすがる様に、

「ま、待って──」

　同じく立ち上がる。

　そして追いかけるまま、引き留めるようにエアの肩かた口ぐちに手を掛かけた──その瞬しゆん間かんだった。




　ばしゃん！　とアスリーは湯面に背中から叩たたきつけられていた。




「痛いった！」

　視界がひっくり返る。

　気付けばアスリーは天てん井じようを見上げていた。

「う、……！」

「触さわらないで」

　何をされたのか理解できなかった。投げられた、というのを理解したのは、ひっくり返って背中に鈍どん痛つうを感じ、体を起こしてからようやくだった。

「ぐ、う……！」

　痛い。

　苦しい。

　水面だったのに地面に叩きつけられたように息が詰まった。もし硬かたい石面や地面であれば、叩きつけられた衝しよう撃げきで腰こし骨ぼねや手足の何ど処こかは確実に折れていただろう。

　それくらい本気の攻こう撃げきだった。

「は、は、っう」

　息が吸えないほどに苦しく、声がうまく出ない。

　湯船に手足を突きながら、酸欠した時のように息が吸えずに喘あえぐしかない。

「強めに投げたから」

　振ふり返ることもせず、銀の少女は、

「多少は苦しいでしょうが、あと一分もすれば収まるでしょ。大人しくしてなさい」

　湯船から立ち去っていく。

　それは明らかな拒きよ絶ぜつで、何者も寄せつけない雰囲気を放っているが、

「あな、たは……」

　息が苦しく。

　思考がぼんやりして、声に出ていたのはさっき決めた内容と異なるものだったが、

「あなたは、……レインと」

「……レイン？」

　僅わずかに反応したエア。二人の間で共通する人物──レインという少年の名を出したからだろうか。立ち止まって振り返った彼女の表情は僅かに怪け訝げんなものだった。

　この状じよう況きようでレインの名が出てくるとは思わなかったのだろう。しかしアスリーにとってこの話題だけは後回しに出来ない。この場でエアに問うと何度も決めていた。

　だから、

「そう。レイン──エア、あなたは」

　言葉にする。

「──レインと何をしているの」




　アスリーからの問いは至極単純だった。

　エアとレインは二人で与くみして何をしているのか。

　何を隠かくしているのか。

　それはアスリーにとってこの数か月間ため込み続けた疑問であり、この場で最も優先すべき問いだった。正直に言ってしまえば、アスリーは正確な情報を殆ほとんど得られていない。これまで起こった事象、状況から事態を推測するしか出来ないでいる。

　銀色の弾丸──。

　それがただの魔ま術じゆつでなく、特別な力を持っているアイテムであることは分かる。

　しかし、それが何を起こしているのか、そもそもレインがその弾丸のことを知っているのかも確証は持てない。だからこそブラフとして「レインと何をしている」と聞いた。

　もし無関係であるなら彼女は「なに？」と首を傾かしげただろう。

　そこに噓はつかないはずだ。

　そして、彼女に何か思い当たるところがあった場合、何がしかの反応を示すはず──。

　果たして、

「……、なにを」

　その問いは、その場の状況を明確に変えた。

　アスリーからの唐とう突とつな問いかけにエアは分かりやすく反応した。

　これまでずっと涼すずしい顔をしていたエアは、

「あなた、どこまで──」

　初めて表情をゆがめた。

　無表情が崩くずれたのだ。

　いや──それどころではない。

　アスリーは気付いた。

　それはエアがわずかに身をかがめ、右みぎ腕うでを「腰こしの後ろ」に回した時、

（な──）




　向けられたのはぞっとするほど冷たい『殺意』だった。




（この、子──！）

　エアのその動作はあくまで反射的なものだったろう。

　魔導士が危機を感じた時に咄とつ嗟さに出る癖くせ──拳けん銃じゆうを抜ぬき取ろうとする動作だ。しかしこの浴室で銃など持っているはずもなく、エアは腰こし元もとに回しかけた手を戻もどした。

　それは、一秒にも満たぬほんの僅かな挙動。

　普ふ通つうなら見み逃のがすほどに細かい動きだった。

　しかし、

（今……私を殺そうとした？）

　アスリーは見逃すことなくしっかり見ていた。

　レインと何をしているのか聞くと、エアは銃を抜こうとした。

　風ふ呂ろ場ばであることを思い出してさっと手を引いたものの、学生でありながら数多あまたの戦場に踏ふみ入っているアスリーは、彼女が発したほんの僅かな殺気も逃のがさなかった。

　自分を──殺そうとした。

　銃があれば、エアは自分を撃とうとした。

　レインと何をしているか聞いただけで──秘密を守るために。

「……、」

「……アスリー、あなた、どこまで」

　視線だけが交わる瞬間が続く。

　互たがいに丸腰で決定打を持たない。それは双そう方ほう理解する。

　けれど、エアは巧こう妙みように隠しているが一度表出した殺意は隠せるものではない。それは本来隠すべきだった殺意を表出してしまった、エアにとって大きなミスであった。

　そして、そのエアの一瞬のミスからアスリーは、

（やっぱり──）

　確信に至った。

（やっぱり、そうだ、この子は、レインと──！）

　重大な秘密を握にぎっている。それは相手が味方であれ、知られてしまえば容よう赦しやなく打ち殺すことを選せん択たくするほどに守らねばならない秘密があることを意味していた。

　それから──数十秒と睨にらみ合いの時間が流れるが、

「……」

「……」

　エアとアスリーの硬こう直ちよくは続く。

　ここまで来て穏おん便びんに浴室を抜けるなど二人にとって有り得なかった。アスリーにとっては、このままエアを外に出せば銃を手にした彼女に撃たれるという懸け念ねんがある一方、エアにとっても秘密を知られている相手を徒いたずらに外に出したくないという思おも惑わくがある。

　処理するならば──この場だ。

　牽けん制せいを続けるエアとアスリー。

　互いの利益と損失を秤はかりにかけた上、命を天てん秤びんに載せた両者の硬直が続く。

　しかし、それからさらにしばらく──時間にすれば十秒ほどもなかったが、極限まで思考を回転させている、裸ら体たいのままの少女二人の思惑を阻そ害がいするように、




　けたたましいサイレンが鳴った。




「っ！」

　異常な警笛音が鳴る。

　それは緊きん急きゆう事態用のサイレンであった。

『基地の近くで、西国のエクセリアが確かく認にんされた』

　それは──異常を告げる放送だった。

『敵国の襲しゆう撃げきの可能性がある！　総員、警けい戒かい態勢に移れ！』








４、知りたくなかった「ほんとうのこと」






　二人の硬直はそこで崩れた。

　敵国の侵しん入にゆう。

　聞いた瞬しゆん間かん、エアとアスリーは湯船から飛び出して自室の方へ向かった。悠ゆう長ちように着き替がえる暇ひまや湯をぬぐう暇なく、水滴だらけのまま上着とズボンだけを穿はく形となった。

　エアは東方の女性隊員宿舎に走っていった。

　警報が伝えたのは『敵国の侵入』──。

　これから出撃になるだろう。

　エアは武装や諸もろ々もろの準備を整えるため、自室へ走り向かった。

　しかし、エアが部屋に戻るその一方で、アスリーは同じ方向に追従することはなかった。

　自室へ走っていくエアの背中を見送る形で、

（──レイン）

　アスリーはエアと反対の方向へ走った。

　それは女子宿舎と正反対にある、男性隊員が駐ちゆう留りゆうする方向だった。

（──レイン！）

　一人の少年の名前を心に念じて走る。

　アスリーにとって重要なことは、軍務に従うことではなかった。




　この場で優先すべきは『エアよりも早くレインに合流すること』だった。




（……エアは、私を撃うとうとした）

　さきほどの交こう錯さくが思い出される。

　エアは秘密が知られたと思った時、相手を始末しようとする仕草を見せた。

（レイン──！）

　確証はない。

　エアと違ちがって、秘密を知られたとしてもレインは許してくれるかもしれない。

　ずっと一いつ緒しよにやってきたのだ。

　レインは自分の話を聞いてくれるかもしれない。

　けれど──そうじゃなかったら？

　もしレインも、エアと同じように秘密を守ろうとしたなら、

（秘密を知った人間を、殺そうとするなら──）

　レインは、ずっと一緒にやって来た自分をも殺すかもしれない。

　そのことを否定しきれない。

　──だめだ。

　確証が持てない。

（エアより先にレインに会わないと──）

　エアがレインへ自分の事を話す前にレインの身み柄がらを確保し、レインがエアから情報を得る機会をなくさねばならない。

　そしてその点で考えれば、今回の奇き襲しゆうは有あり難がたいタイミングで起こったことだった。

　緊急の出動が掛かかった。

　学生兵も人員に回される。

　このままレインを捕つかまえて戦場に出れば、エアはレインと接せつ触しよくする機会を失うことになる。

　それが唯ゆい一いつの活路だった。

　そして、アスリーはたどり着く。

　男性側の隊員区画はすでに慌あわただしくなっていた。正規兵、学生兵問わずに入り乱れてそれぞれの出撃や防衛のために準備を行い、人ひと混ごみでごった返している。

　非常に混雑していた。

　格納庫に向かう者や基地の中ちゆう枢すう施し設せつへ向かう人間が入り乱れている。

　二百人近くが行き交かっていた。

　しかし、

「……レイン！」

「……ん？」

　アスリーは幸運にもレインを見つけた。

　格納庫に向かう途と中ちゆうで雑ざつ踏とうに流されている中途にアスリーは見慣れた影かげを見つけたのだ。

　全力で駆け寄よる。

　そして走り寄る勢いのまま、レインの胸むな元もとへ飛び込んだ。

「うお！」

「よかった……！」

「なにが、って、」

　受け止める側のレインは反射的に腕うでで受け止めたが、アスリーの状態に気付いてわずかにぎょっとした顔をした。湯上がりに上着を羽織っただけの格好だったからだ。

　水に濡ぬれて煽せん情じよう的な装よそおいだった。

　胸元は大きく開いた上に、下着類もつけてはいない。

　緊急時で周囲の誰だれもが気付いていないが、零ゼロ距きよ離りのレインはさすがに気付いた。

「お前、その格好」

「一緒に来て、レイン」

「え？」

　アスリーは格好に構わず続けた。

「緊急の出動がかかってるの。今は適当に組んだ二人組から学生兵は哨しよう戒かいに回ってる。だから私たち二人で行くよ」

　強ごう引いんな言い分と共に、アスリーはレインを連れ出そうとする。

　無論この場面でも通常レインは正規ペアであるエアと出撃すべきであり、アスリーが言ったことはでたらめだ。この場からレインを連れ出す口実でしかなかった。

　噓うそをついてまでの行動。

　しかし、アスリーはなりふり構っていられない。

　ここで騙だませなければ──レインはエアと接触する。

　そうなれば、エアは自分を危険な存在とレインに伝えてしまう。

（お願い──）

　アスリーは祈いのる。

（お願い、レイン──）

　願った。

　レインが自分の拙つたない噓に騙されることを期待し、それ以上のことは出来なかった。それからレインは数秒考えるように間を取った。実際に考えているのだろう。

　今の状じよう況きようからどうすべきか──少年はわずかな時間で決断を下した。

　そして、

「出撃は即そく席せきのペアか、それなら──」

　アスリーのそのなりふり構わぬ行動は、

「エクセリアの格納庫に向かうぞアスリー」

　事態をまた一つ動かすことになった。

　案内してくれ、とレイン自らが促うながしてきた。

「……うん。すぐに行こう」

　噓を噓で固めること──それがどんな結末を招くかはどんなに小さい子供でも知っている。しかしその時、アスリーに出来る最良のことは噓を吐つく以外に存在しなかった。

　アスリーはレインの手を強く握にぎりしめる。

　そして牽けん引いんするようにその場から離はなれていった。




　そして──そのやり取りから僅わずかに遅おくれる形で、

「はっ、はっ」

　息を荒あらくしながら、

（──どこに、行ったの）

　アスリーから一足遅れる形になりながら、

（どこに）

　エアは人混みの場所に駆けつけていた。

　適当に上着を羽織っただけなので服装は大きく乱れているが、その背部には兵装として黒白のライフルを担かついでおり、腰こし元もとには愛用の拳けん銃じゆうが携たずさえられていた。

　正しよう真しん正しよう銘めいの武器。

　亡霊ゴーストエアが愛用する銃器。

　そしてその双そう方ほうともに籠こめられている弾だん丸がんは──銀色の弾丸。

（レイン──）

　エアは探す。

　この人混みの中にはすでにレインがいない可能性も考えられたが、それでもエアはレインがいることを信じて雑踏の中を捜そう索さくした。

　しかし、それから十分ほど探しても、人混みの中にレインの姿は見られなかった。

　運が味方したのはエアではなく、アスリーの方だった。







　エクセリアの格納庫にはすでに多くの魔ま導どう士しが集合していた。

　緊きん急きゆうの出動となると搭とう乗じようの手続きは相当に簡略化され、アスリーとレインは簡素な配置図を渡わたされただけで東国のエクセリアＭ４一機で出撃することになった。

　二人が配置図で指定された場所は、ここから西に二キロの地点。

　基地を守る前線ではなく、異常な侵入者を感知したり、状況によって増ぞう援えんしたりするための哨戒要員としての配置だった。レインたちが正規兵でなく学生兵であるからこその役割であり、緊急時であれども学生兵はきちんと分別が付けられていた。

「レイン」

「ああ」

　声をかけると同時に乗り込む。

　アスリーは操縦席に入ると同時、すでに起動されていた機体のアクセルを両足で踏ふみ込んで一気に加速させた。わずか数秒で機体は最高速に達する。

　目指す場所は二キロも先。

　地図を見る限り周囲に人ひと影かげや施し設せつなどなく、基地を上から見み渡わたせる山地の中腹に当たる場所が目的地だった。見張りが立つ場所は身を隠かくすように周囲に人ひと気けはない。

　場所を知るのは軍の司令部だけだ。

　一いつ般ぱん兵が見つけることはまずできない。

（……、）

　目的地はすぐだった。

　指定されたのは無人の岩場。

　その中でも比ひ較かく的開けた場所にアスリーはエクセリアを停止させる。

　準備は終わった。

　あとは見張りをするだけだ。

　ここから見渡して、敵機が見えたら連れん絡らくを入れるだけの哨戒軍務が開始される。時刻はすでに日を跨またごうとしており、人工灯もない山地で光源となるのは月光のみだった。

　ほとんど何も見えない。

　見渡してもあるのは暗くら闇やみだけだ。

　月光は森の多くを表面から照らしていない。

　逆に言えば、これ程ほどまでに暗いと奇襲側である敵側も何も見えないだろうし、敵機がエクセリアを点灯させた瞬しゆん間かん、すぐその場所に東国から攻こう撃げきが加えられる。

「……」

　待機任務が始まってから、すぐに一時間が経過した。

　異常は一度としてなく、ここに来てから行っているのは定時連絡の受け答えのみだった。

　目撃情報も入らない。

　敵機を見たというのは、サイレンが鳴った初回のみのことだった。

　一時間前の目撃以来、敵機は一度として再確かく認にんされていない。

（これは──）

　アスリーはもしかしてと思う。

　そして、それからさらに三十分が経過した時だった。

　ふとした時に、

「はずれだな」

　レインが口にする。

「敵機は逃にげ帰って、俺たちはいらない夜間任務に付き合わされた。今回の顚てん末まつはそれだけだ」

　あーあ無む駄だ骨ぼねだった、と頭を振ふりかぶってあきれ返るレイン。

　そのまま席でごろんと横になった。

　完全に寝ねる構えだ。

　日中の任務から休みなしで疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしているため眠ねむ気けがかなり極きわまっているのだろう。

　アスリーはその様子を見てため息を吐く。

「寝るのはいいけど、帰るときは見張りしてもらうよ」

「アスリーも寝ようぜ」

「さすがにダメでしょ」

　敵からの襲しゆう撃げきはない。

　それが分かった以上、これから先にあるのは次の命令までただの待機だ。敵がいないといってもすぐに撤てつ退たいになるわけではなく、さらに二時間はこの場所で待機となる。

　本当に待つだけの任務だ。

　普ふ通つうの学生兵なら迷わず二人してサボるところだ。実際、今日でなければ真ま面じ目めなアスリーもレインに合わせて居い眠ねむりしていたかもしれない。

　しかし、

（──寝られるわけがない）

　アスリーの神経は大きく張りつめていた。この場所に来てから──いやここに来る前から変わらず心臓の鼓こ動どうは気持ち悪いくらいに高鳴っているし、冷や汗あせが流れ続けている。

　それは敵機が現れたことが理由ではない。

　むしろそのことはアスリーの中で最初から意識の外にあったくらいだ。

　緊張していた理由はただ一つ。

　それは──エアに知られてしまったこと。

　自分が、エアとレインの秘密に勘かんづいていると告白してしまったことだ。

　そしてその結果、エアは自分を撃うとうとしたし、自分もこうしてレインと二人きりになるように連れ出してしまった。エアから見れば敵対するような行動に移っているのは間ま違ちがいない。このまま基地に戻もどれば、話し合う間もなく自分はエアに殺されるだろう。

　だから──。

　だから行うべきは、この場でレインと話をすることだ。

（それしか──）

　それしかない。

　エアは警けい戒かい心が非常に強く、レインも同等に神経が鋭するどいが、身近な人間にはわずかにその警戒心が弱くなる。特にレインとはここ数年間一いつ緒しよに過ごしてきた戦友であり長年のペアだった。アスリーはその部分にかけて話をするしかなかった。

　そして──知らなければならない。




　レインとエアが何をしているのか。

　何を目的にしているのか。

　どんな秘密を抱かかえて、何を周囲から隠し続けているのか。




　そしてそれらのことはきっと、数か月前から自分を悩なやませていることを解決するという確信もある。レインたちはきっと全すべてを知っているはずだ。

　──銀色の弾丸。

　──消えた人間。

　そして──切り替かわり続ける世界。

　これらのことを紐ひもづける解答は、レインと話すことできっと得ることが出来る。

　それは間違いない。

　しかし、だからこそ、

（私──）

　二の足を踏んでしまう。

　レインはすでに寝入ろうとしているのに「ねえ」という一言が出てこない。一度口を開いたが最後、もうレインと今までの関係でいられなくなってしまう。

　その予感が明確にあったからだ。

（怖こわい──）

　聞いた瞬間が最後だ。

　もう戻れない。

　ただの級友になることは決して出来ない。

　秘密を知ったが最後、レインとの関係性は決定的に変わる。

　しかし、それらのことを理解してなお、ここで止まるという選せん択たく肢しはなかった。

　アスリーの中にも燃え続ける火か焰えんがあるのだ。

　──両親と生まれ故郷を焼かれた怨えん嗟さが衰おとろえることは決してない。

　なにかに迷い、そして選択をためらった時、アスリーの脳のう裏りを過よぎるのは無残に焼き払はらわれ目の前で消し炭となっていく両親と、それを行った赤色の少女の姿だ。

　目を閉じる。

　あの時の光景が自然と思い出される。

　瞼まぶたの奥に焼き付いたあの光景は、いつも自分の中の葛かつ藤とうを消していく。

（……）

　レインはすでに寝入っていた。

　軍務中はわずかな時間でも休息が出来るように訓練された結果だろう。この状態から話しかけてもいいが、アスリーは純じゆん粋すいさと無防備さを取り違えない。

　自分の腰こし元もとに手を置いた。

　そこには自前の銃じゆう器き──私用の拳けん銃じゆうがある。

（……これは、必要）

　交こう渉しようになるかもしれない。

　そしてその時は相手がレインであっても絶対に武器が必要となる。

　今の自分は、その最悪の事態まで考えなければならないのだ。

　レインに銃を向けることになるかもしれない──そしてそのいざという時の事を考えれば銃動作を確認する必要もある。万が一の時に動作不良を起こせば、自分はそのまま殺されるだろう。アスリーの中にすでに期待や希望という甘い考えはない。

　ここから先にあるのは一つの交渉だ。

（とりあえず、ここで整備は出来ない）

　音を立てることはできない。

　アスリーはエクセリアから降りて場所を移ることにした。

　そしてレインを置いたまま、森林の少し奥まで入ると、月明かりが強く差し込むところまで駆かけ足で向かっていった。そこで銃器の最終整備を行うためだ。

　けれど、樹き々ぎは多く生おい茂しげり、予定よりエクセリアから距きよ離りを取ることになった。

　結局、距離にして五十メートルは離はなれた場所で整備を行うことにした。

　ここならば、レインが目を覚まして自分がいないことに気付いたとしても適当に言い訳が出来る。何をしていたか聞かれた時はトイレだったとでも言えばいいだろう。

　そうして──森を進んだ時だった。

「え……？」

　アスリーは啞あ然ぜんとした。




　それはある筈はずのないもの──というより、この状じよう況きようでありえないものがあったからだ。




「……ん？　誰だれ？」

　声をかけてきた人間がいた。

「こんなところに来るなんて、なんの用？」

　瘦やせた男。

　いや、だぼだぼの淡たん青せい色しよくの服を着ているせいで男か女か見た目では分からない。

　それくらい綺き麗れいな顔つきをしていた。

　声を聞かなければ男と断定できなかっただろう。

　けれどアスリーが啞然とした主な理由はそれだけでない。

　森林の中にいきなり幽ゆう霊れいのような男が現れたとなってそれだけでかなり驚おどろくべきことになるはずだが、その驚きに加わったのは純粋な『死の危険』だった。




　その男はエクセリアに腰こし掛かけていた。

　それもただのエクセリアでない。

　昼間の戦せん闘とうで『尖せん刃じん型』とされた黒色で巨きよ大だいな機体に男は座っていたのだ。




（──っ）

　アスリーは躊躇ためらわず拳銃を抜ぬいた。

　そして言葉一つ発することなく弾だん丸がんを射出する。

　明らかな侵しん入にゆう兵に対して交渉や会話をする余地などないからだ。この男が真に西国の兵士なのか、今回の侵入者であるかなど死体にしてから考えればいい。

　しかし、弾丸魔ま法ほうが男に放たれた瞬しゆん間かんだった。

「……ふうん」

「！」

「いい銃だね。ちょっと見せてよ」

　アスリーの手から拳銃が抜け落ちていた。

　その男は一瞬で目の前に現れ、アスリーの右手を握っていた。

「っ、放し」

「ああごめん」

　ぱっと手を放す男。

　アスリーは後ろにひっくり返る。

「って、そんな派手にこけないでよ。僕が悪い奴やつみたいだ」

「──くっ」

　体勢を立て直すアスリー。

　その様子を飄ひよう々ひようとした態度で笑う男。

　大したことをしたつもりなどないのだろう。

　しかし、アスリーの警けい戒かいは最高潮に強まった。

　今先ほど、この男は、一瞬で自分との距離を詰つめて右手を握ってきた。

　本当に一瞬だった。

　弾丸を放った瞬間、この男は目の前に出現した。

　そしてそのまま腕うでを摑つかまれたのだ。

「あなた、一体──」

「ああ、僕？」

　とぼける様に腕を広げる。

「僕はカイセイというものだ。ここには亡霊に会いに来ただけで、戦いに興味はないよ」




　突とつ然ぜん現れた男。

　ひょろりと体幹は細く長く、だぼっとした淡青色の服に着られている。

　そして、女子のように後ろにくくっている長い髪かみと、線が細く綺麗な顔つきは中性的で普ふ遍へん的なまでの美しい造形があった。しかし、それらの異様な外見も、

「亡霊……？」

　発する言葉の内容によって印象が薄うすれるほどだった。

「そう。亡霊。知らない？」

　何でもないように聞いてくる。

　しかしアスリーにとってそんな場合ではない。

　彼は間ま違ちがいなく侵入者だ。

　この場で排はい除じよしなければならない。

　男──カイセイと名乗った人物に吹ふき飛ばされた自分の拳銃を見る。数メートル先に転がっているのでなんとかして取りに行けないか考えるが、時間にして二秒はかかる。

　この男は魔導士だ。

　それもかなり手て練だれている。

　気だるそうにふわふわして軽けい率そつにしているが実力くらいわかる。

　──下手に動けば殺される。

「ああ、えっと、君、そんな構えないで」

　アスリーの気配を察して言ってくる。

　視線を地面の拳銃に送っているのは、容易たやすく見み透すかされていた。

「僕は亡霊に会いにきただけで、誰かと戦おうとか、何かを盗ぬすもうとかは考えていないんだ。その証しよう拠こと言ってはなんだけど、ほら、君はまだ生きてるでしょ」

　裏の意味を考える。

　つまりそれは、この男は自分を殺すなどあまりに容易いことだと──。

　そう脅おどしをかける言葉だった。

「それで亡霊だけど、知ってる？」

「知らない……」

　本当に。

　当たり前のように言われるが亡霊ってなんだ。

　普通に考えれば死んだ人間──その魂たましいが形となって出てきたものだろう。

　しかし当然、アスリーに死んだ人間の知り合いなんている筈がなかった。

「ああ違うって。亡霊は幽霊じゃない。僕が作ったシステムの一つで、れっきとした存在があるものだ。彼らは普通の人間の形をしている」

「……？」

　ますます分からない。

　さっきから何を言っているのだ、この男は。

　アスリーは訝いぶかしげに改めてその男を眺ながめる。

　その胡う散さん臭くさい人間を見るような視線に気付いたカイセイは言う。

「うーん。そうだね」

　カイセイは踵きびすを返す。

　こちらに背中を向けて、がら空きだ。

　しかしそれでも──アスリーは銃を取りに走れなかった。

「別に僕は急ぎで来たわけじゃない。可能なら少し会おうと思っただけで、亡霊には基本的に自由にやらせておく方針だ。少しだけ説明しよう」

　カイセイは尖刃型の元へ戻もどると、ふわりとその胴どう体たい部に腰掛ける。

　ふうと力を抜く。

　その姿は、月光が強く差し込むことも手伝って神秘的にすら見えた。

「亡霊というのは普通の魔導士の中でもさらに強力な人間だけがなれる特とく殊しゆな存在だ」

「……？」

　カイセイは言葉を続ける。

「基本的な役目としては戦火を大きくすることと、戦いの質を上げること──と言ってもそのために特別何かをするでもない場合が殆ほとんどで、彼らは自由に戦っている。そんな存在たちが軍の一部にもいる。もしかしたら、君も会ったことがあるかもしれない」

「ないと思うけど」

「見た目はただの人間だからね」

　敵地にいると思えないくらい落ち着いた声で言われる。

　しかし内容としては意味不明だ。

　カイセイ曰いわく──この世には『亡霊』という存在がいるという。

　そして彼らは戦場の中で生きながら、戦うことをし続けているという。

「まあ普通の人間にとっては、戦いを激化させる『亡霊』の存在は迷めい惑わくでしかない。焼かれなくていい人間もより多く死ぬし、街も余分にいくつもなくなる。それくらいに飛びぬけて戦場というものに特化している。そういうやつらがいる」

「……」

「幽霊じゃないよ。本当にいるやつらだ」

　この時点で。

　アスリーは話の殆どを、遠いことのように聞いていた。

　戦いを激化させる存在など具体的にイメージできない。

　遠い国の神話を聞くようだった。

「だけど最近少し状況が変わってね」

　カイセイは口にする。

「亡霊の一人だったキルリリスを始め、少しずつ亡霊の数が減っている」

「！」

「甲赫族トラキセルのキルリリス、岩皇族ウードのアレク、変わったところでは水精族アキラルのデッドリム──誰だれもが傑けつ物ぶつだったが、ここ数か月で姿を消した。とても惜おしい」

　カイセイはだらだらと話をする。

　しかしアスリーにとって話の内容はどうでもいい。

　強く引っかかった点はただ一つ。

　彼が確かに「キルリリス」──自分の両親と生まれ故郷を焼き払はらった少女の名前を口にしたことだった。

　訳が分からない。

　なぜ、この男の口からいきなりその名前が出てくるのだ。

　困惑していると、カイセイは目ざとくアスリーの動どう揺ように気付いた。

「何か聞き覚えのある名前でもあった？」

「あ、えと」

「そうだとしたら君も稀け有うだね」

「何が」

「覚えているはずがない名前だからだ」

　カイセイは言う。

　覚えているはずがないと。

　先ほど羅ら列れつした人間の名前を知っている存在などはいないと。

「その様子だと知っているのはキルリリスかな」

「……」

「無言か。まあいいや」

　でも、とカイセイは繫つなげる。

「確かにキルリリスという存在は消失した。だからこの世界で、あの赤色の少女の名前を知っている人間はほんの数人だ。彼女はいなかったことになったから」

「いなかったって」

「消されたんだよ彼女は」

　どくんと心臓が鳴る。

　──消された。

　その単語で手が震ふるえる。

　ほかの誰でもない、直接キルリリスを討うち取ったアスリーの右みぎ腕うでが。

（なんなの、こいつ──）

　困惑する。

　いきなり現れた瘦そう身しんの男が、自分がこれまで知らなかった核かく心しんをさらさらと話す。

　まさかキルリリスの名を誰かの口から聞くとは思わなかった。

　思わず右ポケットを上から握にぎり込む。

　そこにはキルリリスの名が刻まれた『銀色の弾だん丸がん』が入っている。

　この世の何ど処こからも消えてしまった赤色の少女がこの世にいたという唯ゆい一いつの物証であると同時、アスリーが抱かかえている悩なやみの大本となるものだ。

　アスリーはポケットに手を入れる。

　そこに指を這はわして感かん触しよくを確かく認にんする。

　しかし──その時だった。

「おっと」

「！」

　カイセイの手から弾丸が放たれた。

　威い嚇かくとして足元への射しや撃げきだったが、アスリーは思わず手から薬やつ莢きようを落とした。




　転がったその薬莢をカイセイが摑つかむ。

　そして目にする。

　そこに刻まれた「キルリリス」の名前と薬莢の色──「銀色」を。




「──あは、」

　そして笑う。

「あははははははは！　なるほど！」

　納なつ得とくしたようにカイセイは頷うなずいた。

「こんなところで会うなんてなんの運命かと思ってたけど、あは、なるほど、君はそういう役割にいる人間か。本当に人の世は数すう奇きだね。ただの偶ぐう然ぜんと確率でしかないって分かっているけど、この世に神はいるとさえ思うよ」

　まあ神と言っても軍神だけど──と男は続けた。

　男は何かに納得したようだ。

　しかしアスリーは違ちがう。

　勝手に笑われただけだ。

　この男が自分との出会いで何を知って、何に気付いて、そして何の解答を得たのか全くもって見えてこない。

「あなた、さっきから何を」

「エア・アーランド・ノア」

「！」

「知っているかな。君と同じ学校にいる小さな少女だ」

　アスリーは答えない。

　反応をしない。

　けれどそのことが質問に対して肯こう定ていであることを示していた。

　そして男は言う。

　まるでなんてことはないという風に。

　とても軽い調子を崩くずさないまま。

「彼女も亡霊だ」

　森の静せい寂じやくは聞き間違えを許さない。

「有している神性は『消失』──撃うち殺した相手の存在、功績、それまで生きていたことの全てを消し去る『悪あく魔まの弾丸』が彼女の武器であり、君が持っている銀色の薬莢だよ」







　理解に──

「悪魔の弾丸は強力だ」

　──時間が掛かかった。

「なにせ、撃った相手のすべてが消えてしまう。記き憶おくが残るのは悪魔の弾丸を使ったことがある人間だけで証しよう拠こは残らない。自分に不利な人間を消しても、誰も覚えていないまま世界は新しくなるんだ。乱用すればこの上ない兵器だよ」

「ちょ、ちょっと待って！」

　アスリーは止める。

　話が早すぎる。

「なに、なんなの急に。あの子が、エアが亡霊ってなに？」

「そのままだ。彼女は百年前に死んでいる」

「死んでいるって」

　そんな訳がない。

　アスリーはさっき風ふ呂ろ場ばでエアの身体を触さわった。

　あの肉体は紛まぎれもなく本物だった。

　人に見せられないような傷もあったようだが、エアは確かにあそこにいたのだ。

「それはそうだ。彼女は他人の体をもとにして、魂たましいを転じている。肉体の有う無むなどは些さ細さいなことでしかない。大事なのは確固とした魂で、僕としても、誰の肉体であろうがどれだけ壊こわれようが、きちんと亡霊として戦ってくれればそれでいい」

　カイセイは軽く笑う。

　それはアスリーと会った意味を理解して高こう揚ようしているように見えた。




「亡霊は戦いがその存在理由だ」




　困惑するアスリーにカイセイは取り合わない。

　気ままに話をする。

　しかし、アスリーは彼が放つ言葉一つ一つが重大な秘密の塊かたまりだと直感で理解していた。

　聞き逃のがしはしない。

　この男は二度目を聞いても決して答えないだろう。

　ここで話されること全すべてがこれから先の自分の行く末を変える情報になるのだ。

「だから彼らには戦場を激化させ、好戦的にあり続けてほしいんだよ。でも亡霊エアが持っている弾丸は厄やつ介かいだ。亡霊に使われるとそれまでの意味がなくなる。今までは亡霊に使ってこなかったようだけど、今回はそれに特化した使い方をしている」

「なんで、そんなことを」

　知っているんだ。

　そう言いそうになった。

　しかし、はっとして口をつぐむ。

　アスリーは気付いた。

　──この男が言うことに何一つ信しん憑ぴよう性せいはない。

　それなのにいつしか、彼が言うことが「本当の事」と思っていたことに。

　いや──紛れもない本当の事なのだと理解し始めていた。それは感性や場の流れから得られる不確実な要素ではない。これまでの「不思議」の多くに答えることだからだ。

　エア・アーランド・ノア。

　彼女が現れたのはあまりに突とつ然ぜんのことだった。

　そして学校に姿を見せたその日から、あの子はレインと何かしらの関係を持っていた。

　最初はレインと元からの知り合いと信じていた。

　しかし──どうだ。

　仮にカイセイの言うことが本当だとすれば、不自然に納得がいかないだろうか。

　すでに絶命した人間が何かしらの手段で蘇よみがえったとしたら、最低限の身分は必要になるからこそ、それなりに戦場と関かかわることになる学院生として彼女は忍しのび込んだ。

　そして戦い続けた。

『亡霊』という正体を隠かくしながら戦場で。

　撃った相手の存在を消すという悪魔の弾丸を使って──。

　けれどその途と中ちゆうでアクシデントがあった。

　それがアスリー・マグメットという自分の存在だ。

　偶然手にしてしまった「悪魔の弾丸」によって、自分もエアと同じように世界の切り替かわりを認識できるようになった。恐おそらくそれはエアにとってあってはならないことで、絶対に守り通すべき秘密であったのだろう。

　だからこそ、さっきエアは過か敏びんに反応した。

　思い出されるのは、つい先刻の風呂場での交こう錯さく。

　ただ漠ばく然ぜんと「レインと何をしている」と聞いただけで、エアは銃じゆうを抜ぬく動作と共に明確な殺気を放ってきた。それは悪魔の弾丸の秘密を守る防衛姿勢だったのだ。

　けれど──。

　けれど、どうなる？

　もし「悪魔の弾丸」が本当だとしたら──。

　あの銀色の少女、エアが本当に亡霊という存在であるならば──

「一つ教えておこう」

「！」

　思考に割り込むカイセイの言葉。

「亡霊は戦火を巻き起こす存在だ。基本的に亡霊同士がぶつかり合えば、そこには必ず多数の死者が並ぶ。君が消したキルリリスだってそうだ。同じ亡霊であるエアと邂かい逅こうしたことによってレミノスという街が焼き払はらわれた」

「……っ」

　レミノス。

　それは自分の生まれ故郷であると同時にキルリリスによって両親が焼き払われて死んだ場所だった。その名を聞くたびに、目の前が真っ赤になる感覚に襲おそわれる──それくらいアスリーにとってその場所は自身の行動理由であり、根底にある在り方となっていた。

　怨えん嗟さが沸わき立つ。

　抑おさえようとするが、ゆがみが表情に現れる。

　カイセイは目ざとく気付いた。

「ん、どうしたの」

「そこは……私の生まれ故郷」

「へえ、レミノスのね。それもかぶるか。なるほどね、なら君には理由があるね」

「理由？」

「亡霊への憎にくしみ」

「なんで、私がそんな」

　──憎しみなんて。

　そう思うが、

「恨うらまない方がおかしいと思うさ」

　カイセイは首を振ふる。

「あの街に関しては完全に亡霊同士の戦いに巻き込まれた形になったものだ。本来は戦場になりえなかった場所だからね。確かに亡霊に巻き込まれるのは戦場での災害みたいなもので運が悪いとしか言えないが、それでもその悪性は変わらない」

「……」

　憎しみ。

　カイセイが言い放った単純な言葉。

　しかしそれは、アスリーの中で決して消えない怒いかりと業ごう火かを現したもの。

　そして自身の故郷が焼かれたのが『亡霊同士』の戦いだったと聞いて、アスリーの中に新しく熱を持ち始めたのは、これまで無意識に抑えていた感情だった。

　亡霊同士の戦い。

　つまり亡霊はあの時、あの街に──二人いた。

　一人は街を焼いた張本人であるキルリリス。

　そしてもう一人は──「亡霊エア」であるとカイセイは言う。

　謎なぞだらけの少女エア。

　彼女がいなければ街は焼かれなかったし、両親もまだ生きたままいられた。

　──カイセイはそう仄ほのめかしてきた。

（──っ、）

　同時、アスリーに湧わき上がったのは、とてつもなく黒い炎ほのおだった。

　キルリリスに向けるそれよりずっと小さいが、その新しく生まれた炎はこれまで少なくない時間を過ごしてきた仲間である少女──エアに対して生まれたものだった。

　彼女がいなければ──。

　存在しなければ──。

　悪魔の弾だん丸がんという力を、彼女が持ってさえいなければ──。

　──両親は死ななかったのに。

「凄すごい顔だね」

　カイセイに笑われる。

　しかし取り繕つくろわない。

　自分でも今の形相は鏡で見たくないほどに歪ゆがんでいるだろう。

「まあいい」

　カイセイは腰こしを上げる。

　座ってできる話は終わりだと言うように。

「大事なのはこれからだ。今いま更さらだけど、君、名前なんだっけ」

「……アスリー」

「そう。アスリー」

　噓うそを答える必要はない。

　アスリーは求められるまま答え、カイセイはそれを受けて振ふる舞まう。

「このまま僕のところに来ないかい？」

「──は？」

「ああ。別にプロポーズとかじゃない。純じゆん粋すいな戦力としての勧かん誘ゆうだ。君はただ戦うだけの理由のみではない。特に亡霊に対して、非常に強みを持つ人間は案外と少ない。亡霊の秘密を知った人間は大たい抵てい殺されてしまうからね」

　カイセイは笑って言う。

　しかしアスリーは答えない。

　当たり前だ。

　カイセイがしたのは勧誘などでなく「脱だつ走そう」の提案だったからだ。つまりはアスリーにこれまでの立場と積み上げたものを全て捨てろと言ってきた。

　そしてその理由はただ一つ。




　──亡霊に対して激しい憎ぞう悪おがあるだろ？　と。
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「……」

　一いつ笑しように付すべき提案だろう。

　学生であろうと軍からの脱走は基本死罪だ。

　けれどアスリーは、

「……」

「即そく答とうで断りはしないか。上々だね。今はいいよ」

　言い終わると同時、カイセイは手にしていた拳けん銃じゆうを放ほうり投げてきた。

　アスリーの足元に転がる。

　それは西でも東のものでもない型の拳銃だった。

「なにを」

「あげる。一応持っておいて。僕にまた会うための手段だ」

「……必要ない」

「一応って言っただろ。何事も備えておくに越こしたことない。本当に不要なら捨てればいいだけだ」

　ついでに教えよう、とカイセイは続けた。

　それはこの邂逅を締しめくくる言葉だった。

「西軍は数日後、東国の首都に進しん攻こうする」

「！」

「首都決戦だ。これで第四次攻こう戦せんは決着に向かうだろう。そしてその時、アスリー、君はどこに所属しているのか分からないけれど」




　──願わくば、僕のところにいるのを望んでいるよ。




　それだけ言い残して、

「じゃあね。また近いうちに」

　カイセイはエクセリアに乗り込んだ。

　わずかな起動音とエンジンの駆く動どう音だけが森の静せい寂じやくに響ひびいた。

　ゆっくりと移動して彼を乗せたエクセリアは樹き々ぎの奥へ消えた。

　アスリーは後追いできなかった。

　ただその手にはカイセイから渡わたされた拳銃だけが握にぎられていた。




　アスリーはレインの元へ歩いて帰る。

　しかし、行きの時のように落ち着いた精神状態ではいられなかった。

　頭の中はカイセイの言葉がぐるぐる回っていた。

　ほんの数分の会話。

　時間にすれば五分と経たっていない刹せつ那なとも言える間かん隔かく。

　それでも行きと帰りで別世界にいるようだった。

（エアが──亡霊）

　亡霊。

　強大な力で以もつて戦場を荒あらしまわるという異形の存在。

　それが──あの銀色の少女だと言う。

　信じたくはない。

　理性が拒きよ否ひをする。

　けれど、揃そろっている証しよう拠こから、どうしてもカイセイの言葉を否定し切れないのだ。

　何な故ぜなら、アスリーの手には物証がある。

　それは「銀色の弾丸」──状じよう況きよう証拠だけでなく、決して誤ご魔ま化かしが利きかないアイテムがこの手に残ってしまっている。これがある限り、自分の身の回りにはこの恐おそろしい弾丸を使っている存在がいることが確定してしまう。

　そして、その亡霊は誰だれか？

　幾いくら考えたところで、現時点でその答えはあくまで可能性でしかない。

　それでも──九割方は間ま違ちがいない。

　銀ぎん髪ぱつの少女エアは──亡霊だ。

（──！）

　思った瞬しゆん間かん、アスリーの体に強きよう烈れつな熱が走る。

　それは紛まぎれもない怒りと怨えん嗟さが渦うず巻まく感情であり、焼かれていく故郷と両親の光景が幾度となく頭に巡めぐり始めた。抑おさえ込もうとしても全く収まらない。それは既すでにアスリー・マグメットという少女の魂たましいに深く根付いた原初の光景となっていた。

　少女エア。

　彼女に対して、すでに級友としての情はない。

　亡霊同士の戦いに巻き込まれた結果、自分は全すべてを失うことになった。

　あるのは──深い怒りだけ。

　そしてエアについて考えを進めていけば、避さけては通れない事こと柄がらもある。

　それは、

（レイン──）

　旧知の少年。

　アレストラ教導院に通うアスリーの友人であり、ペアである少年のことだ。

　彼はエアと何か通じている。

　学院にエアが来た時から、周囲に隠かくれて何かしているのは何となく気づいていた。今まではその内容についてアスリーはあいまいな予測しかできないでいた。

　しかし、カイセイの話からすべてが変わる。

　予測がついてしまう。

　仮説が立てられてしまう。




　レインは──亡霊エアの協力者ではないのかと。




（！……ダメ、考えたら）

　それ以上考えることは恐きよう怖ふだった。

　身体が本能的に震ふるえる。

　がたがたと肉体の芯しんからの震えが起きる。

　理解しているからだ。

　それを認めたら最後だと。

　レインが──敵になってしまうと。

　対象になってしまう。

　自分の──復ふく讐しゆうの対象に。

（それは、駄だ目め……！）

　理性が拒否をする。

　嫌いやだ。

　レインを撃うつなんて絶対にできない。

　しかし、思考というのは意志によって抑えられるほど弱いものではなかった。

　もし──もし、そうならば。

　自分のすべてを奪うばった亡霊……それに協力したのがレインであるならば、

（私は……）

　この黒い感情をぶつけることになる。

　それは性質としては亡霊キルリリスを撃ち取った時と同じもの──人を殺してはならないという意識を容易たやすく上うわ塗ぬりするほどの憤ふん怒ぬと冷れい酷こくさだった。

（いや──だめ）

　アスリーは頭を振ふる。

　思考が暴走している。

　そのことを自覚した。

　そして冷静になって、もう一度考えてみる。

　──確かにエアについては物証がある。

　彼女が亡霊であることは確定していいだろう。

　しかし、レインについては違う。

　何一つ証拠はない上に、そもそも彼には亡霊に協力する理由がない。

　冷静になってそのことに気付いた。

　確かにレインはエアと何か秘密を共有しているようだ。

　が、そうであっても、あの二人が対等の関係ではない可能性も十分にある。

　もしも、レインが命令され、協力を強制されているならば──。

（そうだよ……）

　その可能性も十分にある。

　それこそ、エアが悪あく魔まの弾だん丸がんのことを教えぬまま、レインを駒こまとして使っていることも十分に考えられるのだ。レインに自由意志などなく、エアが無理やり従わせている──それならば、アスリーにとってレインは復讐の感情を向ける対象ではない。

　むしろ、助けようとさえ思う。

　亡霊の支配から解放するためにあらゆる手を彼に尽つくそう。

　けれど──もし。

　もし、レインが自ら亡霊エアと組んでいたとしたら。

　あまつさえ、人間を消す「悪魔の弾丸」を使う人間であったとしたら──。

（……、駄目、考えるだけでは）

　仮説にも限界がある。

　すべて仮定になりつつあった。

　そして思考がここまで進めば、あとは確かく認にんすることでしか手段は残っていない。

　確かめねば──。




　レインがエアの協力者でない──そのことを。




（……レイン）

　アスリーは元の位置に戻もどっていた。

　カイセイと出会った森林の奥、そこからまっすぐ歩いていると考えごとのせいもあってか、かなり早く到とう着ちやくしたように感じた。

　ほんの数分しかこの場から離はなれていなかった。

　光景は変わっているわけがない。

　わずかに開けたその場所にエクセリアは変わらずあり続けていた。

　もちろん、その席に黒くろ髪かみの少年を乗せたまま。

　風防の奥から横顔が見えている。

　どうやら──レインは完全に寝ね入いっているようだ。

（……）

　アスリーは足音を抑えた。

　足底で地面を踏ふみしめて音を鳴らさないためにその場で靴くつを脱ぬいで裸足はだしになると、ゆっくりとエクセリアの元まで向かっていく。

　そして、細心の注意を払はらって音を立てないように機体の操縦席にアスリーは乗り込んだ。

　レインは起きない。

　穏おだやかな寝息を立てて寝入っている。

　昼から戦せん闘とうが続いた末、寝ているところを無理やり起こされた今回の哨しよう戒かい任務だ。

　蓄ちく積せきした疲ひ労ろうは、警けい戒かい心が強い少年にも深い眠ねむりを与あたえていた。

　アスリーは視線を下ろす。

　そこにはレインの腰こしに付けられた拳けん銃じゆうがあった。

　彼の愛用の銃だ。

　戦場ではいつも持ち歩いているリボルバーに間違いなかった。

（……）

　アスリーは信じたい。

　この目の前の少年は潔白であると。

　たとえエアと秘密を共有する間あいだ柄がらであろうと、亡霊という戦火を振りまく存在に自ら進んで力を貸しているわけがないと無条件に信しん頼らいしたかった。

　けれど冷静に理解もしている。

　その思いはただの願望であり、『もしかしたら』という恐怖に勝てない自分の弱い心が生み出している幻げん想そうであるということを。

　だから──

（私が……）

　私が確かめないといけない。

　証明しなければならない。

　レインは決して亡霊という存在に与くみするような人間でないということ──撃ち取った人間の存在と功績を消すという悪魔の弾丸など使っていないということを。

　アスリーは手を伸のばした。

　レインの腰こし元もとにあるホルダーまではすぐだった。

　軽く身を乗り出すだけで、容易に右手が届いた。

（……、）

　覚かく悟ごを決めた。

　拳銃を抜ぬき取るためにホルダーの留め具に手を掛かけて、人差し指だけでそれを外した。

　瞬間、ぱちんと音が鳴った。

　予想よりも響ひびく音だった。

　ひやりとしてレインの顔を覗のぞく。

　瞼まぶたが少しだけ動いたようだった。

　けれど、反応を少し示しただけで起きてはいない。

（──大だい丈じよう夫ぶ）

　慌あわてる必要はない。

　アスリーは拳銃の銃じゆう把はに指をかけてホルダーから抜き取った。ゆっくり抜き取ったので音も振しん動どうもすることはなく、するすると拳銃は抜けてアスリーの手に収まった。

　心の中で息を吐はく。

　抜き取ることに成功した。

　あとはこの中に入っている弾丸を確認するだけ──この中に入っている弾丸が普ふ通つうの弾丸であるだけで、自分はレインの事を信じることが出来る。

　亡霊などに手を貸していない。

　悪魔の弾丸という非道な兵器を使って戦っていないと。

　確認のため、アスリーはリボルバーに手を掛けた。




「なにをしている」




　その時だった。

　アスリーの首元が強力に摑つかまれ、そのまま万力のように締しめ上げられた。

「が、あ！」

　それが何か確認するまでもない。

　首を摑んできたのはレインだった。

「……、アス、リー？」

　そしてその時になって、レインは摑み上げた人間がアスリーと気付いたようだった。どうやら拳銃を抜き取った人間を反射的に攻こう撃げきしただけらしい。

　向かい合う形なので顔は互たがいによく見えた。

　レインは寝起きに近いが、それでもしっかりと自分の顔を確認してくる。

　摑み上げているのが級友のアスリーであると。

　しかし、

「アスリー。それを返せ」

　レインは──手を放すことはなかった。

　反射的に攻撃しただけなのだから「ああアスリーか。すまない」と言って手を放して笑うようなことをしなかった。その手の握あく力りよくは依い然ぜんとして強いままだった。

　──いつでも絞こう殺さつできるように。

　けれどそれも当然だ。

　レインには、アスリーの手に握にぎられたリボルバー拳銃がしっかり見えているからだ。

「それは俺の拳銃だ。早く返せ」

　機上に鋭するどい緊きん張ちようが走る。

　──殺気。

　アスリーはそれを確かに感じた。

　レインは反対の手を伸ばして拳銃を取り戻そうとする。

　しかし、

「な、なんで……？」

「理由はいい。とにかく返せ」

「……」

　アスリーは手中の拳銃を返しはしなかった。

　依然として首元を摑んでいるレインの力は強い。

　そして、

「いいから、──くそ、とにかく返してもらうぞ」

　レインは強きよう硬こう策さくに出ようと、アスリーの右手首を摑んだ。

　その時──

（──！）

　アスリーは動いた。

　レインの手を振ふりほどくと同時、彼の拳銃を機体の縁へりに力の限り叩たたきつけた。

　拳銃に衝しよう撃げきが走る。

　たたき壊こわすほどの衝撃でもって、弾だん倉そう部分が壊れて中身が散らばっていく。

　そしてその中身は、

（──い、や、）

　──『銀』。

　明らかに他ほかと違う。

　異形の銀色の弾丸が月光に散乱する。

「──いやあああああああああ！」

　アスリーの叫さけびが響き渡わたる。

　それは最も知りたくなかった光景を見た故ゆえだった。

　銀色の弾丸は他と比べようがなく独特のものだ。

　言い訳のしようもない。

　弁を立てても最も早はや関係ない。

　レインは──亡霊に手を貸している。

　そのことが確定した。

　それも陰かげからではない。

　人を消し去る兵器を前線で行使していることを、その拳銃が証明していた。

「あ、ああ……」

　ばらばらと銀の弾丸が落ちていく。

　それが残ざん酷こくな事実を告げる。

　この少年は──自分の復ふく讐しゆうの対象となる一人だと。

「あ、ああああ……」

　アスリーは激しく取り乱した。

　ただ愕がく然ぜんとする光景に驚おどろき、レインの拘こう束そくを振り払い、その場から感情のまま飛び出した。

「アスリー！」

　レインの制止を聞かず、アスリーは走った。

　ただ目の前の現実から逃にげる様に、恐きよう怖ふを振り払う様に、ろくに光も差さない森の中へと逃げ入ると、それから二度と元の場所に帰ることはなかった。

　消失の籠こめられた弾丸──それを目にした彼女はただ逃げ去った。

　そしてその事は一つの事実を残した。




　アスリー・マグメットは軍務を放ほう棄きして逃とう亡ぼうした。

　それは死罪に該がい当とうする行こう為いであり、この瞬しゆん間かんから少女は『逃亡兵』となった。








５、劫ごう火か






　どこか遠い場所にいるようだった。

　未いまだに何が起こったのか、レインは正確に把は握あくできなかった。

「アスリー！」

　居い眠ねむりをしていたのは別に油断でもなく、適切な休きゆう憩けいの一いつ環かんだった。

　しかし少し深めに眠っていた状態から覚めた時、そこにいたのは自分の拳けん銃じゆうを取り出そうとする人間の姿であり、反射的に攻撃をしていた。

　拳銃には悪あく魔まの弾丸という重大な秘密が入っている。

　殺すつもりで喉のど元もとを握り込んだ。

　しかし、その正体が級友のアスリーであると──どうしたら予想できるだろうか。

「あいつ、どこに……！」

　森の奥に逃げ去っていったアスリー。

　あまりに急なことで完全に彼女の事を見失ってしまった。

「くそ……！」

　残されたのはエクセリアが一機。

　レインも単純な運転だけなら辛かろうじてできるが、こんな暗くら闇やみの森林の中、走って逃げた人間を追うことなどどう考えても無理だった。

　それに分からない。

　アスリーは、何な故ぜ逃げ去ったのか。

　確かに自分はアスリーの首を殺気を込めて握りしめた。

　しかしそれだけで取り乱し、叫びながら逃げていくとはどうしても考えにくい。アスリーも軍人である以上、友人相手でも武器を取ろうとする意味は分かるだろう。

　逃げたのは、暴力行為が理由ではない。

　別の事こと柄がらがあったからこそ、アスリーは狼ろう狽ばいして逃げ出したのだ。

　そして、彼女が取り乱した理由で、ほかに思い当たることは一つしかない。

　それは、今でも足元に転がる──銀色の弾丸。

（アスリーは、これを見たから……？）

　だから、取り乱して逃げ去ったというのか？

　しかしこの弾丸は、見た目には色以外普通のものとなんら変わらない。もしこれを見て特別何か違ちがうものだと分かる人間がいたとしたら、それは悪魔の弾丸を知る以外に──。

（、まさか、──）

　思い当たる。

　そうだ。

　この弾丸を見て「普ふ通つうと違う」と気付ける人間。

　それはすなわち、これが「悪魔の弾丸」と知っているということになる。

　そして現状、この弾丸の事を知っている人間は自分とエアだけのはずだが──

（なんで、アスリーが？）

　知っているのだ。

　これが特別なものであると。

　そしてなぜ、激しく取り乱しながら逃げ去っていったのか。

　単純に考えれば答えは一つだ。

　アスリーは知っているのだ。

　この銀色の弾丸が──悪魔の力を宿した兵器であると。

「っ、どうすれば──」

　考える。

　逃げ去ったアスリーを捜そう索さくする術すべはまったく存在しない。

　けれど野放しには絶対にできない。

　この弾丸の秘密は決して他に漏もれることは許されない。人間を消すという破格の能力を備えたこの武器は、戦場を変えようとするレインの最大にして唯ゆい一いつの切り札だ。

　その秘密は何に代えても守らねばならない。

　なんとかアスリーを捜さがすことはできないだろうか。

　そこまで思い立った時、

（……どうすれば）

　レインはふと気付いた。

　──アスリーを捕つかまえたところで、自分はどうしようというのだ？

　誰だれにも言わないでくれと頼たのむのか？

　それとも俺たちと一いつ緒しよに戦ってくれとでも言うつもりなのか？

　──馬ば鹿かげている。

　悪魔の弾丸の秘密は絶対であるが、特にアスリーには知られる訳にはいかなかった。

　何故ならアスリーは両親を戦火の中で失っている。

　あの戦いは亡霊ゴースト同士が戦った結果生まれたものだった。そして悪魔の弾丸を生み出した存在であるエアが亡霊である限り、彼女はエアを許しはしないだろう。

　レインはそこまで無意識に理解していた。

　しかしそれでも、アスリーを捕まえねばならないと考えていた。

　つまり、捕まえるという行為の結果──口くち封ふうじに殺すことまで想定していたのだ。

（、俺は、なにを──）

　愕然とする。

　無意識とはいえそんな思考に至っていたことに。

　気付けばレインは足を止めていた。

　森の静せい寂じやくに合わせる様に、月に雲がかかって一層暗くなる。

　レインは闇をただ見つめることしかできなかった。







　三日が経過した。

　東国の首都アレストラでは年に一度の祭日を迎むかえようとしていた。

　国で定められた祝日に合わせ、三日通して首都全体で祝賀祭が開かい催さいされる。

　本来は豊ほう穣じようと恵めぐみを祈いのる謝肉祭としての意味合いが大きいが、工業都市として発展したアレストラでは酒池肉林に彩いろどられることが多くなる。

　情勢としては戦時中であり、敵国からの侵しん略りやくと戦火が迫せまっている。

　しかしこの日に限れば、多くの人間が大小拘わらず悩なやみを捨て祝い事に気を傾かたむけていた。

　そして、

「はい認にん識しき票を確認しました。格納庫は五番です」

　レインは首都西方で貨物の警護任務に就いていた。

　学生兵として割り振ふられた当初は、武力的な警護と聞かされていた。しかしいざ派は遣けんされて来てみれば任されたのは物資を運ぶ貨物列車の案内役だった。

　完全に雑用だった。

　しかし文句も言えない。

　今日はどこも人手不足らしい。

　祭日でいつもの倍以上の貨物が来るので処理が追い付かず、仕方なく警けい邏ら担当で来た学生兵にも検問所で管理を任せるという非常事態は誰もが黙もく認にんすることだった。

　次々と貨物列車が来る。

　それを渡わたされた認識票に従って案内していく。

　午前中だけで五十台近くは案内しただろうか。

　戦時中ということもあり、首都に入る列車は一台の例外もなく検問所でチェックを受けることになっているが、祝賀祭が開催される時も念入りに検査が入る。

　仕事開始から四時間が経過した。

　そして、いよいよ気力が尽つきようという時になって、

「前半組、休憩に行っていいぞ」

　上官から休息の指示が出た。

　レインと共に朝から働いている人員はその言葉と共に手を下ろすと、雑用に文句を言いながら、支給品である軽食と飲料水を受け取って各おの々おの休憩に入っていった。味はあまり良くないが量だけはある軽食は肉体労働には相あい性しようが良かった。

　けれど、レインは、

「……」

　軽食や飲料水を受け取らなかった。

　他ほかに何か食料を持ってもいない。

　ただの手ぶらだ。

　そして、休憩に向かう人間たちとはほぼ反対方向へと一人歩いていく。

　そこにあるのは検問所を上方から見下ろすことが出来る高台だった。

　自分以外に誰一人ひとりとしていない。見張りのために作られた場所であり、普通は誰も近寄りもしないところだから、誰もいないのは当たり前だろうか。

　レインは高台の頂上にたどり着くと同時に座り込んだ。

　縁へりの部分に足をかけてどっと力を抜ぬく。

　しかし……何をするでもない。

　ただ検問所の真上から、行き来する大量の列車を眺ながめていた。

　眺めながら──考えていた。

「なにしてんのよ」

「……？」

「その様子だと、またなにも食べてないみたいね」

　言われながら頭にずしりと感覚があった。

　なにか置かれたらしい。

　首を動かしてみると、ぽとりと手元に落ちたのは真っ赤なリンゴだった。

　レインは視線を上げた。

「食事くらいちゃんとしなさい」

　そこにいたのは銀ぎん髪ぱつの少女だった。

「エア……」

「今日も仕事で大変ね？」

　心では思っていない言い方だった。まあエアはいつもこんな感じなので別にいい。

　今日は学院や戦場で着ているような制服ではなく、珍めずらしく私服だった。まだ寒気に近い時期であるが、動きやすさを優先してか腰こし元もとには短めのスカートを着ていた。

　しかし、普通そうだろう。

　エアは今日、レインと違って休日である。

　祝賀祭を仕事で埋うめることなく、楽しめる立場にあるのだ。

「祭りはいいのか」

「んー、まあ、甘いものは大体食べてきたし」

　一人で回ってもあれだしね、とエアは言った。

　そして、レインの手に載っているリンゴを指さして、

「リンゴはいける？」

「……」

「一応、食べられそうなのを考えて買ってはきたけど」

「……エアに気を遣つかわれる時が来るとは」

「どういう意味よ」

「祭りはいい日だ」

「祭りじゃなくても人に気を遣うくらいするわよ」

　ああもう食べないなら返して、とエアが手を伸のばしてくるが、

「いや、試ためしてみる。ありがとう」

　エアの手を避さけながら、リンゴをレインはかじった。

　鮮せん度どがいいせいか皮は通常より張りが良かった。

　この時期のリンゴは収しゆう穫かくの最盛期を迎え、東国オルトメニアでは多数ある果実の中でも最も流通量が多くなる。貨物列車にリンゴ専用があったくらいだ。

　そしてその旬しゆんに重なったリンゴは非常に味がいいとされる。実際、甘いものに目がないエアが選んできた以上、味に関しては間ま違ちがいないだろう。

　しかし、食べられなかった。

「うっ」

　実際には体は空腹を感じている。

　しかしレインは、数口だけ口にして、

「ぐ、う……！」

　吐はいてしまっていた。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ、」

　返事をするが、本当は嘔おう気きで倒たおれそうだった。

（──くそ）

　けれどそれでも何としても腹に何か入れねばならないと思い、吐き気を抑おさえながらレインはリンゴを少しずつ咀そ嚼しやくし飲み込んでいった。

　そしてその様子をじっとエアは見ていた。

　何も言わずしばらく無言でいたが、

「また考えていたの？」

「……」

「決心はついた？」

「決心って──」

「アスリーのこと」

　エアは簡潔に言う。

　こんな時でも迂う遠えんなことを言わない。

「別にレインが何を考えていたっていい。その選せん択たくをするのは私じゃないから」

　そう言う彼女は落ち着いた様子だった。

　けれどその心根だけは、

「ただ決めるなら早めに決めた方がいい。そのせいで死ぬ人がいるかもしれないもの」

　冷静に現状を把は握あくしてのエアの言葉だった。

　レインは頭を抱かかえる。

　──どうする。

　それは今日だけでなく、三日前から変わらず続いている思考だった。




　三日前──。

　アスリー・マグメットは軍からの逃とう亡ぼうを実行した。

　レインと接した時、銀色の弾だん丸がんを見た彼女は取り乱しながら逃にげ去っていき、そして二度と戻もどることはなかった。

　その状態に対して、レインには選せん択たく肢しが生まれることになった。

　それは『アスリーを逃亡兵として軍に報告する』かどうかだ。

　報告の有う無むによってアスリーの進退は大きく変わる。

　レインは、アスリーが軍務中にも拘わらず逃げ出した理由が分かっている。

　──悪あく魔まの弾丸。

　何かしらの切っ掛かけで、彼女はその存在を知っていた。

　そしてその弾丸がレインの拳けん銃じゆうから出てきた場面を目もく撃げきしたことで、彼女は逃げてしまった。しかし、それはアスリーが逃亡した理由として軍に報告出来ない。

　悪魔の弾丸のことがどうしても絡からんでくるからだ。

　軍上層にもこの弾丸のことは絶対秘密だ。

　だからこそ──。

　だからこそだ。

　レインはまだ軍にアスリーを逃亡兵だと報告を出来ないでいた。

『戦せん闘とう中にはぐれてしまって戻っていない』

　そう報告している状態だ。

　この状じよう況きようでもし、レインが正直に報告すれば、アスリーに手配が回り始める。

　そして手配が回るということは、アスリーは国から追われる罪人になるということだ。

　加えて、あの時は運悪く軍命による任務中だった。

　戦闘はなくともアスリーは軍命違い反はんと敵前逃亡を重ねた形になったのだ。たとえ学生兵でも死し刑けいが適用される可能性は十分にある。

　そのため、レインは悩なやんで動けずにいた。

　寝ねても覚めても考えるのはそのことだ。

　理性と私情がぐるぐると頭の中を回った。

　眠ねむることもできない。

　凄すさまじいストレスで食しよく欲よくは減退し、無理やり飲み込んでも吐いてしまう。

　ここ数日ろくに食事も睡すい眠みんもとれていなかった。

　そして、その疲つかれた思考のまま、

「私は報告すべきと思う」

　エアの意見をレインは聞いていた。

　──三日前。

　レインがアスリーと袂たもとを分かつことになったあの日、その直前でエアはアスリーと接せつ触しよくしていたという。偶ぐう然ぜん浴室を同じくすることになったが、その時にアスリーは悪魔の弾丸の存在を知っていることをエアに仄ほのめかしてきたとのことだった。

「なんでアスリーはわざわざ風ふ呂ろ場ばでそんなことを」

「特に意味はなかったように思う。口から思わず出たって感じだったから」

「そうなのか」

「本当に悪魔の弾丸について知っているなら、少なくとも私だったら自分だけは銃じゆうを持って話をするわよ。口くち封ふうじに殺されてしまうかもしれないんだから」

　確かに。

　凶きよう悪あくな兵器について知っていると相手に告げることは危険だと誰だれでも分かることだ。

　普ふ通つうは武装して話を聞きだすだろう。

　けれどアスリーは浴場で丸まる腰ごしのままエアに話を切り出したらしい。

　それはすなわち、アスリーはエアが黒であると確信してなかったということだ。

　半信半疑だから思わず聞いたのだろう。

　そういうことになる。

　しかし、

「そうだとしても、そもそも何な故ぜアスリーは悪魔の弾丸のことを知っているんだ」

　レインはさらなる疑問を口にする。

　けれどそれは避けては通れぬ疑問だ。

　これまでレインたちは、悪魔の弾丸を絶対の秘密としていた。人間が消えると世界が切り替かわるという性質上、消えた人間を覚えているのもレインとエアだけだ。

　それなのに何故、アスリーは認にん識しきできたのか。

「その疑問に答える仮説は一つね」

　エアは言う。

「アスリーは悪魔の弾丸を使ったことがあるのよ」

「だったら、やはり」

「ええ。その一回は間違いなく、キルリリスに使用された一撃ね」

　それは忘れる筈はずがない事件の一つだ。

　亡霊の一人であるキルリリス・ランバート。撃うった対象に無差別に死を与あたえる弾丸を持った破格の魔導士は、レインたちとの戦いの後、何者かに消されたことがあった。

　今までずっと正体不明であったが──それならば納なつ得とくがいく。




　アスリーは亡霊キルリリスを殺していた。

　そして世界の認識が可能な状態にあった。

　全すべてに──勘かんづいていたのだ。




「だから悪魔の弾丸を使ったことのあるあの子は切り替えを認識できたし、私たちの行動にも気付いた。ただ決定的な確信はできなかったから、私に迂う闊かつに話をしたのよ」

「……」

「ともかく、あの子を逃げたままにするのは危険」

「……分かっている」

　情報が洩もれるリスクが続いている。

　こうしている今にも、アスリーは誰かに悪魔の弾丸について話しているかもしれない。

　どうにかせねばならない。

　それだけは確かだ。

　しかし、いざ悪魔の弾丸の秘密を守ることを優先的に考える段になって、どれだけ温情的な対処を考えたとしても、軍人としてレインが至る答えは一つだった。

　──アスリーを殺すしかないと。

「っ、」

　その答えが受け入れられない。

　だから三日間、何もできないでいる。

　食事がまともにできないほど受け入れられない。

　そしてこの瞬しゆん間かんすら決断できずにいる自分に走る嫌けん悪お感で精神が大きく削けずられていく。

「……」

　その様子をすぐ横でエアが見ていた。

　レインと同じように腰こし掛かけているが、じっと覗のぞき込むような表情をしている。やがてレインがこれ以上自分で考えを進めることは難しいと判断したのか、

「ねえレイン」

「なんだ」

「手を貸して」

「……手？」

「いいから手のひらをパーにして」

「……？」

　手をパーにすることに、一体どんな意味があるのか。

　分からないがレインは言われるがまま右手をパーにして差し出したが、それに合わせるようにしてエアも右手を合わせてきた。

　しかし、ただ手を繫つないだのではない。

　エアは絡み合わせる様にして互たがい違ちがいに指を絡ませてきた。

　まるで恋こい人びとがする様な手の繫ぎ方だ。

　レインは思わず声が出そうになったが、

「どう思う？」

「どう思うって……」

「私の手」

　どうと言われても返答に困るしか出来なかったが、

「小さいでしょ」

「ああ、まあ、それは」

「でもね、こんな手でも、いざ銃を握にぎれば何人も殺せるの」

「それは──」

　そうだろう。

「私は見た目で油断を誘さそえるからね。これまで何人も、私には何も出来ないと思って油断している奴やつらを返り討うちにしてきた。笑えるわよね、彼らが参考にしたのはただの見た目でしかなかったのに」

　まだ手を繫ぎながらエアは言う。

　そしてここまで言われれば、さすがのレインもエアの言わんとすることは分かった。

「甘い考えで放置するなってことか」

「ええ。どんな人間が何をするかなんて、結局最終的には分からない。でも根こん拠きよのない考えを優先して痛い目に遭あった人間を、私は何人も見てきた」

　つまりは、アスリーを見み逃のがすことは油断でしかないという。

　まさか、そんなことをするはずがない。

　まさか裏切る筈がない──そんな思いが多くの悲劇を生んできた。

「信しん頼らいすることと何も考えないでいることはまったく別。そしてレイン、あなたがアスリーに傾かたむけているのは信頼でなく、ただの願望」

「……ああ」

　分かりやすい忠告。

　ここまでエアが考えを言うのは珍めずらしい。

　だからこそ強調される。

　逃にげたアスリーの報告をしていない現在が、異常なことであると。

　そして、それらのことを受けてレインは、

「……分かった」

　ようやく決めたのだった。

「気が固まった。俺が報告する──軍にアスリーが消えたのは脱だつ走そうだったと告げる」

「そう」
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　エアの表情がわずかにくもる。

　それは予想外の反応だった。

　エアの忠告を聞き入れたのだから肯こう定てい的な反応をすると思ったのだ。

　けれどエアはレインの返事に、間違いなく苦々しい顔をした。

　表れていたのは悲しみの表情。

　果たして──それがエアの本音なのかは分からなかった。レインは感情を読み取る様な事は苦手だ。ただ握り合ったままだったエアの手はさらに強く握られていた。




　レインが派は遣けんされた西方検問所には二本の路線が通っている。

　往来する貨物列車がそれぞれ一通ずつ開通しており、その路線二本が開通する地点以外は高い城じよう壁へきで囲まれており外部から首都内に入ることは決して簡単ではない。

　関所としても機能しているからだ。

　特に現在は戦時中であり、工作員や武装した集団が襲しゆう来らいした時にも対応できるように関門手前の線路は『跳はね橋』の構造に改造されている。

　使う時は橋を下ろせば開通し、不必要な時は上げれば線路は消える。

　侵しん入にゆう者がいても、鎖くさりを巻き取り線路橋を上げれば入り口は消え、何ど処こからも入れない。

　上がった線路橋自体が防壁の一部となるからだ。

　さらには、緊きん急きゆう時に備えてエクセリアが三機常じよう駐ちゆうしている。

　軍から派遣されている魔導士もレインたち学生兵を除いて十人は揃そろっているため、何かあった時は小隊レベルで作戦行動を取ることは可能な状態にある。

「休きゆう憩けいはあとどれくらい？」

「残り一時間くらいは」

「案外長いのね」

　そこで、んーとエアは考えて、

「ならまあそれくらいまではいるわ」

　しばらく彼女もこの高台に居座ることになった。

　しかし、ここは検問所全体を見み渡わたすためだけに作られた見張り台であり、景色がいいこと以外に全く良いところがない。

　風も容よう赦しやなく吹ふいている。

　見張り場の縁へりにガードも何もないので、足を滑すべらせば二十メートルは落下する。

　正直、レインは微妙な高さがあってあまり動きたくない場所だ。

　けれどエアは物珍しそうにちょろちょろと移動しては、高台から望むことのできる景色を楽しんでいるようだった。見下ろせば検問所を出入りする列車の往来を見ることが出来るし、後ろを振ふり向けば祝祭中の首都を見ることも出来る。

　どちらも人の動きが多い。

　遠目にぼんやり見ていても楽しいのだろう。

　祝い事と無む縁えんなところにいるレインも、その人々の活気にわずかに心を整えられる部分があった。ここ数日──いや、悪あく魔まの弾だん丸がんを手にした日から心休まる時などほとんどない状態で走ってきた。心は気付かぬ内に大きく削られていた。

　そして、今回のアスリーの件──。

　誤ご魔ま化かしなく言えば、大きなショックだった。

　アスリーに自分が非道な兵器を使っていたのを知られたこと。

　アスリーが使っていたこと。

　そして彼女が逃げ出したことで──自分は彼女を捕つかまえねばならぬ立場になったこと。

　エアは線路を見下ろしている。

　レインは反対の方角に目をやった。

　そこからは首都を一望することが出来た。

（……）

　午後の最盛期に差し掛かり、街中が祝祭で沸わいている。

　三日かけて行われるうち、やはり最も活気があるのは今日のような初日で、昼間で十分明るいのに、所々個人で上げている花火やかがり火も見られた。

　夜になればもっと多くの火が焚たかれることになる。

　それは豊ほう穣じようを司つかさどる神々への道標であり、守護を預かるための儀ぎ礼れいの一部とされているが、街の人間の殆ほとんどは明るくて綺き麗れいな花火を単純に喜ぶだけとなっている。

　レインもそうだった。

　この街に来てから、この祝祭には毎年参加しているので繰くり返し見てきた。

　アスリーに付き添そう形で。

「……」

　本当に毎年一いつ緒しよだった。

　入学した初年度から今まで通して三回とも祝祭に参加した。

　同じ時を過ごした。

　忘れるようなこともなければ、記き憶おくが薄うすれることもない。

　毎年この日の光景はアスリーと共に見てきた。そのことが、戦火に激しい感情を沸かせ続けるレインの心を平常に保つのにどれほど役立ったか誰だれも知らない。

　ただ──今年は違う。

　アスリーはいない。

　いつも一緒にいた彼女の姿はない。

（俺は──）

　正しい道に来たのだろうか。

　正しいと思い続けていた道が実はただの的外れで、どうしようもない方向へ突つき進んでいる状態にあるとしても、自分はそれを証明する手段がない。

　もしかしたら──。

　とんでもない方向に俺は進み続けているのではないか。

　なにか取り返しのつかない事態に差し掛かっていて、もうそれはすでに始まろうとしているのではないか──そんな考えが。

　過よぎった時だった。

「え……？」

　エアの声。

　それは線路側を見ていたエアの反応だった。

「なんか変……」

「どうかしたのか」

「検けん閲えつ待ちしているあの車両、さっきから全然動いてない」

「動いていない？」

　検閲を受けられる車両は限られているため混こめば順番待ちをすることになる。特に今日は祭日であり路線は通常より混雑している状態にあった。

　その中の待機している車両の一つに異変があった。

　エアはそれに目め敏ざとく気付いた。

　順番待ちをしていた一つの車両──。

　それが先ほどから一度も動いていないのだ。

　検査が済むごとに列は進んでいくが、その車両は列が進んでも前に詰つめることなくその場で停留を続けている。無論、距きよ離りを詰めたところで検閲が早まるわけではない。

　動く意味はないが、普ふ通つうは前の車両が動けば移動するはずだ。

　しかしその車両は、動いていなかった。

　次々に順番が回り、検閲所まで二百メートルの距離が空く。

　それでも──動いていなかった。

「……動力が故障でもしたのか？」

　待機している間に動力が壊こわれれば動くことはないだろう。

　けれど、そうなればすぐに牽けん引いんして動かす必要がある。線路の上で立ち往生されれば後続の列車も動くことが出来ないからだ。そして立ち往生した車両から降りてくる人間もいなかった。そこでようやく異変に気付いた検閲側が、様子を見るためにエクセリア一機を向かわせた。エクセリアの動力を使えば牽引程度は一機で十分に出来る。

　車両から検閲所までの二百メートルは開けた平地だ。

　線路以外に何もない。

　障害物もなく視界は良好だった。

　エクセリアはその場所を走行しながら、停止した車両に向かっていった。

　距離はあっという間に縮まった。

　残り五十メートルというところまでエクセリアは接近していった。

　その瞬しゆん間かんだった。




　耳をつんざくような爆ばく音おんと共に、接近していたエクセリアが火か焰えんに包まれて爆散した。




「──な！」

　高台から様子を見ていたレインとエアには全すべてが見えていた。

　エクセリアが車両に近付くと同時、先頭車両から無数の弾丸魔法が射出されたのだ。

　エクセリアの操縦者が回かい避ひする間もないほど圧あつ倒とう的な弾幕は機体を撃うち抜き、そして外れた弾丸は、そのまま検問所の防壁に着弾した。

（う、……！）

　激しい轟ごう音おんと振しん動どう。

　高台にいるレインたちにも伝った。

　足元に見えていた検閲所に激しい炎ほのおが巻き上がる。

　──攻こう撃げきだ。

　それも個人的なテロリズムや破は壊かい行動ではありえない、明確な秩ちつ序じよと規律のもとに行われた組織的攻撃であると理解する中で、事態はさらに動いた。

　停止した車両から、西国エクセリアＡＴ３が飛び出してきた。

　それも十機。

　明らかにこちらの戦力を上回る量だった。

「──門番！」

　レインは縁から身を乗り出し、下に向かって叫さけぶ。

「線路を上げろ！　このままだと侵入される！」

　線路の一部は跳はね橋構造になっている。

　鎖を巻き取れば線路橋部分は防ぼう壁へきの一部となり、出入り口は塞ふさがれる。しかし先の砲ほう撃げきによって、跳ね橋を操作する門番たちは茫ぼう然ぜん自じ失しつとなっていた。レインの声が届いたのか、ようやく橋を上げるための操作を行うが、動作開始まで十数秒のラグがある。

　間に合わない。

　敵機はすでに大きく距離を詰めていた。

　もし一機でも侵入を許せば、内部からの衝しよう撃げきに弱い跳ね橋は簡単に破壊される。

「──くそ！」

　このままだと侵入される。

　敵国のエクセリア十機。

　首都に侵入されれば甚じん大だいな被ひ害がいをもたらす戦力だ。

　眼下では突とつ然ぜんの攻撃でパニックになった人員たちが逃にげ惑まどっているため、防衛のために配置されていた魔導士たちも初動が遅おくれていた。

　エクセリアは起動できていないし、銃じゆう撃げきによる牽けん制せいもすぐに行えない状じよう況きようにあった。

　レインは、

（──やるしか、）

　背部のライフルを手に取って座り込んだ。

　そして膝ひざと肩かたで銃身を固定し、接近する敵エクセリアに銃口を向ける。

（二十秒──）

　二十秒でいい。

　その時間だけ足止めできれば、線路橋は吊つり上げられ、出入り口は塞がれる。

　けれどそのためには、十機ものエクセリアを同時に牽制せねばならない。その量を一人で射撃するのはまさに神かみ業わざ──わずかな失敗も許されない芸当だった。

　しかし、

「私が右側を担当する」

　今のレインは一人ではない。

「エア……」

「同時に撃ち込むわよ。それぞれ連射可能な二撃を正確に着弾させれば、十機くらいなら足を止める爆風を生み出せる。時間稼かせぎは決して不可能じゃない」

　言いながら、エアも座位で以もつてレインと同様に構える。

　そして理解していた。

　この射撃を外せば──街にいる数千人がそのまま殺さつ戮りくされると。

　果たして、

「──今！」

　エアの合図で以て、レインは引ひき鉄がねを引いた。巨きよ木ぼくすら破壊する弾だん丸がん魔法が接近するエクセリアの進路に向かって直進する。狙ねらうのは機体そのものでない、地面に着弾させることによって突とつ撃げきしてくる十機を足止めさせることが目的だった。

　けれど、エアと合わせて時間内に撃てるのは四発。

　それだけで十機を止めるためには、正確な射撃とタイミングが必ひつ須すだ。運も相当味方しなければ達成することのできない曲芸ともいえる行こう為い──それは、

「……どうなるかと思ったけど」

　数秒後に結果が出た。

　二人が放った四発は、

「案外、どうにかなるものね」

　正確に敵機の進路に着弾した。

　突破する隙すき間まを埋うめる様に発生した爆風は、冒進し続けていたエクセリアに急制動をかけさせ、その勢いを完全に殺すことに成功したのだ。

　足止めを食らった一団はすぐに再加速させる。

　しかし、一いつ瞬しゆんの遅れが全てを変えた。

　敵機が再接近する。

　しかし、それらが三十メートル手前にまで近づいた時だった。

　轟音と共に、跳ね橋の吊り上げが開始された。

　一度巻き上げが開始されれば、そこからはあっという間の事だった。鎖によって巻き上げられた関門は、があん！　と大きな音を立てて、出入り口を塞ぐことに成功した。




　どっと緊きん張ちようが解けた。

　──なんとか首都への侵しん入にゆうを防ぐことはできた。

　レインは構えを解いて、ライフルを手から離はなす。

　心臓が割れそうなほど鳴っている。

　しかし、鼓こ動どうを抑おさえて落ち着いていられる時間などない。

　今の時点では、ひとまず敵機の侵入を防いだに過ぎないからだ。

「エア」

「ええ」

　エアに声を掛かけて、レインは高台から階下に下っていく。

　そして既すでに門が閉じられた検問所内の停留所に辿たどり着いたが、足を踏ふみ入れた時、

「う……」

　そこに広がっていたのは地じ獄ごくだった。

　無数の死体が散らばる凄せい惨さんな光景がそこにはあった。

　先刻、敵機から放たれた無数の弾丸魔法が検問所の中を蹂じゆう躙りんした結果だ。随ずい所しよから火の手が上がり、悲鳴や怒ど号ごうが連れん鎖さのように飛び交かっている。

　ほとんどの人間は軍人でない職員ばかりだ。

　恐きよう慌こう状態になることは当然だろう。

（くそ、何人が死んだんだ……）

　派は遣けんされて来ていた軍部の人間や学生兵は比ひ較かく的平静を保っていたため、手分けをして無事だった人間の避難誘ゆう導どうと未いまだ門外に構えている敵機への対応へ移行した。

　レインたちは敵機への対応へ移された。

　弾丸魔法が使える魔導士は八人。

　その全員で鉄門の隙間から外側を覗のぞき、見ながら警けい戒かい態勢に移った。

　先ほどの十機は未だ駐ちゆう留りゆうしている。

　狙そ撃げきに備えてすぐに動ける陣じん形けいを取っている。

　しかし、

「なんで退ひかないのかしら──」

　様子を見ていたエアが独り言をつぶやく。気にかかった事を思わず口にしていただけだが、その内容はレインにとっても同じく抱いだく疑問だった。

　西国からの奇き襲しゆう──。

　貨物列車を装よそおった電撃戦は確かに有効だった。

　停止した車両ということで無警戒に近付いたエクセリア一機を容易たやすく破壊することに成功したし、不意打ちによる弾丸魔法によって検問所内の機能は停止に追い込まれた。レインとエアが対処しなければ確実に関門を突破されていただろう。

　けれどそれが失敗した今──なぜあの小隊は退かないのか？

　門は既に閉じられた。

　内部に侵入した機体がない以上、この門はもう下りることがないし、ここ以外に首都へ侵入するルートはない。あるのは数十キロ先の北門や南門だけだ。

　しかし、十機は適当にその場を旋せん回かいしながら、場を離れないでいる。

　まるで──、

「何かを待っているみたい」

「なにかって、なんだよ」

「分からないけど、でもあれは、まだ目的がある部隊の動きよ」

　エアの注意深い観察は、敵機による不ふ審しんな動きを意味があるとした。

　けれど、その正体までは分からない。

　考えている内に、検問所に残されていた東国エクセリア二機が起動準備を終えた。先ほどはみすみす一機を破壊されたが、この二機体があれば白兵戦も行える。

　軍の中ちゆう枢すうにはすでに無線を入れている。

　レインたちにできることは応おう援えんが来るまで守り切ることだけだ。

「ただ増援が来るまで、どれくらいかかるか予測できないな。今日は祭日だ。緊急通路も使用されているから、エクセリアですぐに駆かけ付けられない」

　それは重なった不運だった。祭日でなければ、近くの駐留所からエクセリアや人員がものの五分と掛からずに総集合していただろう。しかし今日はそれができない。

　首都での祝賀祭では、あらゆる道路が人や物品で溢あふれかえっている。

　そしてそのことに思い至った時、

（待て……不運？）

　レインの思し索さくがふと止まる。

　そして、極限の緊張で研とぎ澄すまされた直感が、

（いや違ちがう──敵方は「わざわざ」この日を選んで襲おそってきたんだ）

　一つの事態に気付く。

　それは敵方の強襲はこの『首都での祭日』を意図的に狙ってきたという事だ。そう考えれば、人員が比較的少ない西門を選んだのも理解できる。軍中枢から比ひ較かく的離れているこの場所には応援が最も遅おそく辿り着くことは誰だれにでも予想できるだろう。

　そこまで考えてこの日、この場所を西国は襲ってきたのだ。

　そして、敵がそれほどの策を練ってきたなら、どうしても気になる。

　それは疑問──。

　そんな巧こう緻ちな敵が──門を突破できなかった時の次策を考えなかったのか？

　作戦が計画通りいくならそれでいい。

　一発目で成功すればいいのだが、しかし、電撃戦は常に不安定であり、失敗することも非常に多い。成功する可能性が決して高くはない以上、作戦が失敗した時は速すみやかに撤てつ退たいするよう命令しておくのが通常のはずである。

　失敗したまま、あんな場所でうろうろしているはずがない。

　けれど──十機は動こうとしない。

「どうする？」

「どうするって」

　あれ以上いるつもりなら、射撃するしかないだろう。

　このままぶらつかせておく意味はない──そう思った時だった。

「来るぞ！」

　監かん視し兵の一人が声を上げると同時に、門の外が眩まばゆい閃せん光こうに包まれた。

　目もくらむような無数の光点──それはそのまま跳はね橋へと直撃した。

　敵方からの一いつ斉せい射撃──弾だん丸がん魔ま法ほうによる砲ほう撃げきだった。凄すさまじい振しん動どうと爆ばく音おんが検けん閲えつ所内の閉へい鎖さされた空間に響ひびき渡わたり、地じ震しんのような衝しよう撃げきが足場を大きく揺ゆらす。

（ぐっ──）

　凄まじい衝撃。

　壁かべ際ぎわに張り付いていたレインたちも思わず後ずさった。

　鉄門は非常に強固で破は壊かいなどされなかったが、壁越ごしでも肝きもが冷えるほどの衝撃が走る。

「強ごう引いんに突破しに来たか」

「ええ。でも効果は薄うすいわね」

　跳ね橋による壁へき面めんは非常に強固だ。

　要よう塞さいとして首都を守るには、弾丸魔法の連射程度で壊こわれることなどあってはならない。

　実際、衝撃と比べて壁面はわずかに崩くずれただけだった。

　あと百発は撃うち込まれてようやく穴が開くというところだろう。

　結果として敵からの砲撃はこちら側の安全を証明するだけになった。このまま立て籠こもっているだけで、援軍が駆け付けるまでの時間を十分に稼ぐことができる。

　現状では武器も兵力も足りない。

　この壁一つが文字通り最後の砦とりでだった。




　しかし、首都侵しん攻こうを企くわだてた一団がそんな浅はかな期待に応こたえる筈はずがなかったのだ。




「あれは……」

　砲撃の後、レインは再び敵機の観察をしていた。

　ぐるぐると門の外を旋回する機体が止まれば、こちらも狙撃するつもりでライフルを見張り窓から構えていたが、ふと視線を広く取った時だった。

　目に入ったのは列車だった。

　エクセリア十機を運うん搬ぱんしてきた偽ぎ造ぞう車両である。東国の車両として認にん証しよう板が付けられているが精せい巧こうに作られた贋がん作さくであり、計三つのコンテナを運搬してきた。

　そして先ほど、そこから十機が飛び出してきた。

　しかし、一度事態が落ち着いて、改めて注視した時にレインはようやく気付いた。

　開けられたコンテナは『二つ』だった。

　一つに五機を収容してきたのだ。

　つまり一つのコンテナは──まだ開いていない。

（──っ！）

　レインはライフルを構えた。

　出てくる前に射撃せねばならない。

　距離は三百メートル以上離れているが、ぎりぎり弾丸魔法の射程にある。

　しかし、スコープの焦しよう点てんを合わせた時だった。

　狙ねらいをつけていた未開放のコンテナが爆発した。

　凄まじい衝撃と共に炎ほのおが火柱となって立ち上る。

　それは誰かが攻こう撃げきしたからではない。

　内部に格納されていた機体が自ら外に出るために内側から破壊したのだ。

　無論、通常のエクセリアならば耐たえられない衝撃と熱波が走ったはずだ。

　それくらいの衝撃だった。

　けれどその機体にそんな配はい慮りよは不要だった。

　たとえどれだけの砲撃を受けようと傷一つ作らないのが──その機体だからだ。

「尖せん刃じん型……！」

　炎から這はい出てきたのは、炭のように黒い機体だった。

　全長は通常のエクセリアの倍を誇ほこり、質量にすれば五十倍を優に超こえる。そしてその巨きよ体たいは爆破した貨物列車から離はなれると、平地にその四つの脚あしをゆっくりと下ろした。

　一連のその動きは非常に遅く見えた。

　レインだけにではない。

　その場にいた誰もが時間の流れを遅く感じた。

　しかしそれは、あまりに予測していなかった事態と、そしてこれから起こるであろうことをすぐに理解できず、思考が麻ま痺ひした結果感じる錯さつ覚かくであった。

　それは、刺さされる瞬しゆん間かん、ナイフが遅く見える様な──。

　高所から落下する時、風景が止まる様に感じる幻げん覚かくと同じ。

　そして──その幻覚から覚めると同時だった。

　尖刃型が一気に加速してきた。

「──な！」

　巨体からは予測できないほどの超ちよう加速──。

　黒い巨体は数十メートル程度で一気に最高速に乗ると、地面を削けずりながら鉄てつ扉ぴへ突とつ進しんしてくる。狙いがすぐに分かったレインは、誰よりも早く弾丸魔法を放った。

　強きよう烈れつな破壊の魔法が、驀ばく進しんしてくる巨体へ正確に向かっていく。

　しかし、その一撃は容易く回かい避ひされた。わずかに機体進路を逸そらしただけで尖刃型はレインが放った弾丸を回避した。偶ぐう然ぜんではない、純然な技術による回避だった。

　一瞬ともいえる運動。

　けれど、それだけでレインには分かった。

　今回あの尖刃型に乗り込んでいる人間は、これまでの誰よりも手て練だれであると──。

　優れたエース級パイロットが機上していると。

（まずい──！）

　さらに接近する。

　数秒遅おくれ、レインに続いて他ほかの魔導士たちも尖刃型へ弾丸を放ち始めた。

　しかし、それは児じ戯ぎに等しかった。

　無む暗やみな弾丸のいずれも命中することはなく、ただ無む慈じ悲ひに距離は詰つめられた。

　そして──何ど処こからともなく。

　誰かが叫さけんだ。

「門から離れろ！」

　叫びの数秒後、激烈な旋せん風ぷうがその場にいた全員を引き裂さいた。

　決断するに遅かった。

　門から離れるのに遅れた魔導士たちは、尖刃型が鉄扉を粉ふん砕さいした衝撃波によって、紙人形のように千切れ飛んで行った。身体が熟うれた柘榴ざくろのようにはじけた者もいれば、風圧で壁に叩たたきつけられて痛む間もなく赤い染しみに変わった者もいた。

　弾丸魔法にすら耐える強きよう靭じんな壁面も、大質量でもって衝撃を加えれば、固定している鎖くさりや鋲びようが千切れ飛んで破壊される。その確信を何処まで敵方が持っていたか分からない。

　敵方も賭かけだったかもしれない。

　しかし、事実は確かに残った。

　勝敗は厳然として下された。

　それは西方の関門が突破されたという結果──。

　西国の機き甲こう部隊によって、市民数万人を巻き込む首都決戦が開戦したことを示していた。








６、首都決戦






「が、……！」

　全身をくまなくバットで殴なぐられたようだった。

　手足が四つまともに残っているのかも分からない激痛が全身を貫つらぬいていた。

　それでもレインは立ち上がる。

　周囲は激しい粉ふん塵じんと火か焰えんに包まれた。

　尖せん刃じん型の突進によって防壁は無残に破壊され、そしてその余波と衝撃によってこの場にいた魔導士の殆ほとんどが死体となっていた。十人近い魔導士が、一瞬で全ぜん滅めつさせられた。

　レイン自身、あと一秒回避が遅れていれば間ま違ちがいなく死んでいた。

　それに無傷ではない。

　立ち上がってから気付いたが、右肋ろつ骨こつの何本かが完全に折れている。

　息を少しすれば激痛が走る。

　興奮状態で多少は紛まぎれているが、兵士として紛れもない重じゆう症しようであった。

　しかし、それらの傷を負ってなお──レインは足を踏ふみしめて立ち上がる。

（急がないと）

　防壁を突破された。

　先行した尖刃型に続いて、後続のエクセリア十機は首都へと侵攻し、そして市井しせいの人間や施し設せつに対して無差別に攻撃を開始している。

　その人数と被ひ害がいは先ほどの検閲所の比ではない。

　祭日で街を出歩いていただけの、本当に何も知らない無む辜この人々が突然現れた侵しん略りやく者たちによって次々と殺さつ戮りくされていく。すでにかなり遠方で煙えん火かが立ち上り、渦うず巻まくような恐きよう慌こうの中で、何千人という人間の叫びが連れん鎖さしていた。

　彼らに抵てい抗こうする術すべはない。

　エクセリアと魔導士の組み合わせは現代戦術において最強だ。

　狙そ撃げきや不意打ちなどでは決して落とせない。

　特に今回は第二世代エクセリアが先せん陣じんを切っている。

　ただでさえ強力な兵器であるエクセリアの中でも、圧あつ倒とう的な馬力と強靭さを誇る第二世代エクセリア「尖刃型」を止める方法はレインにも思い付かない。

　群衆や施設に手あたり次し第だい突進を繰くり返しては無差別の殺戮を続けている。

　少なくともあの機体を止めねば──。

　この街は数時間しないうちに壊かい滅めつする。

（早く、止めないと──）

　レインはふらふらと歩いていく。

　煙けむりの立ち込める中、ぼんやりとした思考のままだったが、幸運にも歩いていった先にいたのはなんとか立ち上がろうとしている銀色の少女だった。

「エア！」

「一応、お互たがい無事だったみたいね……」

　この場にいるたった二人の生き残りだった。

　レインは衝しよう撃げきをもろに受けてしまったが、エアは体重が軽いこともあって転がるうちに衝撃の殆どが分散したらしい。全身に擦すり傷きずを作っているだけだった。

　つまり、なんとか動ける。

　たった二人だが戦術の最小単位として。

「どうする」

「尖刃型を止めるのを優先すべき」

　エアが判断を下していく。

「すでに十機以上のエクセリアが首都に侵しん入にゆうした以上、この西門を守る意味はない。内部からの破壊を止めない限り、他の防壁も簡単に突破される」

　加えて尖刃型は情報の少ない第二世代エクセリアだ。

　通常の魔導士ではその存在自体知らない者が殆どだろう。対処できるとすれば、その性能を熟知し、交戦経験もあるレインやエアなど一部の人間に限られる。

　そしてこの状じよう況きようで他に人材はいない。

　尖刃型は未いまだ首都を暴走し、殺戮を続けている。

　一刻も早く止めねば、無残に殺害される人間は積もっていくだけだ。

　あの機体を止める役割は──レインたちしかいない。

「とにかく俺たちにもエクセリアが必要だ。残った機体を回収しよう」

　尖刃型の破壊という目的が定まり、レインとエアは対たい抗こうするために必ひつ須すなエクセリアの元へ向かった。性能差はあれど、これが無くては話にすらならない。

　幸い、この検けん閲えつ所には二機のエクセリアが残存していた。

　先ほどの衝撃で吹ふき飛ばされているが、起動は問題なく行えるはずだ。レインたちは煙が深く立ち込め、死体が散乱する検閲所内を走って機体の元へ向かった。

　あまりに毒気が強い空間。

　少しでも早く抜ぬけ出すため、二人はエクセリアの元へ走った。

　しかし、

「遅おそいなあ、あまり待たせないでよ」

「！」

　辿たどり着く直前、ぞくりとするほど冷たい声が響ひびいた。

　足を止めて、目を凝こらしてようやく二人はその存在に気付くことが出来た。

　レインたちが探していた機体の上には一人の男が座っていた。

　瘦そう身しんで背が高い男。

　全体的に線が細く、だらりと長い髪かみは男か女か容易には判別出来ない。

　しかし、その異様とも言える雰ふん囲い気きに一度だけ接せつ触しよくした経験はある。

　レインは、身体の痛みを忘れるほど激げき昂こうした。

「カイセイ……！」

「光栄なことだね。そんな激烈に記き憶おくしてくれてたなんて」

　忘れる筈はずがない。

　記憶が薄うすれる筈がない。

　再び眼前に現れたこの男を、どうしたら記憶の奥にしまうことが出来るだろう。

「それに君にこうして会うのは初めてだね、エア？」

「……できれば今じゃない方がよかったわ」

「あっは、そうだね。できれば僕も君とは落ち着いて話をしたかった。こんな煙と血肉が散らばった空間なんて、僕らの対面には似合いすぎる」

　はっはと適当にカイセイは笑う。

　しかしその緩かん慢まんな態度とは対照的に、レインの思考は鋭するどい緊きん張ちようの元にあった。

　ここでこの男が現れた意味が分からぬほど馬ば鹿かではない。

　カイセイは自分たちを妨ぼう害がいするために現れたのだ。

　今回仕し掛かけられた尖せん刃じん型によるこの首都侵しん攻こうは、この男が主導権を握にぎったのだろう。

　そしてその第一関門である防ぼう壁へき突とつ破ぱと尖せん兵ぺいの奇き襲しゆうが成功した今、次の段階を成功させるためには、戦場の特異点であるエアの存在が邪じや魔まとなるのだ。

　──悪あく魔まの弾丸。

　エアの弾丸は全すべての結果を消せる。

　仮に尖刃型の操縦者を弾丸で消去されれば、作戦の成功がキャンセルされる。

　この男が悪魔の弾丸について知る以上、直接処理に来るのは当然の行動だった。ここでレインたちにエクセリアを渡わたさないように、この場に来たのだ。

　──そう思ったが、

「おっとごめん。これに乗りに来たんだろ」

　カイセイはふと気付いたように、座していたエクセリアからひょいと降りた。

　そして案内をするようにすっと手を下ろしてレインたちを誘ゆう導どうするようにする。

　それは『止める』という行こう為いと真逆にある動作だった。

「……なんの真ま似ねだ」

「君たちの邪魔をする気はない。僕はただ少し話をしに来ただけだから、この機体はどうぞ好きに使ってくれ──と言っても、そもそも僕のでもないけど」

「話……？」

「僕は君たちの敵じゃない。それだけを言いに来た」

「──、」

「これを言っておかないと、君たちの目的がぶれると思ってね。確かに君らが適当に手に入れた情報の通り、僕は亡霊ゴーストという存在の構成に関かかわっているし、その秘密の根本も握っている。君らが知りたいことをほぼ知っているのは間違いない。でもね、だからと言って僕自身は、この戦いにはなにも関係がないんだ」

「だから──なんだって言うんだ。殺すなとでも言うのか」

「君らの敵は、間違いなく西国だってこと」

　カイセイは、

「これはあくまで国同士の戦いに過ぎないよ。誰だれかの思おも惑わくなんてありはしない。あるのは純じゆん粋すいな資源の取り合いと外交のもつれから生まれた戦乱とその結果だ」

　淡たん々たんと続ける。

「僕はただ横にいるだけだよ。普ふ通つうの亡霊がそうするように、不必要に戦乱を招いたり、悲劇を起こす気もないし、戦争を誘導したりもしない──というか、そもそも、僕にそんなことはできない。亡霊になる人間なんて、自分勝手で横おう柄へいな奴やつばかりだからね。好き勝手思うままに放ほう埓らつに振ふる舞まうことしか考えてない戦士なんて僕の手には余り過ぎる。彼らはそれぞれが持っている亡霊の戒かい律りつだけにしか従っていないよ」

　その言葉に信しん頼らいする部分などない。

　むしろ積極的に噓うそだと疑っている。

　しかし、その虚きよ言げんである筈の言葉を聞くしかなかった。

「今回の首都侵攻も僕にはまったく無関係だ。ただ、君たちと話をするのにちょうどいいから駆かけ付けただけに過ぎない」

「何を根こん拠きよにそんなことを信じろと言える」

「根拠はないけど、そもそも僕は西国の人間じゃないからね？」

「なっ」

「というより僕は何ど処この国でもない、東でも西の者でもない部外者だ」

　思えば──。

　最初にカイセイに接触した時もそうだった。

　この男は、西国の将校を捕とらえた上で射殺していたではないか。そして今までの行動から東国に加担しているわけでもないのは明らかである。

　それらの事から考えられるのは一つ。

　カイセイは戦争の勝敗に頓着などしていない。

　そう言える部分があることだった。

「だから、敵を見誤らないで戦ってくれ。君たちの敵は間ま違ちがいなく目の前にいる敵兵だ。それを理解した上で迷いをなくしてくれ。変な迷いが生じて、馬鹿な死に方をされたらたまったもんじゃないからね。君らの弾だん丸がんは予測がつかないことが多いが期待してるんだ」

　言いながら、カイセイはたったと歩いていく。

　もう言うべきことは言い終えたと示すように。

（期待……？）

　その言葉の意味も分からない。

　なぜカイセイがわざわざ言いに来たのかも分からない。

　それでも──

　それでも、レインたちもこれ以上時間を取るわけにもいかなかった。こうしている間にも市街地では尖刃型を中ちゆう核かくに西国の機き甲こう部隊が虐ぎやく殺さつを続けている。

　確かにカイセイから聞かねばならぬことは山のようにある。しかしこの男から妨害してこない以上、ここで自分たちが仕掛ける余よ裕ゆうがある状況でないのだ。

　一刻も早く西国の機体を止めねばならない。

　レインの中で葛かつ藤とうは渦うずのように巻いている。

　けれど今優先すべきは──意味なく殺されようとする人々を守ることだ。

「……くそ！」

　レインはカイセイが空けたエクセリアに飛び乗った。

　エアもそれに続く。

　そしてエンジンを起動させる。

　カイセイをこの場に残していくことになるが、構っていられなかった。

　しかし、発進するまさにその瞬しゆん間かんに、

「──一つだけ聞かせて、カイセイ」

　言葉を発したのは──終始無言だったエアだった。

　これまで口を挟はさみたいことは山のようにあっただろう──しかし、並外れた理性で感情を抑おさえていた彼女は、最後の一瞬だけカイセイに対して口を開いた。

　そして聞いた。

「あなたも亡霊なの？」

　いろいろな意味を込めた質問。

　エアは様々な解かい釈しやくのできる問いを一つだけと限定してカイセイに問う。

　そして、

「……あっは」

　カイセイは笑った。

「少なくとも僕は、君やキルリリス、デッドリムと同種の亡霊ではないけど──」

　言いながら彼は顔を伏ふせた。

　そして再度上げた時、左側の眼球だけが赤黒く染まっていた。

　それは『蜂ほう縮しゆく』という現象であり、亡霊だけが有する異形の瞳ひとみだった。あまりに予測していないことだったが、それを見た二人の動どう揺ようはそこまで大きくなかった。

　その左目の変色と紋もん様ように類似するものを、レインもエアも見たことがあったからだ。

「真神族エマ──」

「そうだね。強しいて言うなら──レイン」

　片目だけの亡霊は言う。

「僕は君に近い存在だよ」







　尖刃型が向かったのは、東南の方角だった。

　後に続いた西国の十機もそれに追つい随ずいする形で侵攻していく。これから先に起こる集団戦を想定しての行動だろう。あとしばらくもしない内に、東国からの援えん軍ぐんは市街地に駆け付け混戦が始まる。そのことを考えて西国は集団で移動しているように思えた。

　しかし、だからこそレインたちにとって都合の良いこともあった。

　追つい跡せきが非常に容易たやすかったのだ。

　戦力が分断していないので、遠えん距きよ離りからでも位置は明らかに分かる。

　ただその西国が通り過ぎ去った場所は、例外なく蹂じゆう躙りんの限りを尽つくされていたため、精神的にずしりと重い負担があった。特に年若い子供の死体は正視に耐たえなかった。路上にいた人間は羽虫のように潰つぶされ、無差別に殺害されている。

　すでに死者は幾いくらを超こえただろうか。

　考えることもできなかった。

　何千という人間が焼かれたこと──。

　受け入れるには時間がかかる。

　しかし確実に言えるのは、尖せん刃じん型を止めねばこの無差別の殺さつ戮りくは終わらぬという事だ。

　何か──。

　何かないのか。

　あの黒く巨きよ大だいな機体を止めるための方法は。

「手がかりを得るためには、とにかく接近するしかないわ」

　エアが機体を操作しながら言う。

「私なら近づくことはできる。だからギリギリまで近づいて機体の弱点を探すしかない」

「弱点って」

　あるのかそんなものが。

　あの無む慈じ悲ひに強きよう靭じんな機体は、まさに無敵に見えるのに。

　しかし、そんなレインの及および腰ごしをエアは力強く否定した。

「いいえ、必ずある。尖刃型は強力な能力を持っているけれど、それと引き換かえに既き存そんの機体の利点も失っている。運動性能だってほぼ直進しかできていないでしょう。あの機体は一つの能力に特化した原型で、まだまだ発展途と上じよう──必ず欠点がある」

　あくまで可能性だ。

　しかし、今はその蜘く蛛もの糸に縋すがるしかなかった。

　わずかな猶ゆう予よもない。

　東国の援軍が駆け付けるころには街は壊かい滅めつ的な被ひ害がいを受けているだろう。

　一刻も早く、せめて尖刃型だけでも仕留めねばならない。

　けれど今のところ、どうすればいいかも分からない。

　尖刃型に風防はないので狙そ撃げきも出来ないのだ。

　操縦者は装そう甲こうに完全に覆おおわれている。

　そしてその装甲は、弾丸魔法を全すべて無効にするほどに固く破壊できない。

　だからこそ、エアは尖刃型に接近するという。

　今得ている情報での対処はあまりに困難であり、手がかりを得るには、駆く動どうしている尖刃型から直接弱点を探さぐるしかないからだ。

（弱点──）

　あるのだろうか。

　しかし、もしそんな弱点が存在するとしたら、絶対に見つけなければならない。

　失敗すれば、死ぬのは軍人であるレインたちだけではない。

　数千人の人間も巻まき添ぞえなのだ。




　エアは敵のルートを先読みして、尖刃型に接近していく。

　敵部隊はかなりの高速度で移動しているが、市街地を破壊しながらであるので、エアの技術を以もつてすれば追い付くこと自体にそこまで時間は掛かからなかった。

　やがて、百メートル圏けん内ないに追い付いた。

　道二つ挟んで並走し、エアが後ろから追う形になる。

　そしてレインが観察を始めようとした時だった。

　凄すさまじい火か焰えんが巻き上がった。

　それは西国の部隊が起こしたわけでも、レインたちが起こしたわけでもない。

　別の人間たちだ。

（あれは──）

　ばっと見上げた先にレインが見たもの。

　それは東国の学生兵たちだった。

　人数は合わせて五人ほど。

　街には祭日で訪おとずれていたのだろう。

　民家の屋根に上り、携けい帯たいしていた私用の銃じゆうで集団狙撃を行っていた。彼らは演習で繰くり返し刷り込んだ隊列を組み、西国の機甲部隊に対して弾丸魔法を放っていく。

　しかし、

「──く、」

　放たれた砲ほう撃げきの殆ほとんどが先頭を走る尖刃型に命中した。

　鉄を焼き溶とかすほどの火焰が巻き上がるが、その中を黒い機体は一いつ切さい減速することなく驀ばく進しんしていく。そしてその背後に付いていた十機が、民家の屋根にいた学生兵五人に対して無慈悲な掃そう射しやを行った。数十発と弾丸魔法が叩たたき込こまれた。学生兵が一掃される。

　彼ら五人とも肉にく片へん一つ残さずに蒸発し、尖刃型はわずかに足を止めただけだった。

　──一秒。

　五人の命と引き換えに得たのはたったそれだけ。

　ほんのわずかな瞬間。

　しかしその一瞬、火か炎えんの照らしによって見えた「それ」にレインは気付いた。

「あれは──」

「なにレイン」

「尖刃型の表面が見えたんだ」

　弾丸魔法の炸さく裂れつによって生じた光。

　それによってレインが目にしたのは、尖刃型の鮮せん明めいな胴どう体たいの形状であった。

　これまでレインは尖刃型を何度か繰り返し目撃してきた。

　しかし、ここまで近い距離から見たことは実は一度もない。

　そして尖刃型は黒色であるため、かなり鮮明に観察しなければただ黒い巨体が動いているようにしか見えないことから、その外観の詳しよう細さいはずっと分からずにいた。

　けれど、五人の学生兵による今の攻こう撃げきで判明した。

　尖刃型はその外がい殻かくの殆どを流線から形成していたのだ。

　自らが砲撃を行うことはなく、単純な突とつ進しんのみが攻撃であり防ぼう御ぎよである以上、外部からの攻撃や衝しよう撃げきを受け流すためには流線が最も効率のいい形なのだろう。

　だが、レインが気付いたのはその点だけでない。

　基本は滑なめらかに構成しているその機体に二つだけ鋭えい利りな部分があったのだ。

　一つは最前方に付けられている機首部分。

　突進した時に接せつ触しよくする部分だ。

　尖とがっているのが当然だろう。

　けれどそれとはもう一つ別に、尖刃型には不自然な凹おう凸とつが存在していた。それは機首部分でなく、真逆ともいえる後方の胴体部分に見えた凸形状の構造だった。

　それが何であるのか。

　考えた時、ふとレインの脳のう裏りを過よぎったのは「潜せん水すい艦かん」であった。

　より深い水深で作戦行動を行うための兵器であり、真っ黒で流線型であることが多いその水中機は、よく見れば尖刃型の構造と瓜うり二ふたつではないか。

　いや、実際西国は潜水艦をモデルにしたのだろう。

　クレイス・ファルマンが最も初期に開発した機体であるが、一から陸専用にあの形状を作り上げるほど開発に時間はなかったはずだ。そして潜水艦の構造が基き礎そになっているという仮定が成り立つならば──あの凸構造は何を意味するものなのか。

（まさか──）

　尖刃型。

　突進に特化した漆しつ黒こくの機体。

　全身が流線型であるのに、不自然に盛り上がった一部分が存在している。

　──分かった。

　そこまで至れば、予測を立てるのは容易だった。

「あれはハッチだ」

「……なに？」

「ハッチだよ。潜水艦に採用されている跳はね上げ式の扉とびらだ」

「……？」

　エアはぴんと来ていない。

　恐おそらく潜水艦が近年登場した兵器だからだろう。

「ハッチは潜水艦とかに使われている出入り口で、水が入らないようにその入り口を密閉している厚い扉だ。ハンドルが付いていれば外部からも開けられる」

　特に外部からの侵しん入にゆう者など考える必要のない潜水艦は閉じ込めを防止するためハッチは外部からも開くものが多い。尖刃型の基礎が特とく殊しゆであるからこその構造だった。

「あのハッチを開けて、中にいる奴やつを引きずり出す」

「でも、どうやって」

「俺が飛び乗って直接開ける」

　言った直後、無言の時間が続いた。

　後ろ姿しか見えていないがエアが絶句しているのは分かった。

　無論レインも超ちよう高速で移動する機甲戦車に飛び乗ろうとする意味が分からぬ馬ば鹿かではない。仮に運よく飛び乗れたところで、上に乗ったことを操縦者に気付かれた瞬しゆん間かん、あっという間に慣性で吹ふき飛ばされるのは目に見えている。振ふり落とされれば即そく死しだ。

　なんとか気付かれずに機体に飛び移る必要がある。

「……出来る限りのことはする。あとは任せるわ」

　現時点で他ほかに方法はないと判断したエアは機体の進路を変えた。

　そして一気に距きよ離りを詰つめると、尖刃型の背後から付ける形を取った。

　じりじりと距離を詰めていく。

　尖刃型はこちらの追つい跡せきに気付いているだろう。

　けれど何も対応する様子はない。

　たった一機に近付かれたところで、どうにも出来ないと判断しているのだ。

　その対応こそがレインにとっての光明だった。

　エアが一気に加速を進める。

　ついに尖刃型と並走する形になった。

（───いける！）

　レインは機体から飛び移った。足を浮うかせた瞬間、凄まじい風圧で後方に持っていかれそうになるが、指先に触ふれたハッチ部分を力の限り握にぎり込んで着地する。

　成功した。

　尖せん刃じん型の上面に飛び移り、ハッチを開ける段階に移る。

　思った通り、表面の凹凸は尖刃型の出入り口となる場所だった。ライフルをハンドルに嚙かませて回すと、思っていたより軽い力でハッチが開放されていく。

　しかし開放されたところで、レインは思わずその手を止めた。

　ハッチの奥にあったのは操縦席でなく、物資などを積むための格納部だったからだ。

　──予測とは違ちがう。

　そこに操縦者はいなかった。

　人間が乗り込む入り口は、また他にあるのだ。

　しかし、

「──内部が見えれば十分だ」

　レインはその入り口に銃じゆう口こうを突つき入れると、

「終わりだ、尖刃型！」

　一いつ斉せいに弾だん丸がんを放った。

　次の瞬間、発生したのは──衝撃。

　爆ばく風ふうが振りまかれた。

　格納庫は炸裂した弾丸によって、一秒と経たたず内部から膨ぼう張ちようし、その圧力に耐たえきれなかった空間は、機体を包み込む巨きよ大だいな爆発を生んだ。

　確かに尖刃型は硬かたい。

　普ふ通つうの砲撃では凹へこみすら作れない。

　しかし──頑がん強きようであるのはあくまで『外殻の装そう甲こうのみ』だ。

　内部からの衝撃にはあまりに弱い。

　それは機甲兵器に共通する弱点であり、この尖刃型すら例外でなかった。

（──やった）

　耳をつんざくほどの轟ごう音おん。

　真しん紅くの火焰が火柱となって舞まい上がった。

　内部から炸裂した衝撃波は格納庫にとどまらず、尖刃型の装甲を次々と内側から剝はがしていった。硬いものほどわずかな罅ひびから崩ほう壊かいが連れん鎖さする。

　後方から前方まで、べきべきと一枚岩のように装甲は剝がれていく。

　その破壊の連鎖によって、機体の右側面は内部がほぼ全すべて剝むき出しとなった。

　固く隠かくされていた操縦席もそれに連なる。

　操縦席が外界に開放される。




　そしてついに──レインは操縦者の後ろ姿を捉とらえた。




（よし──！）

　殺せる──。

　破壊は動どう力りよく炉ろまで至ることはなく、尖刃型はまだ動作可能だ。

　しかし、操縦者を殺せば全てが終わる。

　パイロットを失えば否いや応おうなしに機体は停止する。

　けれどその時、尖刃型が大きく機体を揺ゆらした。

　混乱した操縦者が動かしたのだろうか。レインの体が大きく跳ね上がる。今のレインは猫ねこの体で跳ね回るノミと同じだ。機体にしがみつくことなどできなかった。

　空中高く跳ね上げられる。

　しかし、

（──いける）

　上空に舞い上がったまま、レインはライフルを下方に向けた。

　そして狙ねらい定めた。

　空中での狙そ撃げきとなるが、上方は敵にとっても死角だ。

　巻き上がる噴ふん煙えんと火か焰えんで今は敵の姿ははっきりと見えないが、この距離ならば視し認にんしてから攻撃しても絶対に外しはしない。

　落下する内、やがて視界が開けた。

　しかし、結果としてレインの反応は一瞬遅おくれた。




　操縦席にいるのがアスリーだと気付いたからだ。




（──！）

　どれくらい──茫ぼう然ぜん自じ失しつとしただろう。

　頭の中が──空くう虚きよになっただろう。

　この大量殺さつ戮りくの原因はここで排はい除じよできる──そう思って、ありったけの殺意を込めた銃口の先にいたのが、先日自分の元を去った少女だと何な故ぜ予想できただろうか。

　決定的なラグが生まれた。

　わずかにレインの攻こう撃げきが遅おくれ、脳のう髄ずいをぶち抜ぬくために放った弾丸は彼女の右目を削けずり取った。綺き麗れいで可愛かわいらしいアスリーの顔──その一部が弾丸によって無残に食い千切られ、大量の血液が舞い、彼女の右眼球は衝しよう撃げきで吹き飛んだ。

「ぐ、う！」

　アスリーが呻うめき声をあげる。

　しかし──致ち命めい傷しようではない。

　右目を吹き飛ばされながらも彼女は怯ひるまなかった。

　そして動いた。

　次の瞬間、レインの体に走ったのは凄すさまじい衝撃だった。

「が、あああああ！」

　レインの胴どう体たいに直撃したのは尖刃型の前まえ脚あしだった。

　空中にいた級友をアスリーは容よう赦しやなく薙なぎ払はらったのだ。

　そして蠅はえを払うように振るわれたその一撃はあまりに重く、ボールのようにレインは地面に跳ねたあと、勢いのまま背中から壁かべに激しく叩たたきつけられた。

「が、あ！」

　これまでの負傷とは比ひ較かくにならない。

　全身の骨がどれほど折れたか全く見当が付かない。

　即死しなかったのが不思議なくらいだ。どろどろと視界の中に流れている真っ赤な血液が頭部からのものなのか、足から噴ふき出しているものなのかも分からなくなった。

　そして、

「う、──」

　意識が薄うすくなっていく。

　それは死を予感させるほどに強きよう烈れつな眠ねむ気けとなった。けれど、そんな瀕ひん死しのレインの元へきゅるきゅるとエクセリアが一機近づき、その前脚でレインを拾い上げた。

　よく見るまでもない。

　レインの体を回収したのはアスリーだった。

　彼女は前脚を操作して、自分のところまでレインを移動させる。

　そして、その身体を細い両手で受け取ると、

「レイン……よかった、ここで会えた」

　ぎゅっと抱だき寄せる。

　自分の右目が吹き飛んだことなど全く意に介かいさず。

　満まん身しん創そう痍いとなったレインの体を、アスリーは両手で迎むかえ入れて抱ほう擁ようした。

「お、前……」

　レインは血を吐はきながら、

「自分が、なにをしたか……どれだけの、人を、殺したか分かってるのか」

「うん」

「、なんで、そんな」

「──亡霊」

「！」

「レインは知っているよね。死してなお蘇よみがえった魔ま導どう士したちが、その能力を使って戦争を激化させていること。そしてその内の一人が、あなたが守っているエアだってことも」

　言いながらアスリーはレインの拳けん銃じゆうを抜き取る。

　そしてその中に込められていた銀色の弾丸を取り出した。

「私、知っているの。レインたちがこの弾丸を使って何をしてきたか、どれだけの人を消して戦場を変えてきたか、殺してきたのか──私の両親と街を焼いたのか」

「だから──」

　だから俺を殺しに来たのか？

　それも国を裏切り、敵国に寝ね返がえるという事までして。

　そしてそれに巻き込んで殺したというのか。

[image: ]

　──これだけの人間を？

　武装もしていない、何も抵てい抗こうする術すべを持たない人間を一方的に踏ふみつぶしたのか？

　今も街中が怨えん嗟さに渦うず巻まいている。

　アスリーが尖刃型と共に壊こわしたものはあまりに甚じん大だいだった。

「お前……！」

　レインの体に強烈な怒いかりが巻き上がった。

　瀕死の重傷も薄れるほどに。

「殺すなら、俺だけを狙えばよかったはずだ……それを、こんな、……！」

「殺す？　違うよレイン」

　アスリーは言いながら尖刃型を再さい駆く動どうさせる。

「私はあなたを守りに来たの」

「……あ？」

「あの子……銀色の亡霊、エア・アーランド・ノアから」

（なにを──）

　何を言っているのかレインはすぐに理解できなかった。何年も一いつ緒しよに過ごし、友人だと思っていた目の前の少女が急に言語を持たぬ怪かい物ぶつのように思えた。

「私にはもうレインしかいないの」

　言いながら、アスリーは再度尖せん刃じん型で街中を駆かけていく。

　黒い巨きよ体たいはあっという間に元の最高速へ戻もどった。

「親も死んで、故郷も無くなって──でも、レインがいれば私は戦える。この赤色だらけの世界で、私はあなたを生かすの。あの亡霊の好きになんてさせない」

　違ちがう、とレインは声を出せなかった。

　戦っているのは他ほかならぬ自分の意志だと声にできなかった。

　それは喉のどが潰つぶれていたからではない。

　次の瞬しゆん間かん起こったことに思わず息をのんだからだ。




　尖刃型の前にエクセリアが一機飛び出してきた。




「レイン！」

　それは先ほど袂たもとを分けたエアだった。

　レインが捕とらえられたと知って、搭とう乗じようした機体のまま向かってくる。

　正面から回り込んで直進してくる形となった。このままいけば正面衝しよう突とつになるが、接せつ触しよくする瞬間にエアは自身の機体を大きく跳はね上げると、飛び込むようにしてきた。

　そして、

「手を伸のばして！」

　エアが席から身を乗り出し、手を伸ばす。

　すれ違いざまにレインを捕つかまえるためだ。

　しかし、

「──させるわけないでしょう」

　伸ばしたレインの手をアスリーは手で制した。エアとレインの互たがいに伸ばした手は繫つながれることなく空から振ぶり、脱だつ出しゆつする千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを失った。

　エアの機体がすれ違っていく。

　二機間の距きよ離りが大きく開いた。

　アスリーは後方にいるエアを振ふり返った。

「じゃあね、亡霊エア。今日は退ひくけど──いつか必ず、私はあなたを消す」

　尖刃型が加速する。

　そしてエアが乗るＭ４では決して追い付かぬ速度で、その場から離り脱だつを開始した。

　それからはあっという間だった。

　数秒とせぬうちに尖刃型は最高速となった。

　その外がい殻かくはレインの攻撃によって一部が大きく剝はがれているが、この巨体が再度スピードに乗れば、それだけで止められる存在は最も早はやなかった。

（──くそ）

　全身に深い損傷を負ったレインは腕うで一本満足に動かせない。

　アスリーに抱かかえられたまま連れ去られていくしかない。

　作戦は最悪な形で失敗となった。

　そして薄れていく意識の中、レインの心中をどす黒く渦巻いていたのは、

（、俺は──）

　──後こう悔かい。

　これ以上ない後悔だった。

　何故、あの時、アスリーを撃うつことを躊躇ためらってしまったのか。

　対たい峙じしたあの瞬間──わずかに動どう揺ようした。

　してしまった。

　だからこそ、攻撃が遅れた。

　尖刃型を止める千載一遇のチャンスはあの時しかなかった。

　あれ以上の不意をうてる機会はもう来ないだろう。




　この戦場でアスリーを殺す機会は決定的に失われてしまった。




　──覚かく悟ごを固めたつもりでいた。

　アスリーを逃とう亡ぼう兵として申告すると決めた時、次に現れた時は敵として撃つ覚悟も当然固めていた。彼女と敵になることをあの時、確かに再確かく認にんしたはずだった。

　しかし──実際どうだ。

　いざ彼女の顔を見た瞬間、レインはその手を止めてしまった。

　一秒にも満たないほんの一瞬であるが、レインは撃つことを躊躇ってしまった。何人もの人間を殺したのを目にしたにも拘わらず、敵として処理できなかった。

　その自分の心の弱さ。

　わずかな事でぶれた決心。

　何な故ぜ、あの時──アスリーを殺すことに二の足を踏んでしまったのか。

　取り返しのつかない結果と、先に立たない後悔だけが残る。

　そして、

「大だい丈じよう夫ぶだよレイン」

「……あ？」

「私たちは『悪魔の弾だん丸がん』を持っている。その弾丸を使って世界を変えれば、この街で起こった戦争はなくせる。今死んだ人も、街も、世界が変われば全部戻るじゃない」

　そう言ったアスリーの声こわ色いろに、誤ご魔ま化かしや噓うそなど感じられなかった。

　アスリーはただ自身が信じる事実として「世界が変われば戻る」と言ったのだ。

　けれどレインは知っている。

　悪魔の弾丸は決して万ばん能のうではない。

　いやそれどころか、全く予想のつかない結果をもたらすことが殆ほとんどだ。

　アスリーが何ど処こで誰だれから悪魔の弾丸の事を知ったのか、それとも自分で考えた結果、推測したことであるのかは分からない。

　けれど、決定的な事実誤認が存在していた。

　それは、アスリーは『全すべてが戻る』という認識で街を破は壊かいしたということ。

　けれど──レインには分かる。

（違う、アスリー、それは──）

　──そんな。

　そんな都合の良いことがあるものか。

　レインには分かる。

　確信として分かる。

　この戦場はどうやっても無かったことにならない。

　あくまで直感だが、それでも、幾いく度どとなくこの弾丸を使ってきたレインには分かった。




　この惨さん劇げきは二度と戻らない──。




　いや──たった一つだけ可能性があるとしたら、

（俺は──）

　撃ち抜くべき人間は一人。

　それは片目を吹ふき飛ばされながらも、レインを抱だく──傍かたわらの少女を消すこと。

（俺は、撃てるのか……いや、撃つしかないんだ……）

　すでに視界は暗くなっていた。

　それでもレインは決心を固めると共に、一つの予感がしていた。

　それは、

　──この少女を殺すことになるのは、間ま違ちがいなく自分であるということ。




　やがて黒い巨体は街から姿を消した。

　夥おびただしい数の人間が焼かれ、潰され、犠ぎ牲せいとなったものをあまりに大量に残して。








あとがき






　これまで何本くらい書いてきたんだろうとふと思って、世に出せないレベルのものまできちんとカウントするとこのシリーズは６本目ということが判明しました。

　……あれ、予想よりぜんぜん少ない？　と思ってよくよく考えてみると、途と中ちゆうまで書いていたけど上手うまくいかなくて投げたままになっているものだったり、一個の作品を三回くらい書き直して上書き保存していた結果、見た目的に本数が少なくなっているだけで、目に見えない部分では結構な数になっていると予測されます。

　足し算より引き算が重要なことはよくあります。

『大切なことは目に見えない』

　星の王子様の台詞せりふを思い出しました。

　──さて。

　そんな台詞に乗っかるなら、この作品のレインやエアはその目に見えない部分の人間だと思いつつ書いていました。決して歴史の表に出ることなく、表立つことはないし、何かを達成したところで褒ほめてくれる人間もいない。

　いつか報われると期待することもせず、それでも自分が正しいと思うことをやり続ける──というのは中々に辛つらい事ですが、そんな歴史の裏で消えていく人たちが頑がん張ばったから得られたものがあると思います。それがいい結果であれ、悪い結果であれ。

　アスリーという女の子もそんな感じでした。

　彼女は彼女なりに一いつ生しよう懸けん命めいで心優しい子ですが、まあ廻めぐり合わせが悪かった。

　これもよくあるのではないかと。

　何が正しいのか最初から分かっていれば、後こう悔かいすることもないのに、と……。




　そんな三巻になりました。

　一巻から裏でこそこそしていたアスリーさんがようやっと動いてくれたので個人的にはとても満足です。思うままにやってくれたと思います。それが齎もたらした結果と惨さん状じようはともかく、その過程とガッツによくやったと敢かん闘とう賞を個人的にあげたい気分です。

　一方で主人公側のレインとエアは受け身なことが多く、環かん境きように振ふり回まわされていましたが、一応はやりたいことをやってくれていたのではないかと思います。

　みんながみんな。

　一生懸命にやってくれていました。




　最後に。

　この作品の刊行に関かかわって下さった皆みな様さまと読者の皆様にお礼申し上げます。

　本当に多くのお力ちから添ぞえをたくさんの方から頂けました。周りの人間に作品を書いていることを言っていない上うえ川かわにとって皆様が心の支えとなっていました。

　また皆様と関われる人間になるように人間になりたいと思います。

　その時はよろしくお願いいたします。




　──ではでは。

　またどこかで。

　お目にかかれましたら。
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